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メモ、注意、警告 
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情報の検索方法 

メモ：一 部の機能やメディアはオプションなので、出荷時に コン ピュー 
夕に搭載されていな L ヽ場合があります。特定の国では使用できない機能や 
メディアもあります。 

。メモ： 追加の情報がコンピュータに同梱されている場合があります。 

何をお探しですか？ こちらをご覧ください 


• 保証に関する情報 
• 契約条項（米国内のみ） 

• 安全にお使いいただ<ための注意 
• 認可機関の情報 
• 快適な使い方 

• エンド ユーザー ライセンス契約 


Dell ™ 『製品情報ガイド』 



•コンピュータのセットアップ方法 セットアップ図 

システムに付属しているセツトアップ 
図を参照してください。 
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何をお探しですか？ 


こちらをご覧ください 


• サービスタグとエクスプ 
レスサービスコード 
• Microsoft ® Windows ® 
ライセンスラベル 


サービスタグと Microsoft Windows 
ライセンス 

ラペルはお使いのコンピュータに貼ら 
れています。 

• サービスタグは、 

support . jp . dell.com をご参照の 

際に、まだはテクニカルサボート 
へのお問い合わせの際に、コン 
ピュータの識別に使用します。 

• エクスプレスサービスコードを利 
用すると、テクニカルサボートに 
通話が接続されます。 





メモ：セキュリティを強化するため 
に、新しくデザインされた Microsoft 
Windows ライセンスラベルには、はが 
して使えないように穴が開けられてい 
ます。 
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何をお探しですか？ 


• 技術情報 一 Q & A 検索、トラプ 
ル解決ナビ 、 Diagnostics (診断） 
プ□グラム、インス!'ールガイ 
ド、お問し)合わせの多い質問 
• アップグレードーメモリ、ハー 
ドドライプ、まだは 0 S などのコ 
ンボーネントに関するアップグ 
レード情報 

• 各種サービスのご案内ーサービ 
スプラン、登録内容変更申込 、 U 
サイクル•買取サービス、引き取 
り修理状況確認など 
• サービスおよびサボートーサー 
ビスコールの状況とサービス履 
歴、サービス契約 
• 参照資料ーコンピュータのマ 
ニュアル、コンピュータの設定の 
詳細情報、製品の仕様、およびホ 
ワイトぺーパー 

• ダウン□ー ドー認定されだドラ 
イパ、パッチ、およびソフトウェ 
アのアップデート 


こちらをご覧ください_ 

デルサポートサイトー 
support . jp . dell.com 

メモ： お住まいの地域を選択し、 

お近くのサボートサイトを表 
不します。 

メモ： 企業、政府および教育関係の 
ユーザーには、カスタマイズされた 
Dell Premier サボートウェプサイト 
premier . dell . co . jp/premier もご利用いた 
だけます。 
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何をお探しですか？ 

• デスクトップシステムソフトウェ 
ア （DSS) — コンピュータに 0S 
を再インス!'ールする場合、 DSS 
ユーティリティも再インス!'ール 
する必要があります。 DSS は、 

0S の重要なアップデート、 Dell 
3.5 インチ USB フロッピードライ 
プ、オプティカルドライプ、およ 
び USB デバイスに関するサボー 
卜を提供します。 DSS は、 Dell 
コンピュータが正しく動作するた 
めに必要です。このソフトウェア 
は、お使いのコンピュータと 0S 
を自動的に検知して、設定に適し 
た更新をインストールします。 


こちらをご覧ください_ 

デスクトップシステムソフトウェアを 
ダウン□ー ドするには、次の手順を実 
行しま召。 

1 support.jp.dell.com にアクセス 
し、 Downloads (ダウンロード） 

をクリックします。 

2製品モデルを選択します。 

3 Download Category (ダウン□一 
ドカテゴリ）ドロップダウンメ 
ニューで、 All (すべて）をクリック 
します。 

4 コンピュータの 0S および 0S の言語 
を選択し、 Submit (送信）をク 
リックします。 

5 Select a Device (デパイスの選択） 
で、 System and Configuration 
Utilities (システムおよび設定ユー 
ティリティ）までスクロールし、 

Dell Desktop System Software 

(Dell デスクトップシステムソフト 
ウェア）をクリックします。 
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何をお探しですか？ 

• Windows Vista ™ の使い方 
• プ□グラムとファイルの操作方法 
• デスクトップのカスタマイズ方法 


こちらをご覧ください_ 

Windows ヘルプとサポートセンター 
1 Windows のヘルプとサポートにアク 
セスするには、次の手順を実行し 
ます。 

• Windows XP の揚合は、スタート 
をクリックし、ヘルプとサボート 
をク U ックします。 

• Windows Vista ™ の揚合は、 
Windows Vista のスタートボタン 
©をクリックし、ヘルプとサ 
ポートをクリックします。 

2問題に関連する用語や文節をボック 
スに入力して、矢印アイコンをク 
リックします。 

3問題に関連するトピックをクリック 
します。 

4画面に表示される指示に従ってくだ 
さし、 0 


情報の検索方法 I 15 





情報の検索方法 



コンピュータのセツトアップと使 
い方 

コンピュータの正面図 
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1 

サービス タグの位置 

サービスタグは、デルサボートウヱブサイトに 
アクセスしたり、テクニカルサボートに問い合 
わせる際、コンピュータの識別に使用します。 

2 

オプティカルドライブ 

オプティカルドライブは、 CD/DVD の再生に使 
用します。 

3 

オプティカルドライ 
ブパネル 

このパネルは、オプティカルドライブを保護し 
ます。（図は開いた状態） 

4 

CD / DVD 取り出しボタン 

このポタンを押して、オプティカルドライプか 
らディスクを取り出します。 

5 

オプションのオプティ 
カルドライブベイ 

オプションのオプティカルドライプを格納 
します。 

6 

CD/DVD (オプション） 
取り出しボタン 

このボタンを押して、オプションのオプティカ 
ルドライブからディスクを取り出します。 

7 

FlexBay ドライブ 

オプションのフ□ッピードライプまだはオプ 
ションのメディアカードリーダーを装着で 
きます。 

8 

USB 2.0 コネクタ （4) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な 
USB デバイスなど、時々接続するデバイスには、 
前面 USB コネクタを使用します (USB デバイス 
の起動についての詳細は、 196 ページの「セッ 
トアップユーティリティのオプション」を参照 
してください)。 

プリンタゆキーボードなど通常接続したままの 
デパイスには、背面の USB コネクタを使用する 
ことをお勧めします。 

9 

IEEE 1394コネクタ 
(オプション） 

デジタルビデオカメラなど、高速シリアルマル 
チメディアデパイスを接続します。 

10 

へツドフォンコネクタ 

ヘッドフォンコネクタを使用して、ヘッドフォ 
ンやほとんどの種類のスピーカーを接続で 
きます。 

11 

マイクコネクタ 

マイクコネクタにパーソナルコンピュータ用マ 


イクを接続し、音声や音楽をサウンドまだはテ 
レフオニーブ□グラムに入力します。 


サウンドカードカ^搭載されたコンピュータの揚 
合は、カードのマイクコネクタを使用します。 
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12 前面パネルドアグリップ前面パネルドアグリップを押し上げると、 

FlexBay ドライプ、 USB コネクタ4個、ヘッド 
フォンコネクタ1個、マイクコネクタ1個が隠 
_れます。_ 

13 電源ポタン、 電源ポタンを押して、コンピュータに電源を入 

電源ライト れます。このボタンの中央にあるライトは、電 

源の状態を示します。詳細については、 

192ページの「ボタンとライト」を参照してく 
ださい。 

注意：データの損失を防ぐため、電源ボタン 
を使用してコンピュータの電源を切らないでく 
ださい。電源ボタンを押さずに、 0 S のシャッ 
_トダウンを実行してください。_ 

14 ドライプアクティ ドライプアクティビティライトは、コンピュー 

ビ ティ ライト タがハードドライプとの間でデータを読み書き 

している際に点灯します。このライトは、 CD プ 
レーヤーなどのデパイスの動作中にも点灯する 
ことがあります。 
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コンピュータの背面図 



1 電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

2 電圧セレクタスイッチ 

定格電圧の選択に使います。 

3 電源 ユニット LED 

電源ユニットに電源が入っていることを示 
します。 

4 背面パネルコネクタ 

USB 、 オーディオ、およびその他のデパイスのプ 
ラグを対®するコネクタに差し込みます。詳細に 
ついては、22ページの「背面パネルコネクタ」 

を参照してください。 
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5 力ードスロット 取り付けられたすべての PCI まだは PCI Express 

_力ード用のアクセスコネクタです。_ 

6 パ ド ロック リング パドロックリングは、市販の盗難抑止デパイスを 

取り付けるためのものです。パド□ックリングに 
パドロックを通してコンピュータのカパーを 
シャーシに固定すれば、コンピュータの筐体が不 
審者によって開けられることを防止できます。パ 
ド□ックリングを使用するには、市販のパド□ッ 
クをリングに通してノ \°ドロックをロックします。 


7セキュリティヶー セキュリティケープルスロットを使って、市販の 

プルスロット 盗難防止デバイスをコンピュータに取り付けるこ 

とができます。詳細については、デパイスに付属 
のマニュアルを参照してください。 


/!\警告：システムの通気孔がどれもふさがれていないことを確認します。 
ふさがれていると、過熱によって重大な問題が発生するおそれがあ 
IJ ます。 
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背面パネルコネクタ 



11 10 9 8 


1 ネットワークアク 黄色のライトは、コンピュータがネットワークデータ 
ティビティライト を送信、まだ;は受信している際に点滅します。ネット 

ワークトラフィックが多い場合、このライトが「点灯」 
_の状態に見えることがあります。_ 

2 ネットワークアダコンピュータをネットワークゆプ□ードパンドデパイ 

プタコネクタ スに接続するには、ネットワークケープルの一方の端 

をネットワークポートやプ□ードパンドデバイスに接 
続します。 

ネットワークケープルのもろ一方の端は、コンピュー 
夕の背面にあるネットワークアダプタコネクタに接続 
します。カチッという音がすれば、ネットワークケー 
プルはしっかり接続されています。 

メモ： ネットワークコネクタにモデムケープルを接 
続しないでください。 

ネットワークコネクタカードが搭載されたコンピュー 
夕の揚合は、カードのコネクタを使用します。 

ネットワークにはカテゴリ5の配線とコネクタを使用 
することをお勧めします。カテゴリ3の配線を使用す 
る必要がある場合、信頼性のあるオペレーションを保 
証するために、ネットワーク速度を10 Mbps に設定し 
_てください。_ 

3 リンク保全ライト.緑色一10/100 Mbps のネットワークとコンピュータ 

が正しく接続されてし ) ることを示します。 

• 消灯ーネットワークとの物理的な接続が検知されて 
いません。 
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4 センタ—/サブ 

ウーハーコネクタ 

橙色のコネクタを使用して、スピーカーを LFE (低周波 
効果）オーディオチャネルに接続します。 LFE オーディ 
オチャンネルは、80 Hz 以下の低周波数情報のみを搬送 
するデジタルサラウンドサウンドオーディオ方式で使 
用されます。 LFE チャネルでは、超低音を引き伸ばすサ 
プウーハーが使用されます。サブウーハーを使用しな 
いシステムでは、 LFE 情報をサラウンドサウンド設定の 
メインスピーカーに分流できます。 

5 ライン入カコ 

ネクタ 

青色のライン入カコネクタにカセットプレーヤー 、 CD 
プレーヤー、まだは VCR (ビデオカセットレコーダー） 
などの録音/再生デパイスを接続します。 


サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合は、 

カードのコネクタを使用します。 

6 前面 L 7 R ラインア 

ウトコネクタ 

緑色のライン出カコネクタ（内蔵サウンドが搭載され 
たコンピュータで利用可能）を使用して、ヘッドフォ 
ンおよび内蔵アンプの付いたほとんどのスピーカーを 
接続できます。 


サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合は、 
カードのコネクタを使用します。 

7 マイク 

桃色のコネクタにパーソナルコンピュータ用マイクを 
接続し、音声や音楽をサウンドまだはテレフォニーブ 
□グラムに入力します。 


サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合は、 

カードのマイクコネクタを使用します。 

8 サイド UR サラウ 

ンドコネクタ 

7.1 ch スピーカーを備えたコンピュータの揚合は、 

エンハンストサラウンドオーディオを提供する灰色の 
コネクタを使用します。 


サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合は、 

カードのマイクコネクタを使用します。 

9 リヤ L/R サラウン 

ドコネクタ 

黒色のサラウンドコネクタを使用して、マルチチヤネ 
ル対)® スピーカーを 接続します。 


コン ピュータのセットアップと使い方 I 23 





10 USB 2 .0コネクタ プリンタゆキーボードなど、通常接続したままのデバ 

⑷ イスには背面 USB コネクタを使用します。 

ジョイスティックやカメラなど、時々接続するデパイ 
スには、前面 USB コネクタを使用することをお勧めし 
ます。 


11 VGA ビデオコ モニターの VGA ケープルをコンピュータの VGA コネ 

ネクタ クタに接続します。 

ビデオカードが搭載されたコンピュータの場合は、 

カードのコネクタを使用します。 


エンクロージャにコンピュータを設置する場合 

コンピュータをエンクロージャに設置すると、空気の流れが妨げられ、 
コンピュータのパフォーマンスが影響を受けたり、場合によってはオー 
パーヒートの原因にもなります。コンピュータをエンクロージャに設置す 
る場合は、次のガイドラインに従ってください。 

〇注意：『オーナーズマニュアル j に記されている動作時の温度仕様は、 

動作時の最大周囲温度です。コンピュータをエンクロージャに設置する場 
合は、室内の周囲温度を考慮する必要があります。たとえば、室内の周囲 
温度が 25° C の場合、コンピュータの仕様によっては、コンピュータの動作 
時の許容最大温度までの余裕はわずか5〜10 ° C となります。コンピュータ 
の仕様の詳細については、189ページの「仕様」を参照してください。 

• コンピュータの通気が正常に行われるように、通気孔があるすベて 
の面に少なくとも約 10 cm の空間を確保してください。 

• エンクロージャにドアが付いている場合は、エンクロージャを通じ 
て少なくとも30パーセントの通気（前面と背面）が行われるタイプ 
である必要があります。 
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• コンピュータを机の上または下の角に設置する場合は、通気が正常 
に行われるよ〇に、コンピュータの背面から壁までに少なくとも約 
5 cm の空間を確保してください。 
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• 通気を妨げるエンクロージャにはコンピュータを設置しないでくだ 
さい。通気が妨げられると、コンピュータのパフォーマンスが影 
響を受けたり、場合によってはオーパーヒートの原因にもな 
ります。 



プリンタのセットアップ 

〇注意：プリンタをコンピュータに接続する前に、 os のセットアップを完了 
してください。 

次の手順を含むセットアップについての情報は、プリンタに付属のマニュ 
アルを参照してください。 

• 最新ドライパの入手方法とインストールの仕方 
• プリンタとコンピュータの接続方法 

• 給紙の仕方と、トブーまたはインクカートリッジの取り付け方 
テクニカルサボートを利用するには、プリンタのオーブーズマニュアルを 
参照するか、プリンタの製造元にお問い合わせください。 
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プリンタケープノレ 

プリンタは、 USB ケープルまたはパラレルケープルのどちらかを使用し 
てコンピュータに接続します。プリンタにはプリンタケープルが付属され 
ていない場合があります。ケープルを別に購入する際は、プリンタとコン 
ピュータに対麻していることを確認してください。コンピュータと一緒に 
プリンタケーブルを購入された場合、ケーブルはコンピュータの箱に同梱 
されていることがあります。 

USB プリンタの接続 

◎ メモ： USB デバイスは、 コン ピュータに電源が入っている状態でも接続 
することができます。 

1 0 S をまだセットアップしていない場合は、セットアップを完了 
します。 

2 USB プリンタケープルをコンピュータとプリンタの USB コネクタに 
取り付けます。 USB コネクタは一方向にしかはめ込むことができま 
せん。 



コンピュータの 
USB コネクタ 


プリンタの 
USB コネクタ 


USB プリンタケープル 
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3 プリンタの電源を入れてから、コンピュータの電源を入れます。 

4コンピュータの 0 S によっては、プリンタドライパのインストールに 
プリンタウィザードが利用できる場合があります。 

Windows ® XP では、 スタート — プリンタと FAX — プリンタの追加 

の順にクリックして、プリンタの追加ウィザードを開始します。 

Windows Vista ™ では、 スタート朽 4 ネットワーク — プリンタ 

の追加 の順にクリックして、プリンタの追加ウィザードを開始 
します。 

5必要に麻じて、プリンタドライパをインストールします。103ペー 
ジの「ドライバおよびユーティリティの再インストール」およびプ 
リンタに付属のマニュアルを参照してください。 


CD および DVD の再生方法 

〇注意： CD または DVD のトレイを開閉する場合は、トレイの上から力を掛け 
ないでください。ドライプを使用しないときは、トレイを閉じておいてく 
ださい。 

〇注意： CD や DVD を再生しているときに、コンピュータを動かさないでくだ 
さい。 

1ドライプの前面にある取り出しポタンを押します。 

2ラベル面を上にしてディスクをトレイの中央に置きます。 



3トレイを軽く押し込みます。 

データを保存するために CD をフォー マツ トしたり、音楽 CD を作成し 
たり、 CD をコピーしたりするには、コンピュータに付属の CD ソフト 
ウェアを参照してください。 
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メモ： CD をコピーする際は、著作権法に基づいていることを確認してく 
ださい。 

CD プレーヤーは次のポタンを使用して操作します。 

□ 

再生 

□ 

現在のトラック内での巻き戻し 

m 

一時停止 

□ 

現在のトラック内での早送り 

□ 

停止 

□ 

直前のトラックに戻る 

B 

取り出し 

□ 

直後のトラックに進 c 


DVD プレーヤーは次のポタンを使用して操作します。 


□ 

停止 

B 

現在のチヤプタの再スタート 

□ 

再生 

□ 

早送り 

m 

一時停止 

□ 

巻き戻し 

□ 

一時停止モードでのコマ送り 

□ 

直後のタイトルまだはチヤプタへ進 c 

B 

現在のタイトルまだはチヤプタのくり返し 

□ 

直前のタイトルまだはチヤプタへ戻る 


取り出し 


CD または DVD の再生については、 CD または DVD プレーヤーの ヘルプ 
(利用可能な場合）をクリックしてください。 
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ボリュー厶の調整 

メモ： スピーカーが無音（ミュート）に設定されている場合は、 

CD または DVD の音声を聞くことができません。 

1 ボリュームコント □— ル ウィンドウを開きます。 

2 ポリュームコント□ール 列にある音量つまみをクリックし、ドラッ 
グしながら上下に動かして音量を調整します。 

ボリュームコント□ールオプションの詳細については、 ボリュー厶コント 
□ー ルウィンドウのヘルプをクリックしてください。 

画像の調整 

現在設定している解像度と色数はメモリの使用量が多すぎて DVD を再生 
できません、といろエラーメッセージが表示される場合は、画面のプ□パ 
ティで画像設定を調節します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタート—コント□ールパネル4デスクトップの表示とテーマ の順 

にクリックします。 

2 作業を選びます で、 画面解像度を変更す るをクリックします。 

3 画面の解像度に あるつまみをクリックしてドラッグし、解像度の設 
定を低くします。 

4 画面の 色のドロップダウンメニューで、 中 （16 ビッ ト）をクリック 
し、 OK をクリックします。 

Windows Vista の揚合の手順 

1スタート をクリックし、 コント□ールパネルを クリックして、 
デスクトップのカスタマイズを クリックします。 

2 個人 設定で、 画面の解像度の 調整をクリックします。 

画面のプ□パティ ウィンドウが表示されます。 

3 解像度： の下にあるつまみをクリックしてドラッグし、解像度の設 
定を低くします。 

4 色： のドロップダウンメニューで、 中 （16 ビット） をクリック 
します。 

5 OK をクリックします。 
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CD および DVD の コピー 

メモ： CD または DVD を コピー する際は、著作権法に基づいていることを 
確認してください。 

本項は CD - RW 、 DVD +/- RW 、 または CD - RW/DVD (コンポ）ドライプを 
備えたコンピュータだけに適用されます。 

メモ： デルにより提供される CD または DVD ドライプのタイプは国により 
異なることがあります。 

以下の手順では 、 Roxio Creator Plus - Dell Edition を使用して CD まだ;は 
DVD を完全にコピーする方法について説明します。コンピュータに保存 
されたオーディオファイルから音楽 CD を作成したり、重要なデータを 
パックアップするなど、別の目的で Roxio Creator Plus を使用することも 
できます。ヘルプに関しては 、 Roxio Creator Plus を開き、ウィンドウの 
右上にある疑問符 （?） アイコンをクリックしてください。 

CD または DVD のコピーの方法 

。メモ： CD - RW / DVD コンボドライプでは 、 DVD メディアに書き込むことは 
できません。 CD - RW / DVD コンボドライプで書き込み中に問題が生じた場 
合は、 Sonic サボートウエブサイト sonicjapan . co . jp/support で使用可能なソ 
フトウ; l アパッチを確認してください。 

Dell コンピュータに取り付けられている DVD 書き込み可能ドライブで 
は、 DVD +/- R 、 DVD +/- RW 、 および DVD+R DL (デュアルレイヤ）メディ 
アへの書き込みと読み取りが可能ですが、 DVD - RAM または DVD-R DL メ 
ディアへの書き込みはできず、読み取りもできない場合があります。 

メモ ：市販の DVD のほとんどは著作権が保護されているので、 

Roxio Creator Plus を使用してコピーすることはできません。 

1 Roxio Creator Plus を開きます。 

2 コピー タブで、 ディスクコピーを クリックします。 
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3 CD または DVD のコピーは次の手順で行います。 

• CD または DVD ドライプが1台しかない場合は、設定が正しい 
ことを確認し、 ディスクコピーを クリックします。 ソースの CD 
や DVD が読み取られ、データがコンピュータのハードドライブ 
にある一時フォルダにコピーされます。 

プ□ンプトが表示されたら、空の CD または DVD をドライプに 
セットして、 OK をクリックします。 

• CD または DVD ドライプが2台ある場合は、 ソース CD または 
DVD を入れたドライプを選択し、 ディスクコピー をクリックし 
ます。 ソースの CD や DVD のデータが 空の CD や DVD に コピー 
されます。 


ソース CD または DVD のコピーが終了すると、作成された CD また 
は DVD は自動的に出てきます。 

空の CD および DVD の使い方 

CD - RW ドライプでは CD 記録メディア（高速 CD-RW メディアを含む） 
にしか書き込みができませんが、 DVD 書き込み可能ドライプでは CD と 
DVD の両方の記録メディアに書き込みができます。 

音楽や永久保存データファイルを記録するには、空の CD - R を使用し 
ます。 CD - R の最大ストレージ容量に達すると、その CD - R には再度書き 
込むことができません（詳細については、 Sonic のマニュアルを参照して 
ください)。 CD の情報を後で消去、上書き、または更新するには、空の 
CD - RW を使用してください。 

空の DVD +/- R を使用すると、大量のデータを永久保存することができ 
ます。ディスク作成プロセスの最終段階でディスクを「ファイブライズ」 
または「クローズ」した場合は、作成した DVD +/- R ディスクに再度書き 
込むことができません。そのディスクの情報を後で消去したり、書き換え 
たり、アップデートしたりする場合は、空の DVD +/- RW を使用してく 
ださい。 


CD 書き込み可能ドライブ 


メディアタイプ 

読み取り 

書き込み 

書き換え 

CD-R 

〇 

〇 

X 

CD-RW 

〇 

〇 

〇 
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DVD 書き込み可能ドライブ 


メディアタイプ 

読み取 y 

書き込み 

書き換え 

CD-R 

〇 

〇 

X 

CD-RW 

〇 

〇 

〇 

DVD+R 

〇 

〇 

X 

DVD-R 

〇 

〇 

X 

DVD+RW 

〇 

〇 

〇 

DVD-RW 

〇 

〇 

〇 

DVD+R DL 

〇 

〇 

X 

DVD-R DL 

揚合による 

X 

X 

DVD-RAM 

場合 It — よる 

X 

X 


役に立つヒント 

• Roxio Creator Plus を開始して Creator プロジェクトを開いてから、 
Microsoft ® Windows ® エクスプローラでファイルを CD - R または 
CD - RW にドラッグ&ドロップしてください。 

• コピーしたミュージック CD を一般的なステレオで再生するには、 
CD - R を使用してください。 CD - RW はほとんどの家庭用ステレオお 
よびカーステレオで再生できません。 

• Roxio Creator Plus を使用して、オーディオ DVD を作成することは 
できません。 

• 音楽用 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤーでのみ、または MP 3 ソフ 
トウェアがインストールされたコンピュータでのみ再生できます。 


• ホームシアターシステムで使用される市販の DVD プレーヤーは、 
使用可能な DVD フォーマットをすべてサポートしているとは限りま 
せん。お使いの DVD プレーヤーでサポートされているフォーマット 
の一覧については、 DVD プレーヤーに付属のマニュアルを参照す 
るか、または製造元にお問い合わせください。 

• 空の CD - R または CD - RW を最大容量までコピーしないでください。 
たとえば、650 MB のファイルを容量が650 MB の空の CD にコピー 
しないでください。 CD - RW ドライプは、記録の最終段階で 
1〜2 MB のプランクスペースを必要とします。 
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• CD への記録について操作に慣れるまで練習するには、空の CD-RW 
を使用してください。 CD - RW なら、失敗しても CD - RW のデータを 
消去してやりなおすことができます。また、空の CD - R に音楽ファイ 
ルプロジェクトを永久記録する前にプロジェクトをテストする場合 
にも、空の CD - RW を使用してください。 

• 詳細については、 Sonic ウェブサイト sonicjapan.co.jp を参照して 
<ださい。 


メディアカードリーダーの使い方 
(オプション） 

メディアカードリーダーを使用して、データを直接コンピュータに転送し 
ます。 


メディアカードリーダーは、以下のメモリタイプをサボートしています。 

• xD ピクチャカード 

• スマートメディア ( SMC ) 

• CompactFlash タイプ I および II (CF 1/11) 

• マイク□ドライプカード 

• SD カード 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• メモリスティック （ MS/MS Pro ) 

メディアカードリーダーの取り付けについては、159ページの「メディア 
カードリーダーの取り付け」を参照してください。 
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1 xD ピクチャカードお 2 
よび スマー トメディア 
( SMC ) 

4 SD 力ード/マルチメ 
ディアカード （ MMC ) 


CompactFlash タイプ1/11 3 

(CFI 川）およびマイクロ 
ドライブカード 


メモリステイツク 
( MS/MS Pro ) 
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メディアカードリーダーを使用するには、次の手順を実行します。 

1メディアまたはカードをチェックして、適切な挿入の方向を確認し 
ます。 


2 メディアまたはカードを該当するス□ットに差し込み、コネクタに 
完全に装着します。 

メディアまたはカードがきちんと入らない場合は、無理に押し込ま 
ないでください。カードの向きが合っているかを確認して再度試し 
てみてください。 

2 台の モニターの 接続 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

デュアルモニターを サボー トするグラフィック カー ドをご購入された揚 
合は、以下の手順に従ってモニターの接続と設定を行います。この手順 
では、2台のモニターを（それそれ VGA コネクタを使用して）接続する 
方法、1台は VGA コネクタでも〇1台は DVI コネクタで接続する方法、 
または TV を接続する方法を説明します。 

〇 注意： VGA コネクタを備えたモニターを2台接続する場合は、ケープルの 
接続にオプションの DVI アダプタが必要です。フラットパネルモニター 
を2台接続する場合は、そのうちの少なくとも1台が VGA コネクタを備えて 
いる必要があります。 TV を接続する場合は、その TV の他にモニター 
( VGA または DVI ) を1台だけ接続できます。 

VGA コネクタを使用して2台のモニターを接続する方法 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

メモ： お使いのコンピュータにオンボードビデオコネクタがある場合は、 
オンボードビデオコネクタにはどちらのモニターも接続しないでくだ 
さい。オンボードビデオコネクタにキャップが付いている場合は、モニ 
夕一接続時に取り外さないでください。取り外すとモニターが機能しなく 
なります。 

21台のモニターを、コンピュータ背面の VGA コネクタ（青色）に接 
続します。 
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3 もう 1 台のモニターをオプションの DVI アダプタに接続し、その 
DVI アダプタをコンピュータ背面の DVI コネクタ（白色）に接続し 
ます。 




1 オプションの DVI アダプタ 2 DVI コネクタ（白色） 

3 TV 出カコネクタ 4 VGA コネクタ（青色） 

1台のモニターを VGA コネクタで、もう1台を DVI コネクタで接 
続する方法 

1117 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2モニターの VGA コネクタをコンピュータ背面の VGA コネクタ 
(青色）に接続します。 

3もう1台のモニターの DVI コネクタをコンピュータ背面の DVI コネ 
クタ（白色）に接続します。 
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TV の接続 

メモ： TV をコンピュータへ接続するには、 S ビデオケープルを購入する必 
要があります。 S ビデオケープルは、ほとんどの電気店で入手できます。 
お使いのコンピュータには同梱されていません。 

1117 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2 S ビデオケープルの一方の端を、コンピュータの背面にあるオプシヨ 
ンの TV 出カコネクタに接続します。 

3 S ビデオケープルのもろ_方の端を、 TV の S ビデオ入カコネクタに 
接続します。 

4 VGA または DVI モニターを 接続します。 

ディスプレイ設定の変更 

1モニターまたは TV を接続したら、コンピュータの電源を入れます。 
Microsoft ® Windows ® のデスクトップがプライマリモニターに表示 
されます。 


2ディスプレイ設定でクローンモードまたは拡張デスクトップモード 
を有効にします。 

• クローンモードでは、両方のモニターが同じ画像を表示します。 

• 拡張デスクトップモードでは、オブジェクトを1つの画面から 
別の画面にドラッグすることができ、表示可能なワークスペース 
の量を倍増させることができます。 

グラフィックカードの画面設定の変更については support . jp . dell.com 
を参照してください。 
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Windows XP の電力管理オプション 

Microsoft Windows XP の電力管理機能を使うと、電源の入っているコン 
ピュータで操作していないときにコンピュータが消費する電力を節約する 
ことができます。モニターやハードドライプへの電力だけを節約したり、 
スタンパイモードや休止状態モードを使ってコンピュータ全体の電力を節 
約することもできます。省電カモードから復帰すると、コンピュータはそ 
のモードに入る前の動作状態に戻ります。 

^ メモ： Windows XP Professional には 、 Windows XP Home Edition では利用で 
きないセキュリティおよびネットワーキング機能が含まれています。 
Windows XP Professional が動作しているコンピュータがネットワークに接 
続されている場合は、セキュリティおよびネットワーキングに関する特定 
のウィンドウでは、表示される項目が異なります。 

メモ： スタンバイモ _ ドおよび休止モードを有効にする手順は、 

0 S によって異なる場合があります。 

スタンバイモード 

スタンバイモードでは、あらかじめ設定した一定の時間（タイムアウト） 
が経過すると、節電のためにディスプレイとハードドライブの電源が切れ 
ます。スタンバイモードから復帰すると、コンピュータはそのモードに入 
る前の動作状態に戻ります。 

〇 注意： スタンバイモードのときにコンピュータの電源が切れると、 

データが失われるおそれがあります。 

あらかじめ設定した一定の時間コンピュータを操作しないと自動的にスタ 
ンパイモードが起動するよう設定するには、次の手順を実行します。 

1スタート—コント□ールパネル—作業する分野を選びます4 
パフオーマンスとメンテナンスの 順にクリックします。 

2コント□ールパネルを選んで実行しますで、電源オプション 

をクリックします。 

非アクティブな状態が一定時間経過するのを待たずに、ただちにスタンパ 
イモードを有効にするには、 スタート終了オプションスタンパイ の順に 
クリックします。 

スタンパイ モー ドを終了するには、 キーポー ドの キーを 押すか、 

マウスを動かします。 
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休止状態モード 


休止状態モードでは、システム情報をハードドライプの予約領域にコピー 
してから、コンピュータの電源を切ることによって電力を節約します。 
コンピュータが休止状態モードから通常の動作状態に戻ると、デスクトッ 
プは休止状態モードに入る前と同じ状態に戻ります。 

休止状態モードを起動するには、次の手順を実行します。 

1スタート—コント□ールパネル—作業する分野を選びます4 
パフォーマンスとメンテナンス の順にクリックします。 

2 コント□ールパネルを選んで実行しますで、鼋源オプションを ク 

リックします。 

3 電源設定 タブ、 詳細設定 タブ、および 休止状態 タブで休止状態の 
設定を指定します。 

休止状態モードから通常の動作状態に戻るには、電源ポタンを押します。 
コンピュータが通常の動作状態に戻るのに、若干時間がかかることがあり 
ます。休止状態モードではキーボードやマウスは機能しないため、キー 
ポードのキーを押したりマウスを動かしたりしても、コンピュータは休止 
状態モードから復帰しません。 

休止状態モードでは、ハードドライブにコンピュータのメモリの内容を格 
納するための十分な空きディスク容量を確保する必要があります。お使い 
のコンピュータには、出荷前に適切な大きさの休止状態モードファイルが 
作成されています。コンピュータのハードドライプが破損した場合、 
Windows XP は休止モードファイルを自動的に再作成します。 

電源オプションのプロパティ 

スタンパイモード設定、休止状態モード設定、および他の電源設定は、 
電源オプションのプ□パティ ウィンドウで行います。 電源オプションの 
プ□パティ ウィンドウを表示するには、次の手順を実行します。 

1スタート—コント□ールパネル—作業する分野を選びます — 
パフォーマンスとメンテナンスの 順にクリックします。 

2コント□ールパネルを選んで実行しますで、電源オプションをク 

リックします。 

3 電源設定 タブ、 詳細設定 タブ、および 休止状態 タブで電源設定を 
行います。 
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電源設定タブ 

各標準の電源設定のことを、スキームと呼びます。お使いのコンピュータ 
にプリインストールされている標準の Windows スキームを選択する 
には、 電源設定 ドロップダウンメニューから設定を選びます。各電源設 
定の下のフィールドに設定が表示されます。各スキームには、スタンパイ 
モードや休止状態モードを開始したり、モニターやハードドライプの電源 
を切るための異なる設定があります。 

〇注意：ハードドライプがモニターより先にタイムアウトするように設定す 
ると、コンピュータがフリーズしたような状態になります。通常の動作状 
態に戻すには、キーボードの任意のキーを押すか、マウスをクリックし 
ます。この問題を回避するには、モニターが常にハードドライプより先に 
タイムアウトになるよう設定します。 

電源設定 ドロップダウンメニューには以下の電源設定が表示されます。 

• 常にオン （デフォルト）一電力を節約しないでコンピュータをお使 
いになる場合。 

• 自宅または会社のデスク ー自宅または会社のコンピュータをほとん 
ど節電せずに使用する場合。 

• ポータブル/ラップトップ ー移動中に使用するポータブルコン 
ピュータの揚合。 

• プレゼンテーション ー中断されることなく（節電機能を使わずに） 
コンピュータをお使いになる場合。 

• 最小の電源管理 一節電機能を最小限しか使わずにコンピュータを使 
用する揚合。 

• パッ テリの最大利用 ー ノー トプックコンピュータを長時間パッテ 
リーでお使いになる場合。 

スキームのデフォルト設定を変更する場合は、 モニタの電源を切る、 
ハードディスクの電源を切る、システムスタンパイ、 または システム休止 

状態 フィールドのドロップダウンメニューをクリックして、表示される 
一覧からタイムアウトを選択します。設定フィールドのタイムアウトを変 
更すると、そのスキームのデフォルト設定が変更されます。 名前を付けて 
保存をクリックし、変更した設定に新しい名前を入力しない限り、 

変更後の設定は変わりません。 
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詳細設定タブ 

詳細設定 タブでは次のことができます。 

• すばやくアクセスできるよ〇に、電源オプションアイコンを 
Windows のタスクパーに配置する。 

• コンピュータがスタンパイモードまたは休止状態モードから復帰す 
る前に、 Windows のパスワードの入力を求めるように設定する。 

• スタンパイモードまたは休止状態モードの起動、あるいはコン 
ピュータの電源を切るよ〇、電源ポタンを設定する。 

これらの機能を有効にするには、対]®するドロップダウンメニューでオプ 
ションをクリックし、 OK をクリックします。 

休止状態タブ 

休止状態 タブで、休止状態モードを有効にします。 電源設定 タブで指定 
した休止状態設定を使用する場合は、 休止状態 タブの 休止状態を有効に 
する チェックボックスをオンにします。 

追加情報 

電力管理オプションの詳細については、次の手順を実行します。 

1スタート—ヘルプとサポート—パフォーマンスとメンテナンス の順 

にクリックします。 

2 パフォーマンスと保守 ウィンドウで、 コンピュータの電力を節約す 

るをクリックします。 
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Windows Vista の電力管理オプション 

Windows Vista の電力管理機能は、コンピュータの電源が入っていてその 
コンピュータを使用していない場合に、コンピュータの消費電力を減らす 
よ〇に設計されています。モニターやハードドライブへの電力だけを節約 
することができます。また 、 Windows Vista では、デフォルトの「オフ」 
状態をスタンパイモードに設定したり、休止状態モードを使って節電をさ 
らに徹底することち可能です。 

コンピュータが省電カモード（スタンパイまたは休止状態）から通常の動 
作状態に戻ると、 Windows デスクトップは省電カモードに入る前と同じ 
状態に戻ります。 

Windows Vista には、デフォルトの省電カモードが主に3種類あります。 

• パランス 
• 省電力 

• 高パフォーマンス 

デルでは、第4の Dell-Recommended (デル推奨）モードを追加しま 
した。このモードを選択すると、電力の管理が大多数のお客様にとって最 
ち一般的な設定になります。これが現在使用されている電源プランです。 

スタンバイモード 

スタンパイモードは 、 Windows Vista のデフォルトの「オフ」状態です。 
スタンパイモードでは、タイムアウトになるとディスプレイとハードドラ 
イプの電源を切ることによって電力を節約します。スタンパイモードから 
終了すると、コンピュータはスタンパイモードに入る前と同じ動作状態に 
戻ります。 


あらかじめ設定した一定の時間コンピュータを操作しないと自動的にスタ 
ンパイモードが起動するよう設定するには、次の手順を実行します。 

1スタート，、 — コント□ールパネル — システムとメンテナンスの順 

にクリックします。 

2システムとメンテナンスで、電源オプションをクリックします。 
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次のダイアログボックスには 3 種類の電源プランが表示されます。 

_番上のオプションが Dell Recommended (デル推奨）で、現在使用 
されている電源プランです。その他の電源プランを表示するには、 

一覧の下にある矢印をクリックします。 

非アクティブな状態が一定時間経過するのを待たずに、ただちにスタンパ 
イモードを有効にするには、 スタート 〇をクリックし 、 off (オフ）ポ 
タンアイコンをクリックします。これで、 スタン パイがデフォルトの才 
フ状態に設定されます。 

スタンパイモードを終了するには、キーボードのキーを押すか、マウスを 
動かします。 

〇注意： スタンバイモードのときにコンピュータの電源が切れると、データ 
が失われるおそれがあり ます。 Windows Vista には、ハイプリッドスリ -ブ 
モードと呼ばれる新しい機能が備わって います。 このモードに設定すると、 
データが自動的にファイルに保存された後でシステムがスタンバイモード 
に切り替わり ます。 電源が切れても、データはハードドライプ上に保持 
され、スタンバイモードに切り替わる直前の状態に 戻ります。 詳細につい 
ては、ヘルプと サポートを 開き、ハイブリッドスリープを検索してくだ 
さい。ハイブリッドスリープに設定しておくと、システムがスタンバイ 
モードに切り替わった場合に素早く復帰できるだけでなく、データをハー 
ドドライプに格納することで安全に保つことがで きます。 


休止状態モード 


休止状態モードでは、システム情報をハードドライブの予約領域にコピー 
してから、コンピュータの電源を切ることによって電力を節約します。コ 
ンピュータが休止状態モードから通常の動作状態に戻ると、デスクトップ 
は休止状態モードに入る前と同じ状態に戻ります。 Windows Vista では、 
ハイプリッドスリープが有効の場合は 休止状態 モードがオプションに表 
示されなくなる場合があります。詳細については、 ヘルプとサポー トに 
アクセスし、 休止状態を 検索してください。 

休止状態モードを直ちに起動するには（利用可能な場合)、次の手順を実 
行しま S 。 

1スタート ^をクリックし、 ロック アイコンの横の右向きの 矢印 
をクリックします。 

2 一覧から 休止状態を 選択します。 
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休止状態モードから通常の動作状態に戻るには、電源ポタンを押します。 
コンピュータが通常の動作状態に戻るのに、若干時間がかかることがあり 
ます。キーポードのキーを押したり、マウスを動かしたりしても、休止状 
態モードから復帰しません。これは、コンピュータが休止状態モードに 
入っている場合は、キーポードやマウスが機能しないためです。 

休止状態モードでは、ハードドライブにコンピュータのメモリの内容を格 
納するための十分な空きディスク容量を確保する必要があります。お使い 
のコンピュータには、出荷前に適切な大きさの休止状態モードファイルが 
作成されています。コンピュータのハードドライブが破損した場合、 
Windows Vista では休止状態ファイルを自動的に再作成します。 

電源プランのプロパティ 

スタンパイモード、ディスプレイモード、休止状態モード(利用可能な場合） 
の各設定、およびその他の電源の設定は、電源プランのプ□ノ t ティウィン 
ドウで行います。 

電源プランのプ□パティウィンドウにアクセスするには、次の手順を実 
行します。 

1スター ト コン ト □ールパネル4システムとメンテナンス — 
電源オプションの順にクリックします。 

電源プランの選択のメインウィンドウが表示されます。 

2電源プランの選択ウィンドウで電源の設定を変更することがで 
きます。 


電源プランのデフォルト設定を変更するには、次の手順を実行します。 

1スタートコント□ールパネル4システムとメンテナンスの順 

にクリックします。 

2システムとメンテナンスで、電源オプションをクリックします。 
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電源オプシヨンウィンドウで プラン設定の変更 をクリックして、 
次の設定を変更します。 

• 復帰時にパスワードを要求する。 

• 電源ポタンを押すと実行される動作を選択する。 

• 電源プランを作成する（ここで、希望の設定を選択したり、 
独自の電源プランを設定したりできます)。 

• ディスプレイの電源を切るタイミングを選択する。 

• コンピュータがスリープ状態に入るタイミングを変更する。 


詳細設定タブ 

詳細設定タブを使用すると、基本設定以外にさまざまな異なる設定が可能 
です。設定の内容がよくわからない場合は、設定をデフォルトのままにし 
ておいてください。 

詳細設定にアクセスするには、次の手順を実行します。 

1変更する 電源プランを 選択します。 

2プランの名前のすぐ下にある プラン設定の変更を クリックします。 

3 詳細な電源設定の変更 をクリックします。 

A 警告：電源オプション、詳細設定のダイアログボックスには、さまざま 
な設定が用意されています。設定を変更する際には十分に注意してく 
ださい。 

SpeedStep テクノロジの有効化 

SpeedStep テクノロジは、当面のタスクに麻じて動作周波数や電圧を動 
的に調整することで、プロセッサのパフォーマンスを自動的に制御し 
ます。最大限のパフォーマンスを必要としないアプリケーションを使用す 
る場合に、電力を大幅に節約できます。パフォーマンスが制御された状態 
でも操作に対する反麻は十分にあり、必要時にはプロセッサのパフォーマ 
ンスが最大になり、可能な場合は自動的に節電されます。 

Windows Vista では、 Dell Recommended (デル推奨）、 パランス、 
および 省霍力 電源プランの揚合に 、 Intel Speedstep テクノロジを自動的 
に設定します。 高パフォーマンス 電源プランでは無効になります。 
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RAID 構成について 

本項では、コンピュータの購入時に選ばれた可能性のある RAID 構成の概 
要を説明します。 Vostro コンピュータでは RAID レベル 1が利用できま 
す。デジタル写真やオーディオのよ〇に、データの保全性が要求される用 
途には 、 RAID レベル 1構成をお勧めします。 

このコンピュータの Intel RAID コントローラで作成できる RAID ボリュー 
ムは、物理ドライブ2台の構成に限られます。3台目のドライプがある 
場合、 RAID 1構成におけるスペアドライプとしては使用できますが、 

Intel の RAID 構成プログラムを使用して RAID ボリュームの一部とするこ 
とはできません。ただし、ドライプが4台ある場合は、ドライプの各ぺ 
アを RAID レベル 1のボリュームとして設定することができます。容量が 
大きいドライプに未割り当ての（使用できない）領域ができないように、 
これらのドライプを同じ容量にする必要があります。 

RAID レベル1構成 

RAID レベル1では、「ミラーリング」と呼ばれる、データの冗長性を持 
たせたストレージ技術を使用します。プライマリドライプにデータが書き 
込まれると、そのデータは他のドライブ上に複製（ミラーリング）され 
ます。 RAID レベル1ではデータの冗長性の利点を重視しているため、 

高速データアクセスの方が犠牲になります。 
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RAID レベル 1 に設 
定したシリアル 
ATARAID 



セグメント1 


複製されたセグメント1 

セグメント2 


複製されたセグメント2 

セグメント3 


複製されたセグメント3 

セグメント4 


複製されたセグメント4 

セグメント5 


複製されたセグメント5 

セグメント6 


複製されたセグメント6 


ハードドライブ1 ハードドライブ2 


いずれかのドライプに障害が発生した場合、それ以降の読み書き操作は、 
正常に動作しているドライプに対して行われます。その正常なドライプの 
データを使用して、交換用ドライブをリピルドできます。また、データが 
両方のドライブに複製されるため、2台の120 GB RAID レベル1ドライ 
ブでデータの保存に使用できる合計容量は、最大120 GB となります。 

メモ： RAID レベル 1 構成では、構成内で最も小さいドライプの容量が、 
その構成全体の容量となります。 


ハードドライブを RAID に設定する方法 


コンピュータの購入時に RAID 構成を選択しなかった場合でち、後でお使 
いのコンピュータを RAID 構成にすることができます。 RAID 構成をセッ 
トアップするには、お使いのコンピュータに少なくとも2台のハードド 
ライプが取り付けられている必要があります。八ードドライプの取り付け 
手順については、145ページの「ハードドライブ」を参照してください。 
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RAID ハードドライプボリュームを構成するには 2 つの方法があります。 

1つは Intel ® Option ROM ユーティリティを使用する方法で、ハードド 
ライプに 0 S をインストールする前に実行します。2つ目の方法では、 
Intel Matrix Storage Manager まだ;は Intel Storage Utility を使用し 
ます。この方法は、 0 S と Intel Storage Utility をインストールした後で 
実行します。どちらの方法でち、本書に記載されている RAID 設定手順を 
開始する前に、お使いのコンピュータを RAID 使用可能モードに設定する 
必要があります。どちらの方法を使〇場合ち、最初にお使いのコンピュー 
夕を RAID 有効モードに設定しておく必要があります。 


コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法 

1セットアップユーティリティを起動します （194 ページの「セット 
アップユーティリティの起動」を参照)。 

2 左右の矢印キーを押して、 Drives (ドライプ）タブをハイライト表 
爪しま¥。 

3 上下矢印キーを押して Drive Controller (ドライプコント□ーラ） 
をハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

4上下矢印キーを押して RAID On (RAID オン）をハイライト表示し、 
< Enter > を押します。 

メモ： RAID オプションの詳細については、196ぺージの「セット 
アップユーティリティのオプション」を参照してください。 

5 上下矢印キーを押して Save/Exit (保存/終了）をハイライト表 
示し、 < Enter > を押してセツトアップユーティリティを終了し、 

起動プロセスに戻ります。 


コンピュータのセットアップと使い方 I 49 



Intel ® Option ROM ユーティリティによる RAID 設定 

メモ： Intel Option ROM ューティリティを使用して RAID を設定する場合は、 
任意の容量のドライプを使用できますが、すべてのドライプを同じ容量に 
するのが理想的です。 RAID レベル1構成では、使用する2台のディスクの 
うち小さい方の容量が、そのアレイの容量になります。 

RAID レベル1構成の作成 

1 お使いのコンピュータを RAID 使用可能モードに設定します 
(49 ページの「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」 

を参照)。 

2 プロンプトが表示されたら < Ctrl >< i > を押して、 Intel RAID Option 
ROM ユーティリティを起動します。 

3 上下矢印キーを押して Create RAID Volume (RAID ボリュームの 
作成）をハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

4 RAID ボリューム名を入力するかデフォルトのままにし、 < Enter > 

を押します。 

5上下矢印キーを使用して RAIDI ( Mirror ) (ミラー)を選択し、 
< Enter > を押します。 

6 使用可能なハードディスクが 3 台以上ある場合は、上下矢印キーと 
スペースバーを押して、アレイに含める2台のディスクを選択して 
から、 < Enter > を押します。 

7 ボリュームの容量を選択して、 < Enter > を押します。デフォルト 
値は、利用可能な最大サイズです。 

8 < Enter > を押してボリュー厶を作成します。 

9 確認のだ:め < y > を押します。 

10 Intel Option ROM のメイン画面に正しいボリューム構成が表示され 
ていることを確認します。 

11上下矢印キーを押して Exit (終了）を選択し、 < Enter > を押します。 

12 OS をインス!-ールします。 
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RAID ボリュームの削除 

メモ：この操作を行うと、その RAID ドライプ上のすべてのデータが失わ 
れます。 

メモ： RAID ボリュームから起動するように コン ピュータを設定している 
場合、 Intel RAID Option ROM でその RAID ボリュームを削除すると、 コン 
ピュータが起動しなくなります。 

1プロンプトが表示されたら <Ctrl><i> を押して、 Intel RAID Option 
ROM ユーティリティを起動します。 

2上下矢印キーを使用して Delete RAID Volume (RAID ポリューム 
の削除）をハイライト表示し、 <Enter> を押します。 

3上下矢印キーを押して、削除する RAID ボリュームをハイライト表 
示し、 <Delete> を押します。 

4確認のだ;め <y> を押します。 

5 <Esc> を押して、 Intel Option ROM ユーティリティを終了します。 

Intel® Matrix Storage Manager による RAID 設定 

OS がインストールされたハードドライブがすでに 1 台あり、既存の OS 
とデータを失 〇 ことなく、2台目のハードドライブを追加して両方のドラ 
イプを RAID ボリュームとして再構成したい場合は、移行オプションを使 
用する必要があります （53 ページの 「RAID1 ボリュームへの移行」 

を参照)。 

次の場合にのみ RAID 1ボリュームを作成してください。 

• 既存のシングルドライブコンピュータに2台の新しいドライブを追加 
する予定で (0S はそのシングルドライブにインストールされている)、 
2台の新しいドライブを RAID ポリュームとして構成する。 

• 2台のハードドライプが1つのアレイとして構成されたコンピュー 

夕がすでにあり、そのアレイ上に残っているスペースを2つ目の 
RAID ボリュームに指定する。 
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RAID1 ボリュームの作成 

■ メモ： この操作を行うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータが失わ 
れます。 

1お使いのコンピュータを RAID 使用可能モードに設定します 
(49 ページの「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」 

を参照)。 

2次の手順で Intel Storage Utility を起動します。 

• Windows XP では、スタート 4 すべてのプ□グラム — Intel® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console 

の順にクリックします。 

• Windows Vista では、スタート❹ — プログラム — Intel® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage 

Manager の順にクリックします。 

メモ： Actions (操作）メニューオプションが表示されない場合は、 
コンピュータがまだ RAID 有効モードに設定されていません （49 ページの 
「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

3 Actions (操作）メニューから Create RAID Volume (RAID ポ 
リュームの作成）を選択して Create RAID Volume ( RAID ポリュー 

ムの作成）ウィザードを起動します。 

4 最初の画面で Next (次へ）をクリックします。 

5ボリューム名を確認し、 RAID レベルとして RAID 1 を選択し、 

Next (次へ）をクリックして続行します。 

6 Select Volume Location (ポリュームの場所の選択）画面で、 
RAID 1ボリュームの作成に使用する最初のハードドライプをクリッ 
クし、右矢印をクリックします。 Selected (選択済み）ウィンドウ 
に2台のドライプが表示されるまで2台目のハードドライプをク 
リックし、 Next (次へ）をクリックします。 

7 Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで 
Volume Size (ボリュームサイズ）を選択し、 Next (次へ）をク 
リックします。 

8 ボリュームを作成するには Finish (完了）をクリックし、 

内容の修正を行うには Back (戻る）をクリックします。 

9新しい RAID ボリューム上にパーティションを作成するには、 

0 S の手順に従ってください。 
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RAID ボリュームの削除 

メモ：この手順を実行すると、 RAID 1ボリュームが削除されると同時に、 
その RAID 1ボリュームはパーテイションを持つ2つの非 RAID ハードドラ 
イプに分割され、既存のデータファイルがある場合はそれらのファイルは 
元の状態のまま保持されます。 

1次の手順で Intel Storage Utility を起動します。 

• Windows XP では、スタート — すべてのプ□グラム4 Intel® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console 

の順にクリックします。 

• Windows Vista では、スタート a プ □ グラム —Intel® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage 

Manager の順にクリックします。 

2削除する RAID ポリュームの Volume (ボリューム）アイコンを右 
クリックし、 Delete Volume (ポリュームの削除）を選択します。 

3 Delete RAID Volume Wizard ( RAID ポリュームの削除ウイザード） 
画面で、 Next (次へ）をクリックします。 

4 Available (使用司能）ボックスで削除する RAID ポリュームをハイ 
ライト表示し、右矢印ポタンをクリックして、ハイライト表示され 
た RAID ボリュームを Selected (選択済み）ボックスに移動し、 
Next (次へ）をクリックします。 

5 Finish (完了）をクリックしてポリュームを削除します。 

RAID 1 ボリュームへの移行 

1お使いのコンピュータを RAID 使用可能モードに設定します 
(49 ページの「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」 

を参照)。 

2次の手順で Intel Storage Utility を起動します。 

• Windows XP では、スタート — すべてのプ□グラム^ Intel® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console 

の順にクリックします。 

• Windows Vista では、スタート朽 — プ□グラム 4 Intel® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage 

Manager の順にクリックします。 

メモ： Actions (操作）メニューオプションが表示されない場合は、 
コンピュータがまだ RAID 有効モードに設定されていません （49 ページの 
「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 
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3 Actions (操作）メニューで Create RAID Volume From 

Existing Hard Drive (既存のハードドライプからの RAID ポリュー 
ムの作成）をクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4 最初の移行ウィザード画面で Next (次へ）をクリックします。 

5 RAID ボリューム名を入力するか、デフオルト値をそのまま使用し 
ます。 


6ドロップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 1 を選択し 
ます。 

■ メモ： RAID ボリューム上にそのまま残しておきたいデータまたは 0 S の 
ファイルが既に入っているハードドライプをソースハードドライプとして 
選択します。 


7 Select Source Hard Drive (ソースハードドライプの選択）画面で 

移行元のハードドライプをダブルクリックし、 Next (次へ）をク 
リックします。 


8 Select Member Hard Drive (メンバーハードドライブの選択）画 
面で、ハードドライプをダプルクリックして、アレイ内でミラーと 
して使用するメンバードライプを選択し、 Next (次へ）をクリック 
します。 

9 Specify Volume Size (ポリュームサイズの指定）画面で、希望す 
るボリュー厶サイズを選択し、 Next (次へ）をクリックします。 

■ メモ： 次のステップで、メンバードライプに保存されているすべての 
データが失われます。 

10 移行を開始するには Finish (完了）をクリックし、内容の修正を行 
うには Back (戻る）をクリックします。移行プロセス中もコン 
ピュータは通常どおりに使用できます。 

スペアハードドライプの作成 

スペアハードドライプは、 RAID 1アレイで作成できます。スペアハード 
ドライプは OS からは認識できませんが 、 Disk Manager まだ;は Intel 
Option ROM ユーティリティを使うと表示されます。 RAID 1アレイのメ 
ンパーが故障すると、コンピュータは自動的に、故障したメンバーの代替 
としてスペアハードドライプを使用し、ミラーアレイをリピルドします。 
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ドライプをスペアハードドライブとしてマークするには、次の手順を実行 
します。 

1次の手順で Intel Storage Utility を起動します。 

. Windows XP では、スタート — すべてのプ□グラム 4 Intel ® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console 

の順にクリックします。 

• Windows Vista では、スタート！ — プログラム 4 Intel ® 
Matrix Storage Manager — Intel Matrix Storage 

Manager の順にクリックします。 

2 スペア ハードドライブに指定するハードドライプを右クリック 
します。 

3 Mark as Spare (スペアに指定）をクリックします。 

スペアハードドライブからスペア指定を解除するには、次の手順を実行し 
ます。 

1スペアハードドライブのアイコンを右クリックします。 

2 Reset Hard Drive to Non-RAID (ハードドライプを非 RAID 

にリセットする）をクリックします。 

劣化した RAID 1ボリュームのリビルド 

お使いのコンピュータにスペアハードドライブがない場合で、 RAID 1ポ 
リュームの劣化が報告された場合には、次のステップを実行することで、 
コンピュータの冗長ミラーを新しいハードドライプ上に手動でリピルドで 
きます。 

1 次の手順で Intel Storage Utility を起動します。 

. Windows XP では、スタート — すべてのプ□グラム 4 Intel ® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console 

の順にクリックします。 

• Windows Vista では、スタート朽 — プ□グラム 4 Intel ® 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage 

Manager の順にクリックします。 

2 RAID 1ボリュームをリピルドする先として使用可能なハードドライ 
プを右クリックし 、 Rebuild to this Disk (このディスクにリピルド） 
をクリックします。 

メモ： RAID1 ボリュームのリビルド中も、コンピュータは使用できます。 
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新しいコンピュータへの情報の転送 

0 S の「ウィザード」を使用して、ファイルその他のデータをコンピュー 
夕間で（たとえば、古いコンピュータから新しいコンピュータへ）転送す 
ることができます。手順については、次項の中でお使いのコンピュータで 
実行されている 0 S に対麻する箇所を参照してください。 


Windows XP での情報の転送 

Microsoft Windows XP には、データを元の（古い）コンピュータから新 
しいコンピュータに転送するファイルと設定の転送ウィザードがあり 
ます。転送できるデータは次のとおりです。 

• E - メールメッセージ 
• ツールパーの 設定 
• ウィンドウのサイズ 
• インターネットのプック マーク 

新しいコンピュータにネットワークまたはシリアル接続を介してデータを 
転送するか、書き込み可能 CD などのリムーパプルメディアに保存して新 
しいコンピュータに転送します。 

■ メモ： 古いコンピュータと新しいコンピュータの入出力 ( I / O ) ポート間 
を直接シリアルケープルで接続することで、2台のコンピュータ間で情報 
を転送することができます。シリアル接続でデータ転送を行うには、コン 
トロールパネルからネットワーク接続ューティリティにアクセスし、詳細 
接続のセットアップやホストコンピュータとゲストコンピュータの指定 
など、追加の設定手順を実行する必要があります。 

2 台のコンピュータの間で直接ケープノレ接続をセットアップする手順につ 
いては 、 Microsoft 技術情報305621 「Howto Set Up a Direct Cable Connection 
Between Two Computers in Windows XPJ を参照してください。この情報は一 
部の国では利用できない場合があります。 

新しいコンピュータに情報を転送するには、ファイルと設定の転送ウィ 
サードを実行する必要があります。これを実行するには、オプションの 
『再インストール用』メディアを使用するか、ファイルと設定の転送ウイ 
サードを使用してウイザードディスクを作成します。 
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『再インストール用』メディアを使用したファイルと設定の転送ウィザード 
の実行 

メモ：この作業を実行するには、『再インス!ル用 J メディアが必要 
です。このメディアはオプションなので、同梱されていないコンピュータ 
もあります。 

新しいコンピュータでファイルの転送の準備をするには、次の手順を実行 
します。 

1ファイルと設定の転送ウィザードを開きます。スタート — すべての 
プ □ グラム 4 アクセサリ — システムツール — ファイルと設定の転 
送ウィザードの順にクリックします。 

2ファイルと設定の転送ウィザードの開始画面が表示されたら、 

次へをクリックします。 

3これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送先の新しいコン 
ピュータ—次への順にクリックします。 


4 Windows XP の CD がありますか？画面で 、 Windows XP CD 

からウィザードを使います — 次への順にクリックします。 

5今、古いコンピュータに行って < ださい。画面が表示されたら、古い 
コンピュータまたはソースコンピュータに行きます。ここでは次へ 
をクリックしないでください。 

古いコンピュータからデータをコピーするには、以下の手順を実行し 
ます。 

1古いコンピュータに Windows XP の『再インストール用』メディア 
をセットします。 

2 Microsoft Windows XP 画面で、追加のタスクを実行するをク 

リックします。 

3実行する操作の選択画面で、ファイルと設定を転送する—次への順 

にクリックします。 

4これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送元の古いコン 
ピュータ—次への順にクリックします。 

5転送方法を選択して < ださい。画面で、希望の転送方法をクリックし 
ます。 
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6 何を転送しますか？画面で、転送するアイテムをクリックして、 

次へをクリックします。 

情報がコピーされた後、ファイルと設定の収集フエーズを処理して 

います ... 画面が表示されます。 

7 完了をクリックします。 

新しいコンピュータにデータを転送するには、次の手順を実行します。 

1新しいコンピュータの今、古いコンピュータに行ってください。 

画面で、次へをクリックします。 

2 ファイルと設定はどこにありますか？画面で、設定とファイルを転 
送する方法を選んで、次へをクリックします。 

ウィザードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新し 
いコンピュータに適用します。 

設定とファイルがすべて適用されると、ファイルと設定の転送ウィ 
ザードの完了画面が表示されます。 

3 完了をクリックして、新しいコンピュータを再起動します。 

『再インストール用』メディアを使用しないファイルと設定の転送ウィザー 
ドの実行 

『再インストール用』メディアを使用せずにファイルと設定の転送ウィ 
サードを実行するには、リムーノ プルメディアにノ ゞ ックアップイメージ 
ファイルを作成するためのウイザードディスクを作成する必要があり 
ます。 


ウィザードディスクを作成するには、 Windows XP を実行している新し 
いコンピュータを使用して以下の手順を実行します。 

1ファイルと設定の転送ウィザードを開きます。スタート 4 すべての 
プ □ グラム — アクセサリ — システムツール — ファイルと設定の転 
送ウィザードの順にクリックします。 

2 ファイルと設定の転送ウィザードの開始画面が表示されたら、 

次へをクリックします。 

3 これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送先の新しいコン 
ピュータ 4 次への順にクリックします。 

4 Windows XP CD がありますか？画面で、ウィザードディスクを次 
のドライプに作成します—次への順にクリックします。 
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5 書き込み可能な CD などのリムーパプルメディアをセットして、 

OK をクリックします。 

6ディスク作成が完了して、今、古いコンピュータに行って<ださい。 

というメッセージが表示されたときに、次へをクリックしないでく 
ださい。 

7古いコンピュータに行きます。 

古いコンピュータからデータをコピーするには、以下の手順を実行し 
ます。 

1古いコンピュータにウィザードディスクをセットします。 

2スタート—ファイル名を指定して実行の順にクリックします。 

3ファイル名を指定して実行ウィンドウの名前フィールドで、適切な 
リムーノ ゞ プルメディアの fastwiz のノ《スを参照して OK をクリック 
します。 

4ファイルと設定の転送ウイザードの開始画面で、次へをクリックし 
ます。 


5これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送元の古いコン 
ピュータ4次への順にクリックします。 

6転送方法を選択して<ださい。画面で、希望の転送方法をクリックし 
ます。 


7何を転送しますか？画面で、転送するアイテムをクリックして、 
次へをクリックします。 

情報がコピーされた後、フアイルと設定の収集フエーズを処理して 

います...画面が表示されます。 

8完了をクリックします。 
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新しいコンピュータにデータを転送するには、次の手順を実行します。 

1新しいコンピュータの今、古いコンピュータに行って<ださい。 

画面で、次へをクリックします。 

2ファイルと設定はどこにありますか？画面で、設定とファイルを転 
送する方法を選んで、次へをクリックします。画面に表示される指 
示に従ってください。 

ウイザードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新し 
いコンピュータに適用します。 

設定とファイルがすべて適用されると、ファイルと設定の転送ウイ 
ザードの完了画面が表示されます。 

3完了をクリックして、新しいコンピュータを再起動します。 


Windows Vista での情報の転送 

Windows Vista では、転送ツールウィザードを使用して、転送元コン 
ピュータから新しいコンピュータにデータを移動することができます。 
転送できるデータは次のとおりです。 

• ユーザー アカウント 
• ファイルとフォルダ 
• プログラム設定 

• インターネットの設定とお気に入り 

• E メールの設定、連絡先、およびメッセージ 

新しいコンピュータにネットワークまたはシリアル接続を介してデータを 
転送するか、書き込み可能 CD などのリムーパプルメディアに保存して新 
しいコンピュータに転送します。 

転送ツールウイザードにアクセスするには、次の2種類の方法があり 
ます。 


• Windows Vista のセットアップが完了すると 、 Windows Vista ウエ 
ルカムセンターが表示されます。ウエルカムセンター内のアイコン 
の1つに ファイルと設定を転送しますがあります。このアイコンを 
クリックして Windows 転送ツールを起動します。 

• ウエルカムセンターのダイアログボックスが閉じている場合は、ス 
タート fl — すべてのプ□グラム — アクセサリ4システムツール 
—転送ツールの順にクリックすれば、転送ツールを開くことができ 
ます。 
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家庭用および企業用ネットワークのセット 
アップ 

ネットワークアダプタへの接続 

〇注意：ネットワークケープルをコンピュータのネットワークアダプタコネ 
クタに差し込みます。ネットワークケープルをコンピュータのモデムコネ 
クタに差し込まないでください。ネットワークケープルを壁の電話ジャッ 
クに差し込まないでください。 

1ネットワークケープルをコンピュータ背面のネットワークアダプタ 
コネクタに接続します。 

ケープルをカチッと所定の位置に収まるまで差し込みます。次に、 
ケープルを軽く引いて、ケープルの接続を確認します。 

2ネットワークケーブルのもう一方の端をネットワークデパイスに接 
続します。 



1 ネットワークアダプタコネクタ 

3 コンピュータのネットワークアダ 

プタコネクタ 


2 ネットワークデバイス 
4 ネットワークケーブル 
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ネットワークセットアップウイザード 

Microsoft Windows 0 S には、家庭または小企業のコンピュータ間で、 
ファイル、プリンタ、またはインターネット接続を共有するための手順を 
案内するネットワークセットアップウイザードがあります。 

Windows XP の場合の手順 

1スタートを クリックし、すべてのプ□グラム4アクセサリ — 通信 
の順にポイントしてから、ネットワークセットアップウイザードを 
クリックします。 

2ネットワークセットアップウイザードの開始画面で、次へをクリッ 
クします。 


3ネットワーク作成のチェックリストをクリックします。 

◎ メモ： インターネットに直接接続しているという接続方法を選択す 
ると、 WindowsXP の内蔵ファイアウオールを使用することができます。 

4チ I ックリストのすべての項目に入力し、必要な準備を完了します。 

5ネットワークセットアップウィザードに戻り、画面の指示に従い 
ます。 


Windows Vista の場合の手順 

1スター ト^^を クリックし、スタートメニューの右側にあるネット 
ワークをクリックします。 

2ネットワーク画面で、ネットワークと共有センターをクリックし 
ます。 

メモ： この画面には、プリンタの追加およびワイヤレスデバイスの 
追加（利用可能な場合）へのリンクもあります。 

3ネットワークと共有センター画面で、接続またはネットワークの 
セットアップをクリックします。 

4使用するネットワークに最も適したタスクを選択し、画面の指示に 
従います。 

詳細については、ヘルプとサポートにアクセスし、検索フィールドに 
ネットワークと入力して検索を行ってください。 
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インターネットへの接続 

メモ： ISP および ISP が提供するオプションは、国によって異なります。 
インターネットに接続するには、モデムまたはネットワーク接続、および 
ISP (インターネットサービスプ□バイダ）との契約が必要です。 ISP は、 
以下の〇ち1つまだは複数のインターネット接続オプションを提供し 
ます。 

• 既存の電話回線または携帯電話サービスを経由して高速のインター 
ネットアクセスを提供する DSL 接続。 DSL 接続では、インターネッ 
卜にアクセスしながら同時に同じ回線で電話を使用することができ 
ます。 

• 既存のケープル TV 回線を経由して高速のインターネットアクセスを 
提供するケープルモデム接続。 

• 衛星テレビシステムを経由して高速のインターネットアクセスを提 
供する衛星モデム接続。 

• 電話回線を経由してインターネットにアクセスできるダイアルアッ 
プ接続。ダイアルアップ接続は、 DSL やケープルモデム(または衛星） 
接続に比べて速度がかなり遅くなります。 

• Bluetooth ® ワイヤレステクノロジを使用してインターネットアクセ 
スを提供するワイヤレス LAN 接続。 

ダイアルアップ接続をお使いの場合は、インターネット接続をセットアッ 
プする前に、コンピュータのモデムコネクタおよび壁の電話コンセントに 
電話線を接続します。 DSL またはケープル/衛星モデム接続をお使いの 
場合、セットアップ手順についてはご利用の ISP または携帯電話サービス 
にお問い合わせください。 

インターネット接続のセットアップ 

提供されている ISP のデスクトップショートカットを使用してインター 
ネット接続をセットアップするには、以下の手順を実行します。 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ 
ムをすべて終了します。 

2 Windows Vista ™ デスクトップにある ISP のアイコンをダプルク 
リックします。 

3画面の指示に従ってセットアップを完了します。 
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デスクトップに ISP のアイコンがない場合、または別の ISP を使ってイン 
ターネット接続をセットアップする場合は、次項の中でお使いのコン 
ピュータの 0 S に対麻する手順を実行してください。 

メモ： インターネットにうまく接続できない場合は、70ぺージの 
「 E - メール、モデム、およびインターネットの問題」を参照してく 
ださい。過去にインターネットに正常に接続できていたのに接続で 
きない場合は、 ISP のサービスが停止している可能性があります。 
サービスの状態について ISP に確認するか、後でもう一度接続して 
みてください。 

◎ メモ： 契約している ISP の情報を手元にご用意ください。 ISP とまだ契約 
していない場合は、インターネットへの接続ウィザードを使って手続き 
を行うことができます。 

Windows XP の揚合の手順 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ 
ムをすべて終了します。 

2スタート 4 Internet Explorer の順にクリックします。 

新しい接続ウィザードが表示されます。 

3 インターネットに接続するをクリックします。 

4 次のウィンドウで、該当する以下のオプションをクリックします。 

• ISP と契約されておらず、その 1 つを選びたい場合は、インター 
ネットサービスプ□パイダ ( ISP ) の一覧から選択するをクリッ 
クします。 

• ISP からセットアップ情報を入手していて、セットアップ CD を 
受け取っていない場合は、接続を手動でセットアップするをク 
リックします。 

• CD をお持ちの場合は 、 ISP から提供された CD を使用するをク 

リックします。 

5 次へをクリックします。 

接続を手動でセットアップするを選択した場合は、手順6に進み 
ます。それ以外の場合は、画面の手順に従ってセツトアップを完了 
してください。 
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6 インターネットにどう接続しますか？で該当するオプションをク 
リックし、次へをクリックします。 

■ メモ： どの種類の接続を選んだらよいかわからない場合は、ご契約の ISP 
にお問い合わせください。 

7 ISP から提供されたセットアップ情報を使って、セットアップを完了 
します。 

Windows Vista の場合の手順 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ 
ムをすべて終了します。 

2スタート14コント□ールパネル4インターネットへの接続の順 

にクリックします。 

インターネットへの接続ウィンドウが表示されます。 

3希望する接続方法に麻じて、プ□ー ドパンド （ PPPoE ) またはダイ 
ヤルアップのどちらかをクリックします。 

• DSL 、 衛星モデム、ケーブル TV モデム、まだ;は Bluet 00 th ワイ 
ヤレステクノロジ接続を使用する場合は、プ□ードバンドを選 
択します。 

• ダイヤルアップモデムまたは ISDN を使用する場合は、 
ダイヤルアップを選択します。 

^ メモ： 選択する接続の種類が不明な場合は、選択についての説明を表示 
しますをクリックするか、 ISP にお問い合わせください。 

4画面の指示に従い、 ISP から提供されたセットアップ情報を使って 
セツトアップを完了します。 
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問題の解決 

A 警告：本章で説明する部品には、資格を持つサービス技術者以外の方に 
は交換できないものがあります。 


トラブルシューティングのヒント 

コンピュータのトラブルシューティングを実行する際は、以下のヒントに 
従ってください。 

• 部品を追加したり取り外した後に問題が発生した場合は、取り付け 
手順を見直して、部品が正しく取り付けられているか確認します。 

• 周辺機器が機能しない場合は、その機器が正しく接続されているか 
確認します。 

• 画面にエラーメッセージが表示される場合は、メッセージを正確に 
メモします。このメッセージは、テクニカルサボート担当者が問題 
を診断して修復するのに役立ちます。 

• プログラムの実行中にエラーメッセージが表示される場合は、プロ 
グラムのマニュアルを参照してください。 


バッテリーの問題 

A 警告：バッテリーの取り付け方が間違っていると.破裂するおそれがあ 
^リます。交換するバッテリーは、デルが推奨する型、または同等の製品を 
ご利用ください。使用済みのバッテリーは，製造元の指示に従って廃棄し 
てください。 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い. 

本項の手順を開始してください。 


バッテリーを交換します。 コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時刻と 
日付の情報をリセットする必要がある場合、または起動時に間違った時刻や日 
付が表示される場合は、パッテリーを交換します（169ページの「バッテリー 
の交換」を参照)。それでもバッテリーが正常に機能しない場合は、デルにお 
問い合わせください （209 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 
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ドライブの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 


ドライブが Microsoft®Windows® によって認識されていることを確認 
します。 

Windows XP の揚合の手順 

• スタートを クリックし、 マイコンピュータを クリックします。 

Windows Vista ™ の揚合の手順 

• Windows Vista のスタートボタン〇をクリックし、 コンピュータ をク 
リックします。 

ドライプが一覧に表示されない場合は、アンチウイルスソフトウェアでウイル 
スチェックを行い、ウイルスの検出と除去を行います。ウイルスが原因で 
Windows がドライプを認識できないことがあります。 


セットアップユーティリティで、ドライプが有効になっていることを確認し 

ます。 194ページの「セットアップユーティリティ」を参照してください。 

ドライブのテストを行います。 

•元のフロッピーディスク、 CD 、 または DVD に問題がないか確認するだめ、 
別のディスクを挿入します。 

• 起動可能なメディアを挿入してコンピュータを再起動します。 

ドライブまたはディスクをクリーニングします。 204ページの「コンピュー 
夕のクリーニング」を参照してください。 


ケーブル接続を確認します。 


ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。 106ページの 
「お使いの OS の復元」を参照してください。 


Dell Diagnostics を実行します。98 ページの「ハードドライプから 
Dell Diagnostics を起動する揚合」を参照してください。 
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オプティカルドライプの問題 

メモ： 高速オプティカルドライプの振動は正常です。この振動によって 
ノイズが生じることがありますが、ドライプや CD / DVD の欠陥を示すもの 
ではありません。 

メモ： 国や地域によってディスク フォー マットが異なるため、お使いの 
DVD ドライブでは再生できない DVD もあります。 


Windows のボリユームを調整します。 

• 画面右下角にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

• スライドパーをクリックし、上にドラッグして、音量が上がることを確認し 
ます。 

• サウンドが5ユートに設定されていないか確認し、設定されている場合は 
チ エッ クマークの付いたボックスをクリックします。 

スピーカーおよびサブウーハーを確認します。86 ページの「サウンドおよび 
スピーカーの 問題」を参照してください。 


CD / DVD-RW ドライプへの書き込みの問題 


その他のプログラムを閉じます。 CD / DVD - RW ドライプは、データを書き込 
C 際に一定のデータの流れを必要とします。データの流れが中断されるとエ 
ラーが発生します。 CD / DVD - RW への書き込みを開始する前に、すべてのプロ 
グラムを終了します。 


CD / DVD-RW ディスクに書き込む前に、 Windows のスタンバイモードをオフに 
します。 省電カモードについては、39ページの 「Windows XP の電力管理才 
プシヨン」を参照するか、 Windows のヘルプとサポートセンターでスタンパ 
イというキーワードで検索して該当するトピックを参照してください。 
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ハードドライブの問題 


チェックディスクを実行します。 

Windows XP の揚合の手順 

1 スタートをクリックし、マイコンピュータをクリックします。 

2 口ーカルディスク ( C ：) を右クリックします。 

3プロパティ4ツール—チェックする の順にクリックします。 

4不良セクタをスキャンし、回復す るをクリックし、開始をクリックし 
ます。 

Windows Vista の揚合の手順 

1 スタート をクリックし、コンピュータをクリックします。 

2□—カルディスク （ C :) を右クリックします。 

3プロパティ4ツール4チェックする の順にクリックします。 

ユーザー アカウン ト 制御 ウィンドウが表示される場合があります。お客様 
がコンピュータの管理者の場合は、続行をクリックします。管理者でない 
場合は、管理者に問い合わせて目的の操作を続行します。 

4 画面に表示される指示に従ってください。 

メモ： この手順を実行するには、管理者権限でログインしている必要があ 
ります。 


E - メール、モデム、およびインターネット 
の問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 

。メモ： モデムは必ずアナログ電話ジャックに接続してください。 
デジタル電話回線 ( ISDN ) に接続した場合、モデムは動作しません。 


Microsoft Outlook ® Express のセキュリテイ設定を確認します。 E - メールの 添 
付ファイルを開くことができなし Ml 合は、次の操作を行ってください。 

1 Outlook Express で、 ツール—オプション — セキユリテイ の順にクリック 
します。 

2 添付ファイルを許可 しないをクリックしてチェックマークを外します。 
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電話線の接続を確認します 
電話ジャックを確認します 
モデムを直接電話ジャックへ接続します 
他の電話線を使用してみます。 

• 電話線がモデムのジャックに接続されているか確認します（ジャックは緑色 
のラベル、もしくはコネクタの絵柄の横にあります)。 

• モデムに電話回線ケープルコネクタを挿入しだときにカチッという音がする 
か確認します。 

• モデムから電話線を外して、電話に接続します。電話の発信音を聞きます。 

• 留守番電話、ファックス、サージプロテクタ、および電話線分岐タップ 
など、同じ回線に接続されている電話機器を取り外し、電話を使ってモデム 
を直接壁の電話ジャックに接続します。 3 m 以上の電話ケープルを使用して 
いる場合は、短いものを使用してみます。 

モデム診断ツールを実行します。 

Windows XP の揚合の手順 

1 スタート- > すべてのブ□グラム 4 Modem Helper の順にクリックし 

ます。 

2 画面の指示に従って、モデムの問題を識別して、その問題を解決します。 
Modem Helper は一部のコンピュータでは使用できません。 

Windows Vista の揚合の手順 

1スタート — すべてのプ□グラム4モデム診断 ツールの 順にクリック 
します。 

2 画面の指示に従って、モデムの問題を識別して、その問題を解決します。 
モデム診断プ□グラムは一部のコンピュータでは使用で含ません。 
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モデムが Windows と通信しているか確認します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタート—コントロールパネル4プリンタとその他のハードウェア — 電話 
とモデムのオプシヨン—モデム の順にクリックします。 

2 お使いのモデムの COM ポート4 プロパティ 4 診断—モデムの照会 の順に 
クリックし、モデムが Windows と通信していることを確認します。 

すべてコマンドに®答がある場合、モデムは正しく動作しています。 
Windows Vista の揚合の手順 

1スタート’コント□ールパネル—ハードウェアとサウンド — 電話と 
モデムのオプシヨン 4 モデム の順にクリックします。 

2 お使いのモデムの COM ポート4 プロパティ 4 診断 4 モデムの照会 の順に 
クリックし、モデムが Windows と通信していることを確認します。 

すべてコマンドに廂答がある場合、モデムは正し<動作しています。 

インターネツトに接続しているか確認します。 インターネットサービスプロ 
パイタ'との契約が済んでいることを確認します。 E - メールプログラム Outlook 
Express を起動し、ファイルをクリックします。オフライン作業の隣にチェッ 
クマークが付し)ている場合は、そのチェックマークをクリックし、マークを外 
して、インターネットに接続します。ご質問がある場合は、ご利用のインター 
ネットサービスプ□パイダにお問い合わせください。 
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エラーメッセージ 

メッセージが一覧になし ) 場合は、メッセージが表示されだときに実行して 
いた 0 S またはプログラムのマニュアルを参照してください。 


A FILENAME CANNOT CONTAIN ANY OF THE FOLLOWING CHARACTERS ： \/ : *?■■<> |_ 

これらの文字はファイル名には使用しないでください。 

A REQUIRED .DLL FILE WAS NOT FOUND. アプリケーションプ□グラムに必要なファイ 
ルがありません。次の操作を行い、アプリケーションプ□グラムを削除して再 
インス!-ールします。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタート-> コント□ールパネル—プ□グラムの追加と削除 — プ□グラムと 

機能の順にクリックします。 

2 削除するプ□グラムを選択します。 

3 アンインス!-ール をクリックします。 

4インス I -ール手順については、プ□グラムに付属のマニュアルを参照してく 
ださい。 

Windows Vista の揚合の手順 

1 スタート I ，— コント□ールパネル—プログラム — プログラムと 機能の 

順にクリックします。 

2 削除するプ□グラムを選択します。 

3 アンインス I '•ール をクリックします。 

4インス I ■'ール手順については、プ□グラムに付属のマニュアルを参照してく 
ださい。 

driveletter\\s not accessible.The device is not ready. ドライブ 7 J ' 丁イスクを読み 
取ることができません。ディスクをドライブにセットして、再度試してみ 
ます。 

Insert bootable media. 起動フロッピーディスクまたは CD を挿入します。 

Non-system disk error. ドライブからフロッピーディスクを取り出し、 
コンピュータを再起動します。 
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Not enough memory or resources . Close some programs and try again . す ベての ウイ 

ンドウを閉じ、使用するプ□グラムのみを開きます。場合によっては、コン 
ピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。 

その場合、最初に使用したいプログラムを実行します。 


Operating system not found . デルにお問い合わせください （209 ページの 
「デルへのお問い合わせ」を参照)。 


キーボードの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 


キーボードケーブルを確認します。 

•キーボードケープルがコンピュータにしっかりと接続されているか確認し 
ます。 

• コンピュータをシャットダウンし（118ページの「コンピュータの電源を切 
る方法」を参照)、キーボードケープルをコンピュータのセットアップ図に 
示されているように接続しなおし、コンピュータを再起動します。 

• ケープルコネクタが曲がっていないか、ピンが壊れていないか、またはケー 
プルが損傷を受けていないか、擦り切れていないか確認します。曲がったピ 
ンをまっすぐにします。 

• キーボード延長ケープルを取り外し、キーボードを直接コンピュータに接続 
します。 


キーボードをテストします。正常に機能している別のキーボードをコン 
ピュータに接続して、使用してみます。 


セットアップユーティリティで USB ポートが有効になっていることを確認し 

ます。194ページの「セットアップユーティリティ」を参照してください。 


ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。106ページの 
「お使いの OS の復元」を参照してください。 
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フリーズおよびソフトウェアの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 

コンピュータが’起動しない 


電源ケープ)レがコンピュータとコンセントにしっかりと接続されているか確認 
します。 


コンビ ュータが 応答しない 

〇 注意： os のシャツトダウンが実行できない場合、データが失われるおそ 
れがあります。 


コンピュータの電源を切 y ます。 キーボードのキーを押したり、マウスを動 
かしてもコンピュータが®答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、 
電源ポタンを8〜10秒以上押し続けます。その後、コンピュータを再起動し 
ます。 


プログラムが応答しない 


プログラムを終了します。 

1 < CtrlxShiftxEsc > を同時に押します。 

2 アプリケーションを クリックします。 

3 反応がなくなったプ□グラムをクリックします。 
4タスクの終了 をクリックします。 


プログラムが繰 y 返しクラッシュする 

メモ： 通常、ソフトウェアのインス!ル手順は、そのマニュアルまた 
はフロッピーディスクか CD に収録されています。 


ソフトウェアのマニュアレを参照します。 必要に) IS じて、プ□グラムをアン 
インス!•'ールして、再インス!■'ールしてください。 
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プログラムが以前のバージョンの Microsoft® Windows® OS 向けに 
設計されている場合 


プログラム互換性ウイザードを実行します。 

Windows XP の揚合の手順 

プログラム互換性ウイザードは、 XP 以外の 0S の環境に似た環境で動作するよ 
ろにプログラムを設定します。 

1スタート—すべてのプログラム4アクセサリ4プログラム互換性ウイザー 

ド—次へ の順にクリックします。 

2画面に表示される指示に従ってください。 

Windows Vista の揚合の手順 

プ□グラム互換性ウイザードは、 Windows Vista 以外の OS の環境に似た環境 
で動作するよろにプログラムを設定します。 

1スタート* "1— コントロールパネル4プログラム4古いプログラムをこ 
のパージョンの Windows で使用 の順にクリックします。 

2 プログラム互換性ウイザードの開始 画面で、 次へ をクリックします。 

3画面に表示される指示に従ってください。 


画面が青色（ブルースクリーン）になった 


コンピュータの電源を切ります。 キーボードのキーを押しだり、マウスを動 
かしてもコンピュータが®答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、 
電源ポタンを8〜10秒以上押し続けます。その後、コンピュータを再起動し 
ます。 
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その他のソフトウェアの問題 


トラブルシューテイングについて、ソフトウェアのマニュアルを確認す 
るか、ソフトウェアの製造元に問い合わせます。 

• コンピュータにインス!■'ールされている os と互換性があるか確認します。 

• コンピュータがソフトウェアの実行に必要な最小ハードウェア要件を満たし 
ているか確認します。詳細については、ソフトウェアのマニュアルを参照し 
てください。 

• プ□グラムが正しくインス!'ールおよび設定されているか確認します。 

• デバイスドライパがプログラムと競合していないか確認します。 

•必要に®じて、プログラムをアンインス!''ールして、再インス!''ールしてく 
ださい。 

ファイルを直ちにバックアップします。 


ウイルススキヤンプログラムを使って.ハードドライブ.フロッピーディ 
スク、または CD を調べます。 


開いているファイルをすべて保存してから閉じ.実行中のプログラムをすべ 
て終了して、スタートメニューからコンピュータをシャツトダウンします。 
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メディアカードリーダーの問題 


ドライブ文字が割リ当てられていません。 Windows でメディアカードリー 

夕'一が検出されると、 このデパイスには、システム内の他のすべての物理ドラ 
イプの後に、その次の論理ドライプとしてドライプ文字が自動的に割り当てら 
れます。物理ドライプの後の次の論理ドライプがネットワークドライプに割り 
当てられた場合、 Windows はメディアカードリーダーに自動的にドライブ文 
字を割り当てません。 

メディアカードリーダーに手動でドライプ文字を割り当てるには、以下の手順 
を実行します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタートをクリックし、マイコンピュータを右クリックして、管理を選択 
します。 

2ディスクの管理オプシヨンを選択します。 

3右のペインで、変更する必要のあるドライプ文字を右クリックします。 

4ドライプ文字とパスの変更を選択します。 

5ドロップダウンリストから、メディアカードリーダーに割り当てる新しいド 
ライプ文字を選択します。 

6 OK をクリックして選択内容を確定します。 

Windows Vista の揚合の手順 

1スタート^をクリックし、コンピュータを右クリックして管理を選択 
します。 

2確認のメッセージが表示されだ場合は続行をクリックします。 

3記憶域オブジェクトの展開をクリックし、ディスクの管理を選択します。 

4右のペインで、変更する必要のあるドライプ文字を右クリックします。 

5ドライプ文字とパスの変更を選択します。 

6変更をクリックします。 

7ドロップダウンリストから、メディアカードリーダーに割り当てる新しいド 
ライプ文字を選択します。 

8 OK をクリックして選択内容を確定します。 

メモ： この手順を実行するには、管理者権限でログインしている必要があ 
ります。 

メモ： メディアカードリーダーは、接続されているときのみ割り当て済み 
のドライプとして表示されます。メディアがインストールされていない場合 
でも、4個のメディアカードリーダースロットはそれぞれドライプに割り当 
てられます。メディアが挿入されていないときにメディアカードリーダーに 
アクセスしようとすると、メディアを挿入するように求められます。 
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FlexBay デバイスが無効です。 

BIOS セットアップには、 FlexBay デバイスが取り付けられている場合のみ表示 
される FlexBay disable ( FlexBay 無効）オプションがあります。 FlexBay デ 
パイスが物理的に取り付けられているにもかかわらず動作していない場合は、 
BIOS セツトアップで有効になっているかどうかを確認してください。 


メモリの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 


メモリが不足しているというメッセージが表示される。 

• 開いているすべてのファイルを保存してから閉じ、使用していない開いてい 
るプ□グラムをすべて終了して、問題が解決するか調べます。 

• メモリの最小要件については、ソフトウェアのマニュアルを参照してくだ 
さい。必要に応じて、メモリを增設します（128ページの「メモリの取り付 
けガイドライン」を参照)。 

• メモリモジュールを装着しなおし （129 ページの「メモリの取り付け」 

を参照)、コンピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。 

• Dell Diagnostics を実行します （97 ページの 「Dell Diagnostics 」 を参照)。 


メモリにその他の問題が発生する。 

• メモリモジュールを装着しなおし （128 ページの「メモリの取り付けガイド 
ライン」を参照)、コンピュータがメモリと正常に通信しているか確認し 
ます 。 

• メモリの取り付けガイドラインに従っているか確認します （129 ページの 
「メモリの取り付け」を参照)。 

• コンピュータは、 DDR 2 メモリをサポートしています。お使いのコンピュー 
夕に対 J ® するメモリの詳細については、189ページの「メモリ」を参照して 
ください。 

• Dell Diagnostics を実行します （97 ページの fDell DiagnosticsJ を参照)。 
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マウスの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 


マウスをクリーニングします。マウスをクリーニングする方法については、 
205ページの「マウス」を参照してください。 

マウスケーブルを確認します。 

1マウス延長ケープルを使用している場合は、拡張ケープルを取り外してマウ 
スをコンピュータに直接接続します。 

2コンピュータに付属のセットアップ図に示されているように、マウスケープ 
ルを接続しなおします。 

コンピュータを再起動します。 

1 < CtrlxEsc > を同時に押して、スタートメニューを表示します。 

2 u と入力してからキーボードの矢印キーを押して、シャットダウンまたは 
終了オプションを選択して、 < Enter > を押します。 

3コンピュータの電源が切れた後、マウスケープルをコンピュータに付属の 
セットアップ図に示されているように接続しなおします。 

4コンピュータを起動します。 

セットアップユーティリティで USB ポートが有効になっていることを確認し 

ます。194ページの「セットアップユーティリティ」を参照してください。 


マウスを確認します。正常に機能している他のマウスをコンピュータに接続 
して、使用してみます。 
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マウスの設定を確認します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタート4コントロールパネル—マウス の順にクリックします。 

2必要に®じて設定を調整します。 

Windows Vista の揚合の手順 

1スタートコント□ールパネル — ハードウエアとサウンド — マウス 

の順にクリックします。 

2必要に®じて設定を調整します。 

マウスドライバを再インス!'ールします。103ページの「ドライバおよび 
ユーティリティの再インス!■'ール」を参照してください。 


ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。106ページの 
「お使いの OS の復元」を参照してください。 


ネットワークの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 


ネットワークケーブ^^コネクタを確認します。ネットワークケープルがコン 
ピュータ背面のネットワークコネクタとネットワークポートまたはデパイスの 
両方に、しっかりと差し込まれているか確認します。 


コンピュータ背面のネットワークインジケータを確認します。リンク保全ラ 

イトが消灯している場合は、ネットワーク通信が存在しないことを示してい 
ます。ネットワークケープルを交換します。ネットワークインジケータの説明 
については、192ページの「ボタンとライト」を参照してください。 


コンピュータを再起動して、ネットワークに再度ログオンします。 
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ネットワークの設定を確認します。ネットワーク管理者、まだはお使いの 
ネットワークを設定した方にお問い合わせになり、ネットワークへの接続設定 
が正しく、ネットワークが正常に機能しているか確認します。 


ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。 

106ページの「お使いの OS の復元」を参照してください。 


電源の問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 


電源ライトが消灯している。コンピュータの電源が切れているか、またはコ 
ンピュータに電力が供給されていません。 

• 電源ケープルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっ 
かりと装着しなおします。 

• コンピュータが電源タップに接続されている揚合、電源タップがコンセント 
に接続され電源タップがオンになっていることを確認します。また、電源保 
護装置、電源タップ、電源延長ケープルなどを使用している場合は、それら 
を取り外してコンピュータに正しく電源が入るか確認します。 

• 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか確 
B 忍します〇 

電源ライトが青色に点灯していて.コンピュータの反応が停止した。 

91ページの「電源ライト」を参照してください。 


電源ライトが青色に点滅している。コンピュータはスタンパイモードになつ 
ています。キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたり、電源ポタンを 
押したりすると、通常の動作が再開されます。 
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電源ライトが黄色に点灯している。電源の問題または内蔵デバイスの異常。 

• 12ボルト電源コネクタ （12 V )がシステム基板にしっかりと接続されてい 
るか確認します （122 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 
• 主電源ケープルおよび前面パネルケープルがシステム基板にしっかりと接続 
されているか確認します （122 ページの「システム基板のコンポーネント」 
を参照)。 


電源ライトが黄色に点滅している。コンピュータに電力は供給されていま 
すが、デバイスが誤動作しているか、まだは正しく取り付けられていない可能 
性があります。 

• メモリモジュールを取り外して、取り付けなおします （127 ページの 
「メモリ」を参照)。 

• すべてのカードを取り外して、取り付けなおします （132 ページの 
「カード」を参照)。 

• グラフィックカードを取り付けている場合は、取り外して取り付けなお 
します （139 ページの 「 PCI/PCI Express 力ードの取り外し」を参照)。 

電気的な妨害を解消します。電気的な妨害の原因には、以下のものがあ 
ります。 

•電源、キーボード、およびマウスの延長ケープルが使用されている 
• 電源タップに接続されているデバイスが多すぎる 
•同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 


プリンタの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い. 
本項の手順を開始してください。 

■ メモ：プリンタのテクニカルサポートが必要な場合は、プリンタの製造 
元にお問い合わせください。 


プリンタのマニュアルを確認します。プリンタのセットアップとトラプル 
シューティングの詳細については、プリンタのマニュアルを参照してく 
ださい。 
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プリンタの電源がオンになつているか確認します。 


プリンタのケーブル接続を確認します。 

• ケープル接続については、プリンタのマニュアルを参照してください。 

• プリンタケープルがプリンタとコンピュータにしっかりと接続されているか 
確認します （26 ページの「プリンタのセットアップ」を参照)。 

コンセントをテストします。鼋気スタンドなどの別の電化製品で試して、 

コンセントが機能しているか確認します。 


プリンタが Windows によって認識されていることを確認します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタート—コント□ールパネル—プリンタとその他のハードウエア—イン 
ストールされているプリンタまたは FAX プリンタを表示するの順にクリッ 

クします。 

2プリンタが一覧に表示されている場合は、プリンタアイコンを右クリックし 
ます。 

3プ□パティ4ポートの順にクリックします。パラレルプリンタの場合は、 
印刷先のポートが LPT 1 プリンタポートに設定されているか確認します。 
USB プリンタの場合は、印刷先のポートが USB に設定されているか確認し 
ます。 

Windows Vista の揚合の手順 

1スタートつ》 — コント□-ルパネル4ハードウエアとサウンド — プリン 

夕の順にクリックします。 

2プリンタが一覧に表示されている場合は、プリンタアイコンを右クリックし 
ます。 

3プ□パティをクリックし、ポートをクリックします。 

4必要に®じて設定を調整します。 

プリンタドライバを再インストールします。手順については、プリンタのマ 
ニュアルを参照してください。 
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スキヤナーの問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い. 
本項の手順を開始してください。 

メモ：スキヤナーのテクニカルサボートが必要な場合は、スキヤナーの 
製造元にお問い合わせください。 


スキャナーのマニュアルを確認します。スキャナーのセットアップとトラプ 
ルシューテイングの詳細については、スキャナーのマニュアルを参照してくだ 
さい。 


スキャナーのロックを解除します。お使いのスキャナーに固定タプゆポタン 
がある場合は、□ックが解除されているか確認します。 


コンピュータを再起動して.もう一度スキャンしてみます。 


ケープル接続を確認します。 

• ケープル接続の詳細については、スキャナーのマニュアルを参照してく 
ださい。 

• スキャナーのケープルがスキャナーとコンピュータにしっかりと接続されて 
し、るか確認します。 
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スキヤナーが Microsoft Windows によって認識されているか確認します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタート4コントロールパネル—プリンタとその他のハードウェア — 
スキャナとカメラの順にクリックします。 

2お使いのスキャナーが一覧に表示されている揚合、 Windows はスキャナー 
を認識しています。 

Windows Vista の揚合の手順 

1スタート〇 —コント□ールパネル—ハードウェアとサウンド — 
スキャナとカメラの順にクリックします。 

2スキャナーが一覧(こ表示されている揚合、 Windows はスキャナーを認識し 
ています。 

スキャナードライバを再インストールします。手順については、 
スキャナーのマニュアルを参照してください。 


サウンドおよび スピーカーの 問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

スピーカーから 音が出ない 

メモ： MP 3 プレーヤーの音量調節は、 Windows の音量設定より優先され 
ることがあります。 MP 3 の音楽を聴いていた場合、プレーヤーの音量が十 
分か確認してください。 


スピーカーケーブルの接続を確認します。スピーカーに付属しているセット 
アップ図のとおりにスピーカーが接続されているか確認します。サウンドカー 
ドをご購入されだ場合は、スピーカーがカードに接続されているか確認し 
ます。 


BIOS セットアッププログラムで正しいオーディオソリューションが有効に 

なっているか確認します。194ページの「セットアップユーティリティ」 

を参照してください。 
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サブウーハーおよびスピーカーの電源が入っているか確認します。 

スピーカーに付属しているセットアップ図を参照してください。スピーカーに 
ボリュームコント□ールが付いている場合は、音量、低音、または高音を調整 
して音のひずみを解消します。 


Windows のボリュームを調整します。画面右下にあるスピーカーのアイコン 

をクリックまたはダプルクリックします。ボリュームが上げてあり、サウンド 
が5ユートに設定されていないか確認します。 


へッドフォンをへッドフォンコネクタから取り外します。コンピュータの前 
面パネルにあるへッドホンコネクタにへッドホンを接続すると、自動的にス 
ピーカーからの音声は聞こえなくなります。 


コンセントをテストします。電気スタンドなどの別の電化製品で試して、 
コンセントが機能しているか確認します。 


電気的な妨害を解消します。コンピュータの近くで使用している扇風機、 
萤光灯、またはハロゲンランプの電源を切ってみます。 


サウンドドライバを再インストールします。105ページの「手動によるドラ 
イパの再インス!■'ール」を参照してください。 


ハードウェアのトラプルシューティングを実行します。106ページの 
「お使いの OS の復元」を参照してください。 
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へッドフォンから音が出ない 


へッドフォンケーブルの接続を確認します。へッドフォンケープルがヘッド 
フォンコネクタにしっかりと接続されていることを確認します （17 ページの 
「コンピュータの正面図」を参照)。 


Windows のボリュームを調整します。画面右下にあるスピーカーのアイコン 
をクリックまたはダプルクリックします。ボリュームが上げてあり、サウンド 
が5ュートに設定されてし)なし ) か確認します。 

BIOS セットアッププログラムで正しいオーディオソリューションが有効に 

なっているか確認します。194ページの「セットアップユーティリティ」 

を参照してください。 


ビデオおよび モニターの 問題 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 

メモ：トラプルシューティングの手順については、 モニター の マニ ュア 
ルを参照してください。 

画面に何も表示されない 


モニターの ケーブル接続を確認します。 

• グラフィックケープルが、お使いのコンピュータのセットアップ図のとおり 
に接続されているか確認します。 

オプションのビデオカードを取り付けている場合は、モニターケープルがシ 
ステム基板のビデオコネクタではなく、カードに接続されていることを確認 
します。 

• グラフィック延長ケープルを外すと問題が解決する場合は、ケープルに欠陥 
があります。 

• コンピュータおよびモニターの電源ケープルを交換し、電源ケープルに障害 
があるかどうか確認します。 

• 曲がったり壊れたりしているピンがないか、コネクタを確認します 
(モニターのケープルコネクタは、通常いくつかのピンが欠けています)。 
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モニターの電源ライトを確認します。電源ライトが消灯している場合、ボタ 
ンをしっかり押して、モニターの電源が入っているか確認します。電源ライト 
が点灯または点滅している場合は、モニターに電力が供給されています。電源 
ライトが点滅する場合は、キーボードのキーを押すかマウスを動かします。 


コンセントをテストします。電気スタンドなどの別の電化製品で試して、 
コンセントが機能しているか確認します。 


診断ライトを確認します。91ページの「電源ライト」を参照してください。 


画面が見づらい 


モニターの設定を確認します。モニターのコントラストと輝度の調整、 
モニターの消磁、およびモニターのセルフテストを実行する手順については、 
モニターのマニュアルを参照してください。 


サブウーハーをモニターから離します。スピーカーシステムにサブウーハー 
が含まれている場合は、サブウーハーをモニターから60 cm 以上離します。 


外部電源をモニターから離します。扇風機、蛍光灯、ハ□ゲンランプ、 
およびその他の電気機器は、画面の状態を不安定にすることがあります。 
コンピュータの近くで使用してし ) る機器の電源を切つてみてください。 


モニターの向きを変えて、画面への太陽光の映リこみや干渉を除きます。 
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Windows のディスプレイ設定を調整します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタート 4コン トロール パネル—デスク ト ップの表示と テーマ の順にク 

リックします。 

2変更したい領域をクリックするか、まだは画面アイコンをクリック 
します。 

3画面の色および画面の解像度を別の設定にしてみます。 

Windows Vista の揚合の手順 

1スタート*"1 — コント□ールパネル4ハードウェアとサウンド — 

個人設定—画面の設定の順にクリックします。 

2必要に®じて、解像度および色の設定を調整します。 
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トラブルシューテイングツール 


電源ライト 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

コンピュータの正面にある電源ポタンライト （2 色の LED ) は、点灯と点 

滅とで異なる状態を示します。 

• 電源ライトが消灯している場合、コンピュータの電源が切れてい 

るか、電力が供給されていません。 

- 電源ケープルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントに 
しっかりと装着しなおします。 

- コンピュータが電源タップに接続されている場合、電源タップが 
コンセントに接続され電源タップがオンになっていることを確認 
します。また、電源保護装置、電源タップ、電源延長ケープルな 
どを使用している場合は、それらを取り外してコンピュータに正 
しく電源が入るか確認します。 

-電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能し 
ているか確認します。 

• 電源ライトが青色に点灯していて、コンピュータの反麻が停止した 

場合は、次の点を確認してください。 

- ディスプレイが接続され、電源がオンになっていることを確認し 
ます。 


- ディスプレイが接続され、電源がオンになっている場合は、 
91ページの「電源ライト」を参照してください。 
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• 電源ライトが青色に点滅している場合、コンピュータはスタンパイ 
モードに入っています。キーポードのキーを押したり、マウスを動 
かしたり、電源ポタンを押したりすると、通常の動作が再開され 
ます。電源ライトが青色に点灯していて、コンピュータの反麻が停 
止した場合は、次の点を確認してください。 

-ディスプレイが接続され、電源がオンになっていることを確認し 
ます。 

- ディスプレイが接続され、電源がオンになっている場合は、 

91ページの「電源ライト」を参照してください。 

• 電源ライトが澄色に点滅している場合は、コンピュータに電力は供 
給されていますが、デバイスが誤動作しているか、または正しく取 
り付けられていない可能性があります。 

-メモリモジュールを取り外して、取り付けなおします 
(127 ページの 「 DC 電源コネクタ P 8」 を参照)。 

- すべてのカードを取り外して、取り付けなおします 
(132 ページの「カード」を参照)。 

- グラフィックカードを取り付けている場合は、取り外して取り付 
けなおします （132 ページの「カード」を参照)。 

• 電源ライトが黄色に点灯している場合は、電源または内蔵デバイス 
に異常がある可能性があります。 

- すべての電源ケープルがシステム基板にしっかりと接続されてい 
るか確認します （122 ページの「システム基板のコンポーネント」 
を参照)。 

-主電源ケープルおよび前面/《ネルケープルがシステム基板にしっ 
かりと接続されているか確認します （122 ページの「システム基 
板のコンポーネント」を参照)。 


92 I トラプルシューティングツール 



ビープコード 

お使いのコンピュータの起動時に、モニターにエラーメッセージまたは問 
題を表示できない場合、ビープ音が連続して鳴ることがあります。この連 
続したビープ音はビープコードと呼ばれ、問題の特定に役立ちます。ピー 
プコードにはたとえば、短いビープ音3回で構成されているものがあり 
ます。このビープコードは、コンピュータのマザーポードに障害が発生し 
た可能性があることを示します。 

起動時にコンピュータがビープ音を発する場合は、次の手順を実行し 
ます。 

1ビープコードを書き留めます。 

2より重大な原因を調べるには、 Dell Diagnostics を実行します 
(97 ページの 「Dell Diagnostics」 を参照)。 


コード 

(連続した短 
いビープ音） 

説明 

対処方法 

1 

BIOS チェックサム障 
害。マザーボードに 
障害が発生している 
可能性があります。 

デルにお問い合わせください。 

2 

メモリモジュール 
が検出されません。 

取り付けているメモリモジュールが2枚 
以上の場合は、モジュールを取り外し、 

1枚を取り付けなおして （133 ページの 
「メモリの取り付け」を参照)、コン 
ピュータを再起動します。コンピュータ 
が正常に起動する場合は、別のモジュー 
ルを取り付けなおします。障害のあるモ 
ジュールが見つかるまで、またはエラー 
なしにすベてのモジュールを取り付けな 
おすまで続けます。 



同じ種類で動作確認済みのメモリがある 
場合は、そのメモリをコンピュータに取 
り付けます （133 ページの「メモリの取 
り付け」を参照)。 



問題が解決しない場合は、デルにお問い 
合わせください。 
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コード 

(連続した短 
い ビープ 音） 

説明 

対処方法 

3 

マザーボードに障害 
が発生している可能 
性があります。 

デルにお問い合わせくださし、。 

4 

RAM 読み書含障害。 

特別なメモリモジュール/メモリコ 
ネクタ設置要件がないか確認します 
(131 ページの「メモリの取り付けガイ 
ドライン」を参照)。 

取り付けようとしているメモリモジュー 
ルにコンピュータとの互換性があるか確 
認します (131 ページの「メモリの取り 
付けガイドライン」を参照)。 

問題が解決しない場合は、デルにお問い 
合わせください。 

5 

リアルタイムクロッ 
クの障害。パッテ 

U —まだはマザー 
ボードに障害が発生 
している可能性があ 
ります。 

バ'ッテリーを交換します 

(169 ページの「バッテリーの交換」 

を参照)。 

問題が解決しない場合は、デルにお問い 
合わせください。 

6 

ビデオ BIOS テスト 
エラへ 

デルにお問い合わせください。 

7 

CPU キャッシュテス 
トエラー。 

デルにお問い合わせください。 
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システムメ ッセージ 

メモ：表示されたメッセージが表にない場合は、メッセージが表示 
されたときに実行していた 0 S またはプログラムのマニュアルを参照 
してください。 


AlertIPrevious attempts at booting this system have failed at 

CHECKPOINT [ NNNN ], FOR HELP IN RESOLVING THIS PROBLEM , PLEASE NOTE 
THIS CHECKPOINT AND CONTACT DELL TECHNICAL SUPPORT . 同じエラーが原 
因で、コンピュータは起動ルーチンの完了に3回連続して失敗しました。 
209ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してください。 

CMOS CHECKSUM ERROR . マザーボードに障害が発生しているか、 RTC パッ 
テリー残量が低下している可能性があります。バッテリーを交換します 
(169 ページの「バッテリーの交換」を参照）。209ページの「デルへのお問 
い合わせ」を参照してください。 


CPU FAN FAILURE . CPU フアンの障害。 CPU フアンを交換します。176ペー 

ジの「プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリの取り外し」を参照して 
ください。 


Diskette drive 0 seek failure . ケープルが緩んでいるか、コンピュータ設 
定情報がハードウエア構成と一致していない可能性があります。ケープル接 
続を確認します。209ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してくだ 
さし、。 


Diskette read failure . フロッピーディスクに欠陥があるか、まだ:はケープ 
ルが緩んでいる可能性があります。フロッピーディスクを交換し、ケープル 
接続に緩みがないか確認します。 


Hard-disk drive failure . HDD POST 中にハードディスクドライブに障害が 
発生した可能性があります。ケープルを確認するか、またはハードディスク 
を取り替えます。209ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してくだ 
さし、。 
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Hard-disk drive read failure . HDD 起動テスト中に HDD に障害が発生し 

た可能性があります。 209 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してく 
ださい。 


Keyboard failure . キーボードに障害が発生したか、またはキーボードケー 
プルが緩んでいる可能性があります。 74 ページの「キーボードの問題」を参 
照してください。 


NO BOOT DEVICE AVAILABLE . ハードドライプに起動可能なパーティシヨンが 
ないか、フロッピードライプに起動可能なフロッピーがないか、ハードドラ 
イプまたはフロッピードライプのケープルが緩んでいるか、または起動可能 
なデバイスが存在しません。 

• フロッピードライプが起動デバイスの場合は、起動可能なフロッピーディ 
スクがドライプに挿入されていることを確認します。 

• ハードドライプが起動デパイスの場合、ケープルが接続されていること、 
ドライプが適切に装着されていること、および起動デパイスとしてパー 
ティシヨン分割されていることを確認します。 

•セットアップユーティリティを起動して、起動順序の情報が正しいか確認 
します。 194 ページの「セットアップユーティリティの起動」を参照して 
ください。 


NO TIMER TICK INTERRUPT . システム基板上のチップが誤動作しているか、 
またはマザーボードに障害が発生している可能性があります。 209 ページの 
「デルへのお問い合わせ」を参照してくださし、。 


Non-system disk or disk error . 起動可能な OS の入った;フロッピーディ 
スクと交換するか、ドライブ A からフロッピーディスクを取り出してコン 
ピュータを再起動します。 


Not a boot diskette . 起動可能なフロッピーディスクを挿入してコン 
ピュータを再起動します。 


USB OVER CURRENT ERROR . USB デバイスを取り外します。 USB デバイスに 
外部電源を使用してくださし、。 
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NOTICE - Hard Drive SELF MONITORING SYSTEM has reported 
THAT A PARAMETER HAS EXCEEDED ITS NORMAL OPERATING RANGE . DELL 
RECOMMENDS THAT YOU BACK UP YOUR DATA REGULARLY . A PARAMETER OUT 
OF RANGE MAY OR MAY NOT INDICATE A POTENTIAL HARD DRIVE PROBLEM . 


S . M . A . RT エラーまたはハードドライブエラーの可能性があります。この機能 
は BIOS の設定で有効/無効の切り替えができます。 


Dell Diagnostics 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い. 

本項の手順を開始してください。 

Dell Diagnostics を使用する場合 

コンピュータに問題が発生した場合は、デルのテクニカルサボートにお問 
い合わせになる前に、「フリーズおよびソフトウェアの問題」 （75 ページ 
の「フリーズおよびソフトウェアの問題」を参照）のチェック事項を実行 
してから 、 Dell Diagnostics を実行してください。 

作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 

〇 注意 ： Dell Diagnostics は Dell ™ コンピュータ上でのみ機能します。 

メモ： Drivers and U 仙 ties メディアはオプションなので、お使いのコン 
ピュータに同梱されていない場合もあります。 

194ページの「セットアップユーティリティ」を参照してお使いのコン 
ピュータの設定情報を表示し、テストするデバイスがセットアップユー 
ティリティに表示され、アクティブであることを確認します。 


ハードドライプまたは Drivers and Utilities メディアから Dell 
Diaanostics を起動します。 
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ハードドライブから Dell Diagnostics を起動する場合 

Dell Diagnostics は、ハードドライプの診断ユーティリティ用隠しパー 
ティシヨ ンに格納されています。 

メモ： コンピュータに画面イメージが表示されない場合は、 

209ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してください。 

1コンピュータが、正常に機能していることが確認済みのコンセント 
に接続されていることを確認します。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

3 DELL ™ ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。起動メ 
ニューから Diagnostics を選択し、 < Errter > を押します。 

メモ： キーを押すタイミングが遅れて 0 S のロゴが表示されてしまつ 
たら、 Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるまでそのまま 
待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなおしてく 
ださい。 

◎ メモ： 診断ューティリィティ用パーティシヨンが見つからないこと 
を知らせるメッセージが表示された場合は 、 Drivers and Utilities メ 
ディアから Dell Diagnostics を実行してください。 


4いずれかのキーを押すと、ハードドライブ上の診断ユーティリィ 
ティ用パーティシヨンから Dell Diagnostics が起動します。 


Drivers and Utilities メディアからの Dell Diagnostics の起動 

1 Drivers and Utilities メディアをセットします。 

2コンピュータをシャットダウンし、再起動します。 

DELL ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。 

メモ： キーを押すタイミングが遅れて 0 S のロゴが表示されてし 
まったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそのま 
ま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなおして 
ください。 

^ メモ： 次の手順では、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動 
時には、コンピュータはセットアップューティリティで指定したデ 
バイスから起動します。 

3起動デパイスの一覧が表示されたら、 CD / DVD / CD - RW をハイライ 
卜表示して、 < Enter > を押します。 
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4 表示されたメニューから Boot from CD-ROM ( CD - ROM から起動） 
オラションを選択し、 < Enter > を押します。 

51と入力して CD メニューを起動し、 < Enter > を押して続行します。 

6番号の付いだ;一覧から Run the 32 Bit Dell Diagnostics (32 ピッ 

卜の Dell Diagnostics を実行）を選択します。複数のパージョンが表 
示されている場合は、お使いのコンピュータにとって適切なパー 
ジョンを選択します。 

7 Dell Diagnostics の Main Menu (メインメニュー）が表示され 
たら、実行するテストを選択します。 

Dell Diagnostics のメインメニュー 

1 Dell Diagnostics が□ー ドされ Main Menu (メインメニュー）画面 
が表示されたら、希望するオプションのポタンをクリックします。 

◎ メモ： Test System (システムのテスト）を選択して、コンピュータ 
全体をテストすることをお勧めします。 


オプション 

機能 

Test Memorv 
(メモリのテスト） 

スタンドア□ンメモリテストが実行されます。 

Test System 

(システムのテスト） 

システム Diagnostics が実行されます。 

Exit (終了) 

Diagnostics を終了します。 


2 メインメニューから Test System (システムのテスト）オプション 
を選択すると、次のメニューが表示されます。 

メモ： 下記のメニューから Extended Test (拡張テスト）を選択して、 
コンピュータ内のデバイスのチェックをより詳細に行うことをお勧 
めします。 


オプション_機能_ 

Express Test システム内のデバイスのクイックテストが実行さ 

(エクスプレステスト）れます。このテストは通常10〜20分かかり 
ます。 

Extended Test システム内のデバイスの詳細なテストが実行され 

(拡張テスト） ます。このテストは通常1時間以上かかります。 
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オプション 

機能（続き） 

Lustom rest 

(カスタムテスト） 

特定のデバイスのテストに、まだは実行するテス 
卜をカスタマイズする場合に使います。 

bvmptom Tree 

(症状ツリー） 

発生している問題の症状に基づいたテストを選択 
できます。このオプションには最も一般的な症状 
が一覧表示されます。 


3 テスト実行中に問題が検出されると、エラーコードと問題の説明を 
示すメッセージが表示されます。エラーコードと問題の説明を書き 
留め、 209 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してください。 

メモ：各テスト画面の上部には、コンピュータのサービスタグが表 
示されます。デルにお問い合わせいただく場合は、テクニカルサ 
ポート担当者がサービスタグをおたずねします。 

4 Custom Test (カスタムテスト）まだ;は Symptom Tree (症状ツ 

リー）オプションからテストを実行する場合は、該当するタブをク 
リックします（詳細については、以下の表を参照してください)。 


タブ 

機能 

Results (結果) 

テストの結果、および発生したすべてのエラーの状態が 
表示されます。 

Errors く 丄フー 

) 発生したエラーの状態、エラーコード、および問題の説 
明を表示します。 

Help (ヘルプ) 

テストの説明が表示されます。また、テストを実行する 
ための要件が示される場合もあります。 

Lonfiauration 

(構成) 

選択したデパイスのハードウェア構成を表示します。 

Dell Diagnostics では、セットアップューティリティ、 
メモリ、および各種内部テストからすべてのデパイスの 
構成情報を取得して、画面左のウィンドウのデパイスー 
覧に表示します。デバイスー覧には、コンピュータに取 
り付けられたすべてのコンボーネント名、まだはコン 
ピュータに接続されたすベてのデパイス名が表示される 
とは限りません。 

Parameters 

(パラメータ） 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすること 
ができます。 
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5 テストが'完了したら、テスト画面を閉じて、 Main Menu (メイン 
メニュー）画面に戻ります。 Dell Diagnostics を終了してコンピュー 
夕を再起動するには、 Main Menu (メインメニュー）画面を閉じ 
ます。 


6 Drivers and Utilities メディアを取り出します（セツトされ 
ていた場合)。 

ドライバ 


ドライバとは？ 

ドライパは、プリンタ、マウス、またはキーボードなどのデバイスを制御 
するプログラムです。すべてのデバイスにドライパプ□グラムが必要 
です。 

ドライパは、デバイスとそのデパイスを使用するプログラム間の通訳のよ 
うな役目をします。各デパイスは、そのデバイスのドライバだけが認識す 
る専用のコマンドセットを持っています。 

お使いのコンピュータには、出荷時に必要なドライパがすでにインストー 
ルされていますので、新たにインストールしたり設定したりする必要はあ 
りません。 

〇 注意： Drivers and Utilities メディアには、お使いのコンピュータにインス 
トールされていない 0S で使用するドライバも収録されている場合があり 
ます。インストールするソフトウエアがお使いの 0S に対応していること 
を確認してください。 

キーポードドライパなど、ドライパの多くは Microsoft Windows OS に 
付属しています。以下の場合に、ドライパをインストールする必要があり 
ます。 

• 0S のアップグレード 

• 0S の再インストール 

• 新しいデパイスの接続または取り付け 
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ドライバの識別 

デパイスに問題が発生した場合は、問題の原因がドライパかどろかを判 
断し、必要に麻じてドライノ K をアップデートしてください。 

Windows XP の場合の手順 

1 スター トをクリックし、コント □ー ルパネルをクリックします。 

2 作業する分野を選びます で、 パフォーマンスとメンテナンス4シス 
テム4ハードウェア4デバイスマネージャ の順にクリックします。 

3デパイスの一覧をスクロールダウンし、デパイス名の横に感嘆符 
([!] の付いた円）がないかどうかをチェックします。 

デパイス名の横に感嘆符が表示されている場合は、ドライノ ゞ の再イ 
ンストールまたは新しいドライパのインストールが必要な場合があ 
ります （103 ページの「ドライバおよびユーティリティの再インス 
卜ール」を参照)。 

Windows Vista の場合の手順 

1スタートコンピュータ — システムプ□パティ4デパイスマ 

ネージャ の順にクリックします。 

◎ メモ： ューザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があり 
ます。お客様がコンピュータの管理者の場合は、続行をクリックし 
ます。管理者でない場合は、管理者に問い合わせて続行します。 

2 —覧を下にスクロールして、デパイスアイコンに感嘆符 （！ の付いた 
黄色の丸）が付いているものがないか確認します。 

デバイス名の横に感嘆符がある場合、ドライパの再インストールま 
たは新しいドライパのインストールが必要な場合があります 
¢103ページの「ドライパおよびユーテイリテイの再インストール」 

を参照)。 
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ドライバおよびューティリティの再インス!'ール 

〇 注意： デルサボートサイト Support . jp . dell.com および Drivers and Utilities 
メディアには、お使いの Dell コンピュータ用として承認済みのドライバが 
提供されています。その他の媒体からドライバをインス I ルした場 
合は、お使いのコンピュータが適切に動作しないおそれがあります。 

Windows デバイスドライパのロールバックの使い方 

新たにドライパをインストールまたはアップデートした後に、コンピュー 
夕に問題が発生した場合は、 Windows デパイスドライパの口ールパック 
を使用して、以前にインストールしたパージヨンのドライパに置き換える 
ことができます。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタートをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2 作業する分野を選びます で、 パフォーマンスとメンテナンス 4 シス 
テム4システムのプ□パティ4ハードウェア4デバイスマネー 

ジャ の順にクリックします。 

3新しいドライパをインストールしたデパイスを右クリックして、 

プ□パティをクリックします。 

4 ドライパを クリックし、 ドライパの□-ルパックを クリック 
します。 

Windows Vista の場合の手順 

1スタート — コンピュータ4システムプ□パティ — デバイスマ 

ネージャの順にクリックします。 

メモ ：ューザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があり 
ます。お客様がコンピュータの管理者の場合は、続行をクリックし 
ます。管理者でない場合は、管理者に問い合わせてデバイスマネー 
ジャを起動します。 

2新しいドライパをインストールしたデパイスを右クリックして、 

プ□パティをクリックします。 

3 ドライパを クリックし、 ドライパの□-ルパックを クリック 
します。 

ドライバの□ールバックで問題が解決しない場合は、システムの復元 
(106 ページの「お使いの OS の復元」を参照）を使用して、新しいデバイ 
スドライバをインストールする前の稼動状態にコンピュータを戻します。 
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Drivers and Utilities メディアの使い方 

デパイスドライパの□ールパックまたはシステム復元 （106 ページの 
「お使いの OS の復元」）で問題が解決しない揚合は 、 Drivers and 
Utilities メディアからドライパを再インストールします。 

1 Windows デスクトップが表示されている状態で 、 Drivers and 
Utilities メディアをドライプにセットレます。 

Drivers and Utilities メディアを初めてお使いになる揚合は、 

手順2に進みます。初めてでない場合は手順5に進みます。 

2 Drivers and Utilities メディアのインストールプログラムが起動 
した 1 3、画面の指こ従います。 

3 InstallShield ウィザードの完了 ウィンドウが表示されたら、 

Drivers and Utilities メディアを取り出し、 完了 をクリックしてコン 
ピュータを再起動します。 

4 Windows デスクトップが表示されたら 、 Drivers and Utilities メディ 
アをドライプに再びセットします。 

5 Dell システムをお買い上げくださり、ありがとうございます 

画面で、 次へ をクリックします。 

■ メモ： Drivers and Utilities メディアでは、出荷時にお使いのコン 

ピュータに取り付けられていたハードウェアのドライバのみが表示 
されます。追加のハードウェアを取り付けた場合、新しいハード 
ウェアのドライバが Drivers and Utilities メディアによって表示されな 
いことがあります。新しいハードウェアのドライバが表示されない 
場合は 、 Drivers and Utilities メディアのプログラムを終了します。 
ドライバの情報については、デバイスに付属しているマニュアルを 
参照してください。 

Drivers and Utilities メディアがコンピュータ内のハードウエアを検 
出中であるというメッセージが表示されます。 

お使いのコンピュータで使用されているドライパが、 My Drivers — 
The Drivers and Utilities media has identified these 

components in your system (マイトフイノ \' — Drivers and 

Utilities メディアはシステム内でこれらのコンポーネントを検出し 
ました）ウィンドウに自動的に表示されます。 

6再インストールするドライパをクリックし、画面の指示に従います。 
特定のドライパが一覧に表示されていない場合、 OS はそのドライパを必 
要としていません。 
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手動によるドライバの再インストール 


Drivers and Utilities メディアからハードドライブにドライバファイルを抽 
出した後で、手動によるドライバのアップデートが必要な場合があります。 

Windows XP の場合の手順 

1スタートをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2 作業する分野を選びます で、 パフォーマンスとメンテナンス4 
システム4システムのプ□パティ4ハードウェア4デパイスマ 

ネージャ の順にクリックします。 

3ドライパをインストールするデパイスのタイプをダブルクリックし 
ます。 

4ドライパを再インスト ー ルするデパイスを右クリックして、 プ□パ 
ティ をクリックします。 

5 ドライパ—ドライバの更新4一覧または特定の場所からインストー 

ルする （詳細）4次への順にクリックします。 

6 次の場所を含める をクリックしてチェックマークを入れ、参照をク 
リックし、ハードドライプ上のドライパファイルがある場所に移動 
します。 

7該当するドライパの名前が表示されたら、次へをクリックします。 

8完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 

Windows Vista の場合の手順 

1スタート — コンピュータ4システムプ□パティ — デバイスマ 

ネージャ の順にクリックします。 

メモ： ューザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があり 
ます。お客様がコンピュータの管理者の場合は、続行をクリックし 
ます。管理者でない場合は、管理者に問い合わせてデバイスマネー 
ジャを起動します。 

2ドライパをインストールするデパイスのタイプをダブルクリックし 
ます（たとえば、 オーディオ または ビデオ)。 

3インストールするドライパのデパイスの名前をダブノレクリック 
します。 

4 ドライバ4ドライパの更新4コンピュータを参照してドライバソフ 
トウェアを検索しますの 順にクリックします。 
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5 参照をクリックし、ドライバファイルを前回コピーした場所を探し 
て選択します。 

6該当するドライパの名前が表示されたら、ドライパの名前をクリッ 
クします。 

7 0 K — 次へ4完了の順にクリックし、コンピュータを再起動します。 


お使いの 0 S の復元 

次の方法で、お使いの os を復元することができます。 

• システムの復元は、データファイルに影響を及ぼすことなく、コン 
ピュータを以前の状態に戻します。データファイルを保存したまま 
0 S を復元するための最初のソリューションとして、システムの復元 
を実行してください。 

• Symantec による Dell PC リストア （Windows XP で利用可能）およ 
び Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイメージの復元） 
(Windows Vista で利用可能）を実行すると、お使いのハードドライ 
プはコンピュータを購入された時の状態に戻ります。どちらを実行 
した場合も、ハードドライプのすべてのデータが永久に削除され、 
コンピュータの購入後にインストールしたプログラムもすベて削除 
されます 。 Dell PC リストアも Dell Factory Image Restore (デル出 
荷時のイメージの復元）も、システムの復元を実行しても 0 S の問題 
が解決しない場合にのみ使用してください。 

• コンピュータに『再インストール用』ディスクが付属していた揚 
合は、そのディスクを使用して 0 S を復元できます。ただし、 f 再イ 
ンストール用』ディスクを使用すると、ハードドライブ上のすべて 
のデータが削除されます。このディスクは、システムの復元を実行 
しても 0 S の問題が解決しない場合にのみ使用してください。 
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Microsoft Windows システムの復元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステム設定を変更したた 
めに、コンピュータが正常に動作しなくなってしまった場合は、 

Windows OS のシステムの復元を使用して、コンピュータを以前の動作 
状態に復元することができます（データファイルへの影響はありません)。 
システムの復元を使用してコンピュータに施した変更はすべて完全に元の 
状態に戻すことが可能です。 

〇 注意： データファイルのバックアップを定期的に作成してください。 
システムの復元によって、データフアイルの変更の監視や復元はでき 
ません。 

^ メモ： 本書に記載されている手順は、 Windows のデフオルト表示用 
に書かれているため、クラシック表示に設定している場合には適用 
されません。 


システムの復元の開始 

〇 注意： コンピュータを以前の動作状態に復元する前に、開いているファ 
イルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了し 
ます。システムの復元が完了するまで、いかなるファイルまたはプログラ 
ムも変更したり、開いたり、削除したりしないでください。 

Windows XP の場合の手順 

1スタート—すべてのプ□グラム4アクセサリ4システムツール— 
システムの復元 の順にクリックします。 

2 コンピュータを以前の状態に復元する または 復元ポイントの 作成の 

どちらかをクリックします。 

3 次へ をクリックし、その後の画面の指示に従います。 

Windows Vista の場合の手順 

1スタート〇 をクリックします。 

2検索の開始ボックスにシステムの復元と入力し、 < Enter > を押します。 

■ メモ： ューザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があり 
ます。お客様がコンピュータの管理者の場合は、続行をクリックし 
ます。管理者でない場合は、管理者に問い合わせて目的の操作を続 
行します。 

3 次へ をクリックし、その後の画面の指示に従います。 

システムの復元を実行しても問題が解決しなかった場合は、以前のシステ 
ムの復元を取り消すことができます。 
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以前のシステムの復元の取り消し 

〇注意： 以前のシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルを 
すべて保存して閉じ、実行中のプログラムをすべて終了してください。 
システムの復元が完了するまで、いかなるファイルまたはプログラム 
も変更したり、開いたり、削除したりしないでください。 

Windows XP の場合の手順 

1スタート—すべてのプ□グラム — アクセサリ — システムツール — 
システムの復元 の順にクリックします。 

2 以前の復元を取り消す をクリックして、 次へ をクリックします。 

Windows Vista の場合の手順 

1スタート ❻ をクリックします。 

2検索の開始ボックスにシステムの復元と入力し、 < Enter > を押 
します。 

3 以前の復元を取り消す をクリックして、 次へ をクリックします。 


システムの復元の有効化 

メモ： Windows Vista では、ディスクスペースが少なくなってもシス 
テムの復元を無効にすることができません。したがって、以下の手 
順は Windows XP にのみ適用されます。 

空き容量が200 MB 未満のハードディスクに Windows XP を再インス 
卜ールした場合、システムの復元は自動的に無効に設定されます。 

システムの復元が有効になっているかどうかを確認するには、次の手順を 
実行します。 

1スタート—コント□ールパネル4パフオーマンスとメンテナンス — 
システム の順にクリックします。 

2 システムの復元 タブをクリックし、 システムの復元を無効にする の 

チェックマークが外されていることを確認します。 
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Dell PC リストアと Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイ 
メージの復元）の使い方 

〇 注意 ： Dell PC リストアまたは Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイ 
メージの復元）を使用すると、ハードドライプのすべてのデータが永久に 
削除され、コンピュータの購入後にインストールしたプログラムもすベて 
削除されます。 Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイメージの復元） 

を使用する前にデータをバックアップしてください。 PC リストアも Dell 
Factory Image Restore (デル出荷時のイメ ージの復元）も、システムの復元 
を実行しても 0 S の問題が解決しなかつた場合にのみ使用してください。 

。メモ ： Symantec による Dell PC リストアおよび Dell Factory Image 
Restore (デル出荷時のイメージの復元）は、一部の地域、一部のコ 
ンピュータでは利用できません。 

Dell PC リストア (WindowsXP) まだ;は Dell Factory Image Restore 
(デル出荷時のイメージの復元） （Windows Vista) は、 OS を復元する最 
後の手段としてのみ使用してください。 Dell Factory Image Restore 
(デル出荷時のイメージの復元）を使用すると、お使いのハードドライブ 
はコンピュータを購入された時の状態に戻ります。コンピュータ購入後に 
追加したプログラムやファイルを始め、データファイルもハードドライプ 
から完全に削除されます。データファイルには、コンピュータ上の文書、 
表計算、メールメッセージ、デジタル写真、ミュージックファイルなどが 
含まれます。 PC リストアまだ;は Factory Image Restore (デル出荷時のイ 
メージの復元）を使用する前に、すべてのデータをパックアップしてく 
ださぃ。 

Windows XP で Dell PC リストアを使用する場合 

PC リストアを使用するには、次の手順を実行します。 

1コンピュータの電源を入れます。 

起動プロセスの間、 www . dell . com/jp と書かれだ;青いパーが画面 
の上部に表示されます。 

2この青色のパーが表示されたら、すぐに <Ctrl><F11> を押します。 

<CtrlxF11> を押すタイミングが遅れた場合は、コンピュータの起 
動完了を待ち、再起動します。 

〇注意： PC リストアを続行しない場合は、 Reboot (再起動）をクリックし 
ます。 
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3 Restore (復元）をクリックし 、 Confirm (確認）をクリック 
します。 

復元プロセスの完了には6〜10分ぐらいかかります。 

4プ□ンプトが表示されたら 、 Finish (終了）をクリックしてコン 
ピュータを再起動します。 

メモ：コンピュータを手動でシャットダウンしないでください。 
Finish (終了）をクリックし、コンピュータを完全に再起動させます。 

5プ□ンプトが表示されたら 、 Yes (はい）をクリックします。 

コンピュータが再起動されます。コンピュータは初期の稼動状態に 
復元されるため、エンドユーザーライセンス契約のようにいちばん 
初めにコンピュータのスイッチを入れたときと同じ画面が表示され 
ます。 


6 次へ をクリックします。 

システムの復元 画面が表示されて、コンピュータが再起動します。 

7コンピュータが再起動したら、 OK をクリックします。 

PC リストアを削除するには、次の手順を実行します。 

〇注意： Dell PC リストアをハードドライプから削除すると、 PC リストア 
ューティリティはお使いのコンピュータから永久に削除されます。 Dell PC 
リストアを削除してしまうと、このューティリティを使用してお使いのコ 
ンピュータの 0 S を復元することはできなくなります。 

PC リストアを使用すると、ハードドライプをコンピュータをご購入に 
なった時の状態に戻すことができます。ハードドライブの空き容量を增や 
したい場合でも、 PC リストアをコンピュータから削除することはお勧め 
できません。 PC リストアをハードドライプから削除してしまうと取り消 
しが利かず、 PC リストアを使用してコンピュータの OS を元の状態に戻 
すことはできなくなります。 

1コンピュータに□一カルのシステム管理者としてログオンします。 

2 Microsoft Windows エクスプローラで、 c :\ dell \ utilities\DSR 

に移動します。 
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3 DSRIRRemv 2. exe ファイルをダプルクリックします。 

メモ： 口ーカル管理者としてログオンしていない場合は、管理者と 
してログオンする必要があることを示すメッセージが表示されます。 
終了をクリックして、口ーカルのシステム管理者としてログオンし 
ます。 

メモ： お使いのコンピュータのハードドライプに PC リストア用パー 
ティションがない場合は、パーティションが見つからないことを知 
らせるメッセージが表示されます。終了をクリックしてください。 
削除するパーティションがありません。 

4 OK をクリックして、ハードドライプの PC リストア用パーティショ 
ンを削除します。 

5確認のメッセージが表示されたら、はいをクリックします。 

PC リストア用パーティションが削除され、新しくできた使用可能 
ディスクスペースが、ハードドライプの空き領域の割り当てに加え 
られます。 

6 Windows エクスプローラで □一カ ルディスク （ C ) を右クリックし、 
プ□パティをクリックして、空き領域に追加された スペースが 加え 
られていることを確認します。 

7 Finish (終了）をクリックして PC Restore Removal (PC リスト 

アの削除）ウィンドウを閉じ、コンピュータを再起動します。 

Windows Vista の場合は、次の手順を実行します。 Dell Factory Image Restore 
(デル出荷時のイメー ジの復元） 


Factory Image Restore (出荷時のイメージの復元）を使用するには、 

次の手順を実行します。 

1コンピュータの電源を入れます。 Dell ロゴが表示されたら、 < F 8> を数 
回押して Vista Advanced Boot Options (アドパンス起動オプション) 
ウィンドウを開きます。 

2 Repair Your Computer (コンピュータの修復）を選択します。 

System Recovery Options (システムリカパリオプション）ウィンド 
ウが表示されます。 

3キーポードレイアウトを選択し 、 Next (次へ）をクリックします。 
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4 リカパリのオプションにアクセスするには、□一カルユーザーとし 
てログオンします。コマンドプ□ンプトを開くには、ユーザー名 
フィールドに administrator と入力し、 OK をクリックします。 

5 Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイメージの復元）を 
クリックします。 

■ メモ： 構成によっては 、 Dell Factory Tools (デルファクトリーツール) 
を選択してから Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイメージの 

復元）を選択する必要があります。 

Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイメージの復元）の初期 
画面が表示されます。 

6 Next (次へ）をクリックします。 

データの削除を確認する画面が表示されます。 

〇注意： Factory Image Restore (出荷時のイメ ージの復元）を続行しない場 
合は 、 Cancel (キャンセル）をクリックします。 

7チェックボックスをクリックすることで、ハードドライプの再 
フォーマットを続行してシステムソフトウェアを工場出荷時の状態 
に復元することを確認し 、 Next (次へ）をクリックします。 

復元プロセスが開始します。処理が完了するまでに 5 分またはそれ 
以上かかる場合があります。 0 S とエ揚出荷時にインストールされて 
いたアプリケーションが工場出荷時の状態に復元されたら、 
メッセージが'表示されます。 

8 Finish (完了）をクリックしてシステムを再起動します。 
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『再インストー J レ用』メディアの使い方 
作業を開始する前に 

新しくインストールしだ;ドライパの問題を解消するだ;めに Windows OS 
を再インストールする場合は、 Windows のデパイスドライパの口ール 
パックを試してみます。103ページの「ドライバおよびユーティリティの 
再インストール」を参照してください。デバイスドライパの□ールパック 
を実行しても問題が解決されない場合は、システムの復元を使用して OS 
を新しいデバイスドライパがインストールされる前の動作状態に戻し 
ます。107ページの 「Microsoft Windows システムの復元の使い方」を 
参照してください。 

〇注意：この手順を実行する前に、お使いのプライマリハードドライプの 
すベてのデータファイルをバックアップします。通常のハードドライプ構 
成では、プライマリハードドライプはコンピュータによって1番目のドラ 
イプとして認識されます。 

Windows を再インストールするには、以下のアイテムが必要です。 

• Dell ™ 『再インストール用』メディア 
• デルの Drivers and Utilities メディア 

メモ：デルの Drivers and Utilities メディアには、コンピュータの製造 
工程でプリインストールされたドライバが収録されています。デル 
の Drivers and Utilities メディアを使用して、必要なドライバを口ード 
します。コンピュータを発注した地域によって、またはメディアを 
購入品目に加えたかどうかによって、デルの Drivers and Utilities メ 
ディアと『再インス!ル用』メディアがシステムに同梱されてい 
ない場合があります。 
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WindowsXP または Windows Vista の再インストール 

再インストール処理を完了するには、1〜2時間かかることがあります。 
OS を再インストールした後、デバイスドライパ、アンチウイルスプ□グ 
ラム、およびその他のソフトウェアを再インストールする必要があり 
ます。 

〇注意： 『再インストール用』メディアには 、 Windows XP の再インストール 
用のオプションが収録されています。オプションはファイルを上書き 
して、ハードドライプにインス I ルされているプログラムに影響を与え 
る可能性があります。このような理由から、デルのテクニカルサポート担 
当者の指示がない限り Windows XP を再インストールしないでください。 


1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ 
ムをすべて終了します。 

2『再インストール用』ディスクをセットします。 

3 Install Windows ( Windows のインストール）というメッセージ 
が表示されたら、 Exit (終了）をクリックします。 

4 コンピュータを再起動します。 

DELL ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。 

0 メモ： キーを押すタイミングが遅れて 0 S のロゴが表示されてし 
まったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそのま 
ま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなおして 
ください。 

メモ： 次の手順では、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動 
時には、コンピュータはセットアップューティリティで指定したデ 
バイスから起動します。 

5 起動デパイスの一覧が表示されたら、 CD / DVD / CD-RW Drive 
( CD / DVD / CD - RW ドライブ）をハイライト表示して、 < Enter > を押 
します。 


6いずれかのキーを押すと Boot from CD-ROM ( CD - ROM から起動) 
します。 

7 画面に表示される指示に従ってインストールを完了します。 
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ソフトウェアとハードウェアの問題のトラブルシューティング 

0 S のセットアップ中にデパイスが検出されないか、検出されても間違つ 
て設定されている場合は、ハードウェアに関するトラプルシューティング 
を使用して非互換性を解決することができます。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタートをクリックし、ヘルプとサポートをクリックします。 

2 検索 フィールドで、ハードウェアに関するトラブルシューティン 
グと入力し、矢印をクリックして検索を開始します。 

3 検索結果一覧で、ハードウェアに関するトラプルシューティングを 

クリックします。 

4 ハードウェアに関するトラプルシューティングー覧で、コンピュー 
夕にあるハードウェアの競合を解決しますをクリックして、次へを 
クリックします。 

Windows Vista の場合の手順 

1スタート^をクリックし、ヘルプとサポートをクリックします。 

2検索フィールドでハードウェアに関するトラブルシューティング 
と入力し、 < Enter > を押して検索を開始します。 

3検索結果から問題に関連するオプションを選択し、その後に表示さ 
れるトラプルシューティングの手順に従います。 
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部品の取り外しと取リ付け 

A 警告：本章で説明する部品には、資格を持つサービス技術者以外の方に 
は交換できないものがあります。 

作業を開始する前に 

本章では、お使いのコンピュータからコンポーネントを取り外したり、 

取り付けたりする手順について説明します。特に指示がない限り、それそ 

れの手順では以下の条件を満たしていることを前提とします。 

• 118ページの「コンピュータの電源を切る方法」および118ページ 
の「コンピュータ内部の作業を始める前に」の手順をすでに終えて 
いること。 

• デルの『製品情報ガイド』の安全に関する情報をすでに読んでいる 
こと。 

• 取り外しの手順を逆の順序で実行することで部品の取り付けができ 
ること。 

推奨する ツール 

本書で説明する操作には、以下のツールが必要です。 

• 細めのマイナスドライパ 

• 小型のプラスドライバ 

• 小型のプラスチック製スクライブ 

• デルサボートサイト support . jp . dell . com で入手できるフラッシュ 
BIOS 実行可能アップデートプ□グラム 
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コンピュータの電源を切る方法 

〇注意： データの損失を防ぐため、開いているすべてのファイルを保存し 
てから閉じ、実行中のすべてのプログラムを終了してから、コンピュータ 
の電源を切ります。 


1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ 
ムをすべて終了します。 

2次の手順で OS をシャットダウンします。 

• Windows XP の揚合は、 スタート — 終了オプション — 電源を切 

るの順にクリックします。 

• Windows Vista の揚合は、 スタート 〇 をクリックし、矢印& 
をクリックし、 シャット ダウンをクリックします。 

0 S のシャットダウンプロセスが終了した後に、コンピュータの電源 
が切れます。 

3コンピュータおよび接続されているデパイスの電源が切れているこ 
とを確認します。 0 S をシャットダウンした際に、コンピュータおよ 
び取り付けられているデパイスの電源が自動的に切れなかった場 
合は、コンピュータの電源が切れるまで、電源ポタンを8〜10秒以 
上押し続けます。 

コンピュータ内部の作業を始める前に 

コンピュータの損傷を防ぎ、ご自身の身体の安全を守るために、以下の点 
にご注意ください。 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

〇 注意： 部品や力ードの取り扱いには十分注意してください。力ード上の 
部品や接続部分には触れないでください。力ードを持つ際は縁を持つか、 
金属製の取り付けブラケットの部分を持ってください。プロセッサチップ 
のようなコンポーネントは、ピンの部分ではなく縁を持つようにしてくだ 
さい。 

〇 注意： コンピュータの修理は、資格を持っているサービス技術者のみが 
行ってください。デルが認可していないサービスによる故障は、保証の対 
象になりません。 
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o 注意： ケープルを外す際には、ケープルそのものを引っ張らず、コネク 
夕またはそのプルタブを持って引き抜いてください。ケープルによっ 
ては、ロックタプ付きのコネクタがあるケープルもあります。このタイプ 
のケープルを取り外すときは、ロックタブを押し入れてからケープルを抜 
きます。コネクタを抜く際は、コネクタのピンを曲げないようにまっすぐ 
に引き抜きます。また、ケープルを接続する前に、両方のコネクタが正し 
い向きに揃っているか確認します。 

〇注意： ネットワークケープルを外すには、まずケープルのプラグをコン 
ピュータから外し、次にケープルをネットワークデバイスから外します。 

1電話ケープルやネットワークケープルをすべてコンピュータから取 
り外します。 

2コンピュータ、および取り付けられているすべてのデバイスの電源 
コードを、コンセントから抜きます。 

3電源ポタンを押して、システム基板の静電気を逃がします。 

^警告：感電防止のため.カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 

4コンピュータカパーを開きます。 

〇 注意： コンピュータ内部の部品に触れる前に、コンピュータ背面の金属 
部など塗装されていない金属面に触れて、身体の静電気を除去してくだ 
さい。作業中も、定期的に塗装されていない金属面に触れて、内蔵コン 
ポーネントを損傷するおそれのある静電気を逃がしてください。 


コンピュータカバーの取 y 外し 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを 
必ずコンセントから抜いてください。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

〇注意： 取リ外したカバーを置いておくのに十分なスペースがあることを 
確認してください。 

〇 注意： コンピュータまたはコンピュータが載っている表面を傷つけない 
ように、保護された水平な表面で作業するようにしてください。 

2コンピュータカバーの面が上になるようにコンピュータを置きます。 
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3 カパーを固定している 2 本のネジを取り外します。 



1 コンピュータカバー 2 コンピュータの正面 

4コンピュータカパーをコンピュータの前面から引き出し、持ち上げ 
て外します。 

5カパーを安全な場所に置いておきます。 
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コンピュータの内面図 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 



1オプティカルドライブ 2 電源ユニット 3 オプションのオプティカ 

ルドライブ 

4フロッピードライブまた 5 ハ—ドドライブ 6 オプションのハードドラ 

はメディアリーダー イブ 
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システム基板のコンポーネント 



1 プロセッサソケット 
( CPU ) 

4 メモリモジュール 
コネクタ （ DIMM _2) 

7 主電源コネクタ 
( ATX . POWER ) 


2 プロセッサフアンコネ 

クタ （ CPU _ FAN ) 

5 メモリモジュールコネ 
クタ （ DIMM _3) 

8 フロッピードライブコ 
ネクタ （ FLOPPY ) 


3 メモリモジュールコネ 
クタ （ DIMMJI ) 

6 メモリモジュールコネ 
クタ （ DIMM _4) 

9 バッテリーソケット 
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10 

シリアル ATA ドライブ 
コネクタ （ SATA 0) 

11 

シリアル ATA ドライブ 
コネクタ （ SATA 1) 

12 

CMOS ジャンパ 
(CLEAR CMOS ) 

13 

パスワードジャンパ 

( CLEAR _ PW ) 

14 

前面パネルコネクタ 
( F _ PANEL ) 

15 

シリアル ATA ドライブ 
コネクタ （ SATA 4) 

16 

前面 USB コネクタ 
( FJJSB 1) 

17 

シリアル ATA ドライブ 
コネクタ （ SATA 5) 

18 

前面 USB コネクタ 
( FJJSB 2) 

19 

前面 FlexBay 
コネクタ （ FJJSB 3) 

20 

システムフアンコネク 

夕 （ SYS _ FAN 1) 

21 

前面オーディオ 
( F . AUDIO ) 

22 

PCI コネクタ （ PCI 2) 

23 

PCI コネクタ （ PCI 1) 

24 

PCI Expressxl コネクタ 
( PCIE _ X 1) 

25 

PCI Express x 16 
コネクタ （ PCIE _ X 16) 

26 

オーディオコネクタ 

27 

USB ⑵および LAN ⑴ 
コネクタ 

28 

USB コネクタ （2) 

29 

シヤーシフアンコネク 

夕 （ CHASSIS _ FAN ) 

30 

ビデオコネクタ （ VGA ) 

31 

CPU 電源 ( ATX _ CPU ) 
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電源ユニット DC コネクタのピン番号割リ当て 



DC 電源コネクタ P 1 


13141516171819 20 2122 23 24 


回把回回把回回把回回把回 

0LPJ 000 S00LPJ 000 

12 3 4 5 6 7 8 9101112 
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ピン番号 

信号名 

ワイヤの色 

ワイヤのサイズ 

1 

3.3 V 

橙色 

20 AWG 

2 

3.3 V 

橙色 

20 AWG 

3 

RTN 

黒色 

20 AWG 

4 

5 V 

赤色 

20 AWG 

5 

RTN 

黒色 

20 AWG 

6 

5 V 

赤色 

20 AWG 

7 

RTN 

黒色 

20 AWG 

8 

POK 

灰色 

22 AWG 

9 

5 V AUX 

紫色 

20 AWG 

10 

+12 V 

黄色 

20 AWG 

11 

+12 V 

黄色 

20 AWG 

12 

3.3 V 

橙色 

20 AWG 

13 

3.3 V 

橙色 

20 AWG 

14 

-12 V 

青色 

22 AWG 

15 

RTN 

黒色 

20 AWG 

16 

PS_ON 

緑色 

22 AWG 

17 

RTN 

黒色 

20 AWG 

18 

RTN 

黒色 

20 AWG 

19 

RTN 

黒色 

20 AWG 

20 

OPEN 



21 

5 V 

赤色 

20 AWG 

22 

5 V 

赤色 

20 AWG 

23 

5 V 

赤色 

20 AWG 

24 

RTN 

黒色 

20 AWG 
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DC 電源コネクタ P2 


3 

回回 

4 


1 

回回 

2 


ピン番号 

信号名 

18-AWG ワイヤ 

1 


GND 

黒色 

2 


GND 

黒色 

3 


+12 VADC 

黄色 

4 


+12 VADC 

黄色 


DC 電源コネクタ P3、P4、P5、 および P6 
1*^= nj 

imr 

5 43 21 


ピン番号 信号名 18-AWG ワイヤ 


1 

+3.3 VDC 

橙色 

2 

GND 

黒色 

3 

+5 VDC 

赤色 

4 

GND 

黒色 

5 

+12 VBDC 

白色 


DC 電源コネクタ P7 


^>ee<Dj] 

4 3 21 


ピン番号 信号名 22-AWG ワイヤ 


1 

+5 VDC 

赤色 

2 

GND 

黒色 

3 

GND 

黒色 

4 

+12 VADC 

黄色 
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DC 電源コネクタ P 8 


回回回 

4 5 6 


ピン番号 

信号名 

22 -AWG ワイヤ 

1 

+12 VADC 

白色 

2 

+12 VADC 

白色 

3 

+ 12 VADC 

白色 

4 

GND 

黒色 

5 

GND 

黒色 

6 

GND 

黒色 


メモリ 

システム基板にメモリモジュールを取り付けることで、コンピュータメモ 
リを増やすことができます。コンピュータは、 DDR 2 メモリをサポートし 
ています。お使いのコンピュータに対麻するメモリの種類については、 

189ページの「メモリ」を参照してください。 

〇注意： ECC またはバッファ付きのメモリモジュールは装着しないでくだ 
さい。バッファなしの非 ECC メモリのみがサボートされています。 


256MB2RXXXXX E 1 

!■■■ MIJW 
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メモリの取り付けガイドライン 

• DIMM コネクタには、最初にコネクタ DIMMJI と DIMM _3、 次にコ 
ネクタ DIMM _2 と DIMM _4 というように番号順に DIMM を取り付 
けます。 

DIMM を1枚だけ取り付ける場合は、コネクタ DIMMJ に取り付け 
る必要があります。 

• 最高のパフォーマンスを実現するには、メモリモジュールは必ず 
同じメモリサイズ、同じ速度、および同じテクノロジのもの 
を2枚1組のペアで取り付ける必要があります。メモリモジュール 
を同一仕様のペアで取り付けていない場合、コンピュータは動作し 
ますが、性能がやや低下します。モジュールのラベルを見て、 
モジュールの容量を確認してください。たとえば、 DDR 2 533 MHZ 、 
DDR 2 667 MHz 、 800 MHz のメモリのペアを組み合わせて装着した 
場合は、装着したモジュールの5ち、遅い方の速度で動作します。 



1 ペア A: コネクタ DNVIMJ およ 
び DIMM_3 に同じメモリモジ 
ュールのペア 


2 ペア B: コネクタ DIMM_2 およ 
び DIMM_4 に同じメモリモ 
ジュールのペア 
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o 注意：メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリモ 

ジュールを取り外した場合、新しいモジュールがデルから購入されたもの 
であっても、お持ちの新しいモジュールとは別に保管してください。でき 
れば、新しいメモリモジュールと元のメモリモジュールはペアにしないで 
ください。ペアにすると、コンピュータが正常に起動しないことがあり 
ます。元のメモリモジュールは、 DIMM コネクタ1と3、または DIMM コネ 
クタ2と4のいずれかにペアで装着する必要があります。 

◎ メモ：デルからご購入されたメモリは、お使いのコンピュータの保証に 
含まれます。 

メモリの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

A 警告：メモリを取リ付ける前に PCIExpressX 16 カードを取リ外す必要があ 
IJ ます。132ページの「カード」を参照してください。 

〇注意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、 0 
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2 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押します。 



3 メモリモジュールの底面の切り込みを、コネクタ内のクロスパーに 
合わせます。 



1 切り欠き （2) 2 メモリモジュール 

3 切り込み 4 クロスバ— 

〇注意：メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に 
力を加えて、モジュールをコネクタに向けてまっすぐ下へ揷入します。 
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4 メモリモジュールをカチッと所定の位置に収まるまで、しっかりと 
押し込みます。 

モジュールを正しく挿入すると、固定クリップはモジュール両端の 
切り欠きにカチッと収まります。 



5 PCI Express x 16 カードを取り付けます。132ページの「カード」 
を参照してください。 

6コンピュータカパーを取り付けます。 

〇注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータおよびデパイスをコンセントに接続して、電源を入 
れます。 


8マイコンピュータアイコンを右クリックし、プ□パティをクリック 
します。 

9全般タブをクリックします。 

10表示されているメモリ ( RAM ) の容量を確認して、メモリが正しく 
装着されているか確認します。 
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メモリの取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

A 警告：メモリを取リ外す前に PCI Express X 16 力ードを取リ外す必要があリ 
ます。132ページの「カード」を参照してください。 

〇 注意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押し開き 
ます。 


3 メモリモジュールの端をつかんで引き上げます。 

4 PCI Express x 16 力ードを取り付けます。132ページの「力ード」 

を参照してください。 

力ード 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

〇 注意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 

お使いのコンピュータには、 PCI カードおよび PCI Express カード用に以下 
のス□ットが用意されています。 

• PCI Express x 16 カードスロ ット1個 （ SL 0 T 1) 

• PCI Express xl カードス□ット1個 ( SL 0 T 2) 

• PCI カードスロット2個 （ SLOT 3、 SLOT 4) 

カードス□ットの位置は、122ページの「システム基板のコンポーネン 
卜」を参照してください。 
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PCI および PCI Express カード 

お使いのコンピュータは、 PCI カード2枚 、 PCI Express xl 6カード1枚、 
および PCI Express xl 力ード1枚に対麻しています。 



• カードの取り付けや交換を行5場合には、次項の手順に従います。 

• カードの交換ではなく取り外しを行5場合は、139ページの 
rPCI/PCI Express カードの取り外し」を参照してください。 

• カードを交換する場合は、現在のカード用のドライパを 0 S から削除 
します。 


PCI/PCI Express カードの取り付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します。119ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照してください。 



部品の取り外しと取り付け I 133 




























3 カード固定ブラケットを固定しているネジを外します。 

4カード固定ブラケットを引き上げて取り外し、安全な場所に置いて 
おきます。 

5新しいカードを取り付ける場合は、プラスドライパの先端を簡易金 
属板のス□ットに合わせ、ドライパを外側に回転させて金属板を破 
ります。 


6既にコンピュータに取り付けられているカードを交換する場合は、 
カードを取り外します。 

必要に麻じて、カードに接続されたケープルを外します。 

• PCI カードの場合は、カード上部の両端をつかみ、コネクタから 
引き抜きます。 


• PCI Express 力ードの場合は、固定タブを引っ張り、カード上部 
の両端をつかみ、コネクタから引き抜きます。 

■ メモ： 取り付ける力ードの位置は、図とは異なる場合があります。 

7カードを取り付ける準備をします。 

カードの構成、内部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせ 
たカードのカスタマイズの情報については、カードに付属している 
マニュアルを参照してください。 

A 警告：ネットワークアダプタの中には、ネットワークに接続すると自動 
的にコンピュータを起動するものがあります。感電を防ぐため、カードを 
取り付ける前に必ず、コンピュータの電源プラグをコンセントから抜いて 
おいてください。 
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カードをコネクタに置き、しっかりと押し下げます。カードがス 
□ットにしっかりと装着されていることを確認します。 



位置合わせバー 2 完全に装着された 3 完全に装着されていない 

カード カード 

位置合わせガイド5 スロット内のブラ 6 スロットの外側にはみ出した 

ケット ブラケット 


x 16 カードコネクタに PCI Express カードを取り付ける場合は、 
固定ス□ットが固定タブに合うようにしてカードを置きます。 
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10 カードをコネクタに置き、しっかりと押し下げます。カードがス 
□ットにしっかりと装着されていることを確認します。 




1 PCI Expressx 16 力ード 2 固定タブ 3 PCI Expressxl 力ード 

4 PCI Express xl 5 PCI Express x 16 

力ードスロット カードスロット 

11カード固定ブラケットを取り付け、次の点を確認します。 

• ガイドクランプがガイドの切り込みと揃っている。 

• すべてのカードの上部とフイラーブラケットの高さが、 

位置合わせパーと同じ高さに揃っている。 

• カードの上部の切り込みまたはフイラーブラケットが、 

位置合わせガイドと合っている。 
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位置合わせガイド 
カード固定ブラケット 
ガイドの切り込み⑵ 


2 ノィフーブフケット 

5 ネジ 


3 位置合わせバー 
6 ガイドクランプ (2) 


12ネジを取り付けて締め、カード固定ブラケットを固定します。 
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13 必要なすべてのケープルをカードに接続します。 

カードのケープル接続については、カードに付属のマニュアルを参 
照してください。 

〇 注意：力ードケーブルは、力ードの上や後ろ側に配線しないでくだ 

さい。ケーブルを力ードの上に配線すると、コンピュータカバーがきちん 
と閉まらなかつたり、装置が損傷する原因になります。 

〇 注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

14コンピュータカパーを取り付け、コンピュータとデパイスをコンセ 
ントに接続し、電源を入れます。 

15サウンドカードを取り付けた場合は、次の手順を実行します。 

a セットアップユーティリティを起動し （194 ページの「セット 
アップユーティリティ」を参照）、 Onboard Devices (オン 
ポードデパイス）に移動して Integrated Audio (内蔵才一 
ディ オ） を選択し、設定を Off (オフ）に変更します。 

b 外付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続し 
ます。外付けオーディオデバイスを、背面パネルのマイクコネク 
夕、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、またはライン入カコネ 
クタに接続しないでください。22ページの「背面パネルコネク 
夕」を参照してください。 

16アドインネットワークアダプタをインストールしていて、内蔵ネッ 
トワークアダプタを無効にする場合は、次の手順を実行します。 

a セットアップユーティリティを起動し （194 ページの「セット 
アップユーティリティ」を参照）、 Onboard Devices (オン 
ポードデパイス）に移動して Integrated NIC (オンポード 
NIC ) を選択し、設定を Off (オフ）に変更します。 

b ネットワークケープルをアドインネットワークアダプタのコネク 
夕に接続します。ネットワークケープルを背面パネルの内蔵コネ 
クタに接続しないでください。22ページの「背面パネルコネク 
夕」を参照してください。 

17カードのマニュアルの説明に従って、カードに必要なすべてのドラ 
イパをインストールします。 
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PCI/PCI Express カードの取り外し 

1117 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します。119ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照してください。 

3カード固定ブラケットを固定しているネジを外します。 

4カード固定ブラケットを引き上げて取り外し、安全な場所に置いて 
おきます。 

5既にコンピュータに取り付けられているカードを交換する場合は、 
カードを取り外します。 

必要に麻じて、カードに接続されたケープルを外します。 

• PCI カードの場合は、カード上部の両端をつかみ、コネクタから 
引き抜きます。 


• PCI Express カードの場合は、固定タブを引っ張り、カード上部 
の両端をつかみ、コネクタから引き抜きます。 

6カードを取り外したままにする場合は、空のカードス□ット開□部 
にフイラープラケットを取り付けます。 

メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすには、フイラーブラケットを空 
の力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フイラープ 
ラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミから保護できます。 

7カード固定ブラケットを取り付け、次の点を確認します。 

• ガイドクランプがガイドの切り込みと揃っている。 

• すべてのカードの上部とフイラープラケットの高さが、位置合わ 
せパーと同じ高さに揃っている。 

• カードの上部の切り込みまたはフイラープラケットが、位置合わ 
せガイドと合っている。 

8ネジを取り付けて締め、カード固定ブラケットを固定します。 

〇 注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

9コンピュータカパーを取り付け、コンピュータとデパイスをコンセ 
ントに接続し、電源を入れます。 

10カードのドライパを OS から削除します。 


部品の取り外しと取り付け I 139 



11 サウンドカードを取り外した場合は、次の手順を実行します。 

a セットアップユーティリティを起動し （194 ページの「セット 
アップユーティリティ」を参照）、 Onboard Devices (オン 
ポードデパイス）に移動して Integrated Audio (内蔵オー 
ディオ）を選択し、設定を On (オン）に変更します。 

b 外付けオーディオデパイスをコンピュータの背面パネルのオー 
ディオコネクタに接続します。22ページの「背面パネルコネクタ」 
を参照してください。 

12アドインネットワークコネクタを取り外した場合は、次の手順を実 

行します。 

a セットアップユーティリティを起動し （194 ページの「セット 
アップユーティリティ」を参照）、 Onboard Devices (オン 
ポードデパイス）に移動して Integrated NIC (オンボード 
NIC ) を選択し、設定を On (オン）に変更します。 

b ネットワークケープルをコンピュータ背面パネルの内蔵コネクタ 
に接続します。22ページの「背面パネルコネクタ」を参照して 
ください。 


べゼル 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを 
必ずコンセントから抜いてください。 
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べゼルの取り外し 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 



3べゼルグリップを一度に1つずつつかんで引き上げ、前面パネルか 
ら外します。 

4べゼルを前に倒すよ〇にしてコンピュータの前面から外し、 

3つのべゼルクランプをべゼルインサートから外します。 

5べゼルを安全な場所に置いておきます。 
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べゼルの取り付け 

1べゼルクランプをべゼルインサートに合わせ、挿入します。 



1べゼルグリップ (3) 2 べゼル 3 べゼルクランプ (3) 

4クランプインサート （3) 5 コンピュータの背面 

2べゼルをコンピュータの方向に起こして、前面パネルの所定の位置 
にカチッと固定します。 
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ドライブ 

このコンピュータでは、次のデパイスの組み合わせをサボートして 
います。 

• シリアル ATA ハードドライプを2台まで 

• オプションのフロッピードライブまたはオプションのメディアカー 
ドリーダーを1台 

• オプティカルドライブを2台まで 



1オプティカルドラ 2オプションのオプ 3フロッピードライブまたはメ 


イプ 

4オプションのハー 
ドドライプ 


ティカルドライブ 
ハードドライブ 


ディアリーダー 
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推奨するドライブケープルの接続 

• シリアル ATA ハードドライプをシステム基板上の rSATAOJ または 
rSATAIJ とラベル表示されたコネクタに接続します。 

• シリアル ATA CD または DVD ドライブは、システム基板上の 
「 SATA 4」 または rSATA 5 J とラベル表示されているコネクタに接続 
します。 

ドライブケーブルの接続 

ドライプを取り付ける場合は、2本のケープル （ DC 電源ケープルとデー 
タケープル）をドライブの背面に接続します。 



電源ケーブル 


電源入カコネクタ 
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ドライブインタフェースコネクタ 

ドライブケープルコネクタは、正しく接続されるよ〇に設計されてい 
ます。接続する前に、ケープルのケープルコネクタキーとドライプを正し 
い向きに合わせます。 



1 インタフェースケー プル 2 インタフェース コネクタ 

ドライブケーブルの接続と取り外し 

シリアル ATA データケープルを接続または取り外す場合は、プルタブを 
使用してケープルを外します。 

シリアル ATA インタフェースコネクタは、正しく接続されるよ〇に設計 
されています。つまり、片方のコネクタに切り込みや欠けたピンがあり、 
も〇—方のコネクタにあるつめや塞がれたピン穴と一致するよ〇になって 
います。 

ハードドライブ 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

/!\警告：感電防止のため.カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを 
必ずコンセントから抜いてください。 

注意：ドライプへの損傷を防ぐため、ドライプを硬い所に置かないでく 
ださい。ドライプは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のある 
ものの上に置いてください。 

注意：残しておきたいデータを保存しているハードドライプを交換する 
場合は、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

ドライプのマニュアルを参照して、ドライプの設定がお使いのコンピュー 
夕に合っていることを確認します。 
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ハードドライプの取 y 外し 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3電源ケーブルとデータケーブルをドライブから外します。 

4システム基板からデータケープルを外します。 



1ハードドライプ 2 電源ケープル 3 シリアル ATA データ 

ケープル 

4 システム基板コネクタ 5 ネジ (4) 

5ハードドライプを固定している4本のネジを外します。 

〇注意： ハードディスクの回路基板アセンブリはこの部分が保護されてい 
ないため、ドライバでネジ穴に傷をつけないように注意してください。 
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6 コンピュータの正面からドライプを引き出します。 

7このドライプを取り外すとドライプ構成が変わる場合は、変更をセッ 
トアップユーティリティに反映させる必要があります。コンピュータ 
の再起動時にセットアップユーティリティを起動し （194 ページの 
「セットアップユーティリティ」を参照)、セットアップユーティリ 
ティの Drives ( ドライプ)セクションに移動して、 Drive 0 through 
3(ドライブ〇〜 3) の下で Drive ( ドライプ)を正しい構成に設定 
します。 

8コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

9コンピュータおよびその他のデパイスをコンセントに接続します。 

ハードドライプの取り付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3ドライプのマニュアルを参照して、ドライプの設定がお使いのコン 
ピュータに合っていることを確認します。 


4ハードドライプをハードドライブベイに挿入します。 
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5 ハードドライブの4つのネジ穴をハードドライブベイのネジ穴と揃 
えます。 



1ハードドライブ 2 電源ケーブル 

4システム基板コ 5 ネジ (4) 

ネクタ 


3 シリアル ATA データ 
ケーブル 

6 ハードドライブベイの 
ネジ穴⑷ 


6 4本のネジを取り付けて締め、ハードドライプを固定します。 

7電源ケーブルとデータケーブルをドライブに接続します。 

8データケープルをシステム基板に接続します。 

9すべてのケーブルが正しく接続され、固定されているか確認します。 
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10 コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

〇注意： ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 

ワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込み 
ます。 

11コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れ 
ます。 


12ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につ 
いては、ドライプに付属のマニュアルを参照してください。 

13ドライブ構成の変更については、セットアップユーティリティで確 
認してください （194 ページの「セットアップユーティリティの起 
動」を参照)。 


セカンドハードドライプの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを 
必ずコンセントから抜いてください。 

〇注意： ドライプへの損傷を防ぐため、ドライプを硬い所に置かないでく 
ださい。ドライプは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のある 
ものの上に置いてください。 

◎ メモ： 追加ドライプ用の予備のネジは、最初にコンピュータを購入され 
た時には同梱されていませんが、追加のドライプに付属しています。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3ドライブのマニュアルを参照して、ドライプの設定がお使いのコン 
ピュータに合っていることを確認します。 

4セカンドハードドライプをセカンドハードドライブベイに挿入し 
ます。 
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5 セカンドハードドライブの4つのネジ穴をセカンドハードドライブ 
ベイのネジ穴と揃えます。 



1セカンドハードドライ 2 電源ケーブル 3 シリアル ATA データ 

プ(オプション） ケープル 

4 システム基板コネクタ 5 ネジ (4) 6 ハードドライブベイの 

ネジ穴⑷ 

6 4本のネジを取り付けて締め、ハードドライプを固定します。 

7電源ケープルとデータケープルをドライプに接続します。 

8データケープルをシステム基板に接続します。 

9すべてのケーブルが正しく接続され、固定されているか確認します。 
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10 コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

〇注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 

ワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込み 
ます。 

11コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れ 
ます。 


12ドライプの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につ 
いては、ドライプに付属のマニュアルを参照してください。 

13ドライブ構成の変更については、セットアップユーティリティで確 
認してください （194 ページの「セットアップユーティリティの起 
動」を参照)。 

フロッピードライブ 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを 
必ずコンセントから抜いてください。 

■ メモ： フロッピードライプを追加する場合は、 153 ぺージの「フロッピー 
ドライプの取り付け」を参照してください。 

フロッピードライブの取リ外し 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、 。 

2コンピュータカバーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 
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3 べゼルを取り外します (141 ページの「ベゼルの取り外し」 
を参照)。 



1フロッピードライブ 2 データケー プル 3 電源ケープル 

4システム基板コネクタ 5 ネジ （2) 

4電源ケープルとデータケープルをフ□ッピードライプの背面から外 
します。 

メモ： PCI Expressx 16 力ードを取り付けた場合は、フロッピードライプコ 
ネクタがこの力ードで隠れることがあります。フロッピードライプケープ 
ルを外す前にこの力ードを取り外してください （139 ぺージの 「 PCI/PCI 
Express 力ードの取り外し」を参照）。 

5システム基板からデータケープルを外します。 

6フロッピードライプを固定している2本のネジを外します。 
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7 コンピュータの正面からフロッピードライプを引き出します。 

8ドライプを取り付けない場合は、ドライプべイカパーを取り付け 
ます （157 ページの「フロッピードライプべイカパーの取り付け」 
を参照)。 

9コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

10コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れ 
ます。 


11ディスケットドライブのオプションの変更については、セットアッ 
プユーティリティで確認してください （194 ページの「セットアッ 
プユーティリティの起動」を参照)。 

フロッピードライブの取リ付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3べゼルを取り外します (141 ページの「べゼルの取り外し」 

を参照)。 
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154 


元のフロッピードライブを取り付けなおすのではなく、新しいフ 
□ッピードライブを取り付ける場合は、プラスドライパの先端を簡 
易金属板のス□ットに合わせ、ドライパを外側に回転させて金属板 
を破ります。 



フロッピードライプを FlexBay ス□ットの所定の位置に慎重に挿入 
します。 

フロッピードライブのネジ穴を FlexBay のネジ穴と揃えます。 

2本のネジを締めてフ□ッピードライブを固定します。 

電源ケープルとデータケープルをフ□ッピードライプに接続します。 
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9 データケーブルのも0_方の端をシステム基板上の 「 FLOPPY 」 と表 
示されたコネクタに接続し （122 ページの「システム基板のコン 
ポーネント」を参照)、ケーブルをエアフローカパーのクリップに通 
して配線します。 



1フロッピードライブ 2 デ—タケ—プル 3 電源ケープル 

4 システム基板コネクタ 5 ネジ （2) B フロッピードライプの 

ネジ穴 

10すべてのケーブル接続を確認します。ファンや冷却孔など空気の循 
環の妨げにならないよ〇にケープルをまとめておきます。 

11べゼルを取り付けます （142 ページの「べゼルの取り付け」 

を参照)。 
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12 コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

〇注意： ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

13コンピュータおよびデパイスをコンセントに接続して、電源を入れ 
ます。 

ドライプの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につ 
いては、ドライプに付属のマニュアルを参照してください。 

14セットアップユーティリティを起動し （194 ページの「セットアッ 
プユーティリティ」を参照)、該当する Diskette Drive (ディス 
ケットドライブ）オプションを選択します。 

15 Dell Diagnostics を実行して、コンピュータが正しく動作することを 
確認します (97 ページの 「Dell Diagnostics 」 を参照)。 


FlexBay の簡易金属板の取リ外し 



プラスドライバの先端を簡易金属板のス□ットに合わせ、ドライバを外側 
に回転させて金属板を破ります。 
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フロッピードライブベイカバーの取り付け 


2 



1 ドライプべイカパー（オプション） 2コンピュータの背面 

ドライブべイカパーをフロッピードライブの空きスロットの両端に合 
わせ、押し込みます。ドライブベイカバーは所定の位置にロックされます。 

メモ ： FCC 規格に準拠するには、 コン ピュータからフロッピードライブを 
取り外した場合は必ずドライプベイカバーを取り付けることをお勧め 
します。 
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メディアカードリーダー 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い. 
本項の手順を開始してください。 

^警告：感電防止のため.カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを 
必ずコンセントから抜いてください。 

メディアカードリーダーの取り外し 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3べゼルを取り外します¢141ページの「べゼルの取り外し」 

を参照)。 
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4 FlexBay の USB ケープルと電源ケープルを、メディアカードリー 
ダーの背面と、システム基板の内部 USB コネクタから外します 
(122 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 

5 メディアカードリーダーを固定している2本のネジを外します。 

6コンピュータの正面からメディアカードリーダーを引き出します。 

7 メディアカードリーダーを取り付けない場合は、必要に麻じてドラ 
イプべイカパーを取り付けます。 


8べゼルを取り付けます （142 ページの「ベゼルの取り付け」 

を参照)。 

9コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

10コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入 
れます。 


メディアカードリーダーの取り付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3べゼルを取り外します (141 ページの「べゼルの取り外し」 

を参照)。 

4新しいカードリーダーの場合は、次の手順で取り付けます。 

• ドライプべイカバーを取り外します （156 ページの 「 FlexBay の 
簡易金属板の取り外し」を参照)。 

• メディアカードリーダーをパッケージから取り出します。 

5 メディアカードリーダーを FlexBay ス□ットの所定の位置に慎重に 
挿入します。 

6 メディアカードリーターのネジ穴を FlexBay のネジ穴と揃えます。 

7 2本のネジを締めてメディアカードリーダーを固定します。 

メモ ： FlexBay ケープルを接続する前に、メディアカードリーダーが取り 
付けられていることを確認します。 
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8 FlexBay の USB ケーブルを、メディアカードリーダーの背面と、 
システム基板の内部 USB コネクタに接続します （122 ページの 
「システム基板のコンポーネント」を参照)。 



1メディアカードリーダー 2 デ—タケ—ブル 3 電源ケーブル 

4 システム基板コネクタ 5 ネジ⑵ 6 FlexBay スロットの 

ネジ穴⑵ 

9べゼルを取り付けます （142 ページの「べゼルの取り付け」 

を参照)。 

10コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

11コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を 
入れます。 
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オプティカルドライブ 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため.カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを 
必ずコンセントから抜いてください。 


オプティカルドライプの取り外し 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して 
<ださい。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3べゼルを取り外します (141 ページの「べゼルの取り外し」 

を参照)。 

4オプティカルドライプのデータケープルをシステム基板コネクタか 
ら外します。 

5電源ケープルおよびオプティカルドライプのデータケープルをドラ 
イプの背面から外します。 
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1 オプティカルドライブ 2 データケー プル 3 電源ケープル 

4システム基板コネクタ 5 ネジ (2) 
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6 オプティカルドライプを固定している2本のネジを外します。 

7コンピュータの正面からオプティカルドライプを引き出します。 

8ドライプを取り付けない場合は、ドライプべイカパーを取り付け 
ます （157 ページの「フロッピードライプべイカパーの取り付け」 
を参照)。 

9ドライブパネルを取り付けます （143 ページの「ドライプ」 

を参照)。 

10コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

11コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入 
れます。 


12セットアップユーティリティでドライプを設定します （194 ページ 
の「セツトアップユーティリティの起動」を参照)。 


オプティカルドライプの取 y 付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3べゼルを取り外します (141 ページの「ベゼルの取り外し」 

を参照)。 

4ドライブを所定の位置に慎重に挿入します。 

5オプティカルドライブの4つのネジ穴をオプティカルドライプベイ 
のネジ穴と揃えます。 

6 2本のネジを取り付けて締め、オプティカルドライプを固定します。 
7電源ケーブルとデータケープルをドライプに接続します。 
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8 データケープルをシステム基板のシステム基板コネクタに接続 
します。 



オプティカルドライプ 
システム基板コネクタ 


デ—タケ—プル 
オプティカルドライ 
プベイのネジ穴 （2) 


3 電源ケープル 
6 ネジ⑵ 


9べゼルを取り付けます （142 ページの「べゼルの取り付け」 

を参照)。 

10コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

〇注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 
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11 コンピュータおよびデパイスをコンセントに接続して、電源を入れ 
ます。 

ドライプの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につ 
いては、ドライプに付属のマニュアルを参照してください。 

12セットアップユーティリティを起動し （194 ページの「セットアッ 
プユーティリティ」を参照)、該当する Drive (ドライブ）オプシヨ 
ンを選択します。 

13 Dell Diagnostics を実行して、コンピュータが正しく動作することを 
確認します （97 ページの 「Dell Diagnostics」 を参照)。 

セカンドオプティカルドライプの取り付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3べゼルを取り外します (141 ページの「べゼルの取り外し」 

を参照)。 



4プラスドライパの先端を簡易金属板のス□ットに合わせ、 
ドライパを外側に回転させて金属板を破ります。 

5ドライブを所定の位置に慎重に挿入します。 
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6 オプティカルドライブの4つのネジ穴をオプティカルドライブベイ 
のネジ穴と揃えます。 

7 2本のネジを取り付けて締め、オプティカルドライプを固定します。 
8電源ケーブルとデータケーブルをドライブに接続します。 

9データケープルをシステム基板のシステム基板コネクタに接続 
します。 



1オプティカルドライブ 2 セカンドオプティカ 

ルドライプ 


4電源ケープル 


システム基板コネクタ 


3 デ—タケ—プル 

B オプティカルドライブ 

ベイのネジ穴 （2) 
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10 すべてのケープル接続を確認します。ファンや冷却孔など空気の循 
環の妨げにならないよ〇にケープルをまとめておきます。 

112本のネジを取り付けて締め、オプティカルドライブを固定します。 

12べゼルを取り付けます （142 ページの「べゼルの取り付け」 

を参照)。 

13 コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

〇注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

14 コンピュータおよびデパイスをコンセントに接続して、電源を入れ 
ます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につ 
いては、ドライプに付属のマニュアルを参照してください。 

15 セットアップユーティリティを起動し （194 ページの「セットアッ 
プユーティリティ」を参照)、該当する Drive (ドライブ）オプシヨ 
ンを選択します。 

16 Dell Diagnostics を実行して、コンピュータが正しく動作することを 
確認します （97 ページの 「Dell Diagnostics」 を参照)。 
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オプティカルドライブベイカバーの取り付け 



1 ドライプベイカバー（オプション） 2コンピュータの背面 

オプティカルドライブべイカパーをオプティカルドライブ用の空きス□ッ 
卜の両端に合わせます。ドライブべイカパーが所定の位置にロックされる 
まで押し込みます。 

メモ： FCC 規格に準拠するには、コンピュータからオプティカルドライプ 
を取り外した場合は必ずドライブベイカバーを取り付けることをお勧めし 
ます。 
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バッテリーの交換 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

〇注意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 

コイン型バッテリーは、コンピュータの設定、日付、時刻の情報を保持し 

ます。バッテリーの春命は数年です。コンピュータを起動後に、何度も時 

刻と日付の情報をリセットしなければならないような場合は、バッテリー 

を交換します。 

A 警告：新しいバッテリーは.正しく装着しないと破裂するおそれがあり 
ます。交換するバッテリーは、デルが推奨する型、または同等の製品をご 
利用ください。使用済みのバッテリーは、製造元の指示に従って廃棄して 
ください。 

パッテリーの交換は、次の手順で行います。 

1手順9で正しい設定に戻すことができるように、セットアップユー 
ティリティ画面をすべて記録します （194 ページの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照)。 

2117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

3コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

4バッテリーソケットの位置を確認します （122 ページの「システム 
基板のコンポーネント」を参照)。 

5バッテリーリリースレパーを慎重に押してバッテリーから外すと、 
バッテリーが飛び出します。 
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6 バッテリーの「+」側を上に向けて新しいバッテリーをソケットに挿 
入し、パッテリーを所定の場所にカチッと収めます。 



7コンピュータカバーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

〇注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れ 
ます。 


9セットアップユーティリティを起動して （194 ページの「セット 
アップユーティリティ」を参照)、手順1で記録した設定に戻し 
ます 。 Maintenance (メンテナンス）セクションに移動し 、 Event 
Log (イベントログ）内に表示されているバッテリー容量低下エ 
ラーやバッテリーの交換と関連のあるその他のエラーを消去します。 
10古いパッテリーは適切に廃棄します。 

バッテリーの廃棄に関しては、『製品情報ガイド』を参照してくだ 
さし、 0 
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電源ュニット 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 

〇注意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 

電源ュニッ トの取リ付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3 DC 電源ケープルをシステム基板とドライプから外します。 

DC 電源ケープルをシステム基板およびドライブから取り外す際は、 
コンピュータシャーシ内のタブの下の配線経路をメモしておいてく 
ださい。それらのケープルを再び取り付ける際に、挟まれたり折れ 
曲がったりしないよ〇に、正しく配線する必要があります。 

4電源ユニット側面の固定クリップから、ハードドライブケープル、 
オプティカルドライプのデータケープル、前面パネルリポンケー 
プル、およびその他一切のケープルを外します。 
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5 電源 ユニッ トをコンピュータシャーシの背面に固定している4本の 
ネジを外します。 



1 電源ユニット 2 ネジ⑷ 


6電源 ユニッ トを引き出してシャーシから取り出します。 

7交換用の電源 ユニッ トをコンピュータの後方にスライドさせます。 

8電源 ユニッ トをコンピュータシャーシの背面に固定するネジをすベ 
て取り付けて締めます。 

^警告：これらのネジはシステムのアース処理の要であるため、ネジの付 
け忘れや締め忘れが1本でもあると.感電のおそれがあリます。 

〇注意 ： DC 電源ケープルをシャーシタブの下に配線します。ケープルの損 
傷を防ぐため、ケープルは正しく配線してください。 

9 DC 電源ケープルをシステム基板とドライプに接続します。 
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10 ハードドライブケープル、オプティカルドライプのデータケープル、 
および前面パネルリポンケープルを、電源ユニット側面の固定ク 
リップに固定します。 

■ メモ：ケープルが確実に接続されているかどうか、すべてのケープル接 
続を二重にチェックします。 

11コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

12コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源をオンに 
します。 

13 Dell Diagnostics を実行して、コンピュータが正しく動作することを 
確認します （97 ページの 「Dell Diagnostics 」 を参照)。 

I / O パネル 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため.カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 

A 警告：ヒートシンクアセンブリ、電源ユニット、およびその他のコン 
ポーネントは、システム稼働中は非常に高温になっている場合があり 
ます。コンポーネントが充分に冷えるのを待ってから手を触れるようにし 
てください。 

〇 注意：コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 
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I / O パネルの取 y 外し 

■ メモ：新しい I / O パネルを取り付ける際に正しく元どおりに配線できるよ 
うに、ケープルを取り外す際に配線をすべて書き留めておいてください。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3べゼルを取り外します (141 ページの「ベゼルの取り外し」 

を参照)。 

〇注意： i / o パネルをコンピュータから取り外す際には、細心の注意を払っ 
てください。不注意によってケープルコネクタやケープル配線クリップが 
損傷するおそれがあります。 

4 I / O パネルに接続されているすべてのケーブルをシステム基板から外 
します。 

5 I / O パネルを固定しているネジを外します。 

6 I / O パネルをコンピュータから慎重に取り外します。 



1 I/O パネルクランプ 2 I/O パネル 3 ネジ 

4 ケープル 5 I/O パネルクランプスロット 
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i / o パネルの取 y 付け 

1 I / O パネルをスロット内に置きます。 

〇注意： i / o パネルをコンピュータに挿入する際には、ケープルコネクタや 
ケープル配線クリップに損傷を与えないように注意してください。 

2 I / O パネルクランプを I / O パネルクランプスロットに合わせ、挿入し 
ます。 


3 I / O パネルを固定するネジを取り付けて締めます。 

4ケープルをシステム基板に接続します。 

5べゼルを取り付けます （142 ページの「べゼルの取り付け」 

を参照)。 

6コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

7コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源をオンに 
します。 

8 Dell Diagnostics を実行して、コンピュータが正しく動作することを 
確認します （97 ページの 「Dell Diagnostics 」 を参照)。 

プロセッサフアン 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

警告：感電防止のため.カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 

/!\警告：ヒートシンクアセンブリ、電源ユニット、およびその他のコン 
ポーネントは、システム稼働中は非常に高温になっている場合があり 
ます。コンポーネントが充分に冷えるのを待ってから手を触れるようにし 
てください。 

〇注意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 

メモ： プロセッサファンとヒートシンクで1つの部品です。ファンだけを 
単独で取り外さないでください。 
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プロセッサファン/ヒートシンクアセンブリの取り外し 

〇注意： プロセッサファン/ヒートシンクアセンブリを取り外す際に、ファ 
ンプレードに触れないでください。ファンが損傷するおそれがあります。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3プロセッサファンケーブルをシステム基板から外します （122 ペー 
ジの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 

4プロセッサファン/ヒートシンクアセンブリの上に配線されている 
ケーブルがあれば、アセンブリの上を通らないよ〇に慎重に移動し 
ます。 


5プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリを固定している4本の 
拘束ネジを緩め、アセンブリをまっすぐに持ち上げます。 

A 警告：プラスチックシールドが取り付けられていても、ヒートシンク 
フアンアセンブリは.システム稼働中に非常な高温になることがあり 
ます。アセンブリは.時間を置いて冷たくなってから触れてください。 



1 拘束ネジ (4) 2 プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリ 

。メモ： お使いのコンピュータのプロセッサフアン/ヒートシンクアセンプ 
リは、図のイラストと異なる場合があります。 
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プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリの取 y 付け 

〇注意： フアンを取り付ける際には、システム基板とフアンの間のワイヤ 
をはさまないように注意してください。 

1プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリの拘束ネジをシステム基 
板上の金属ネジ穴の突起 （4 個）に合わせます。 



1 拘束ネジ⑷ 2 プロセッサファン/ヒートシンクアセンブリ 

。メモ：お使いのコンピュータのプロセッサファン/ヒートシンクアセンプ 
リは、上図のイラストと異なる場合があります。 

2 4本の拘束ネジを締めます。 

D メモ：プロセッサファン/ヒートシンクアセンブリが正しくしっか 
りと固定されたことを確認します。 

3プロセッサファン/ヒートシンクアセンブリケープルをシステム基板 
に接続します （122 ページの「システム基板のコンポーネント」 

を参照)。 

4コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

5コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源をオンに 
します。 
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プロセッサ 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

プロセッサの取 y 外し 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

A 警告：プラスチックシールドが取り付けられていても.ヒートシンクア 
センプリは、システム稼働中に非常な高温になることがあります。アセン 
プリは、時間を置いて冷たくなってから触れてください。 

3プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリをコンピュータから取り 
外します （176 ページの「プロセッサフアン/ヒートシンクアセンプ 
リの取り外し」を参照)。 

〇注意：プロセッサを交換する際には、新しいプロセッサに新しいヒート 
シンクが必要な場合を除いて、元のヒートシンクアセンブリを再利用して 
ください。 
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4 プロセッサリリースレバーのフックの端を指で押し下げ、フックを 
固定しているタブから外します。 



1 プロセッサカバー 2 プロセッサ 

3 ソケット 4 リリースレバ— 

〇 注意： プロセッサを交換する際には、ソケット内のどのピンにも触れな 
いでください。また、ソケット内のピンの上に物が落ちたり異物が挟まつ 
たりしないように注意してください。 

5プロセッサを慎重にソケットから取り外します。 

ソケットにすぐに新しいプロセッサを取り付けられるよ〇に、 

リリースレパーを外したままにしておきます。 


部品の取り外しと取り付け I 179 






プロセッサの取 y 付け 

Q 注意： コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体から 
静電気を逃がしてください。 

Q 注意： プロセッサを交換する際には、ソケット内のどのピンにも触れな 
W いでください。また、ソケット内のピンの上に物が落ちたり異物が挟まっ 
たりしないように注意してください。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2プロセッサの底部に触れないように注意しながら、新しいプ□セッ 
サをパッケージから取り出します。 

〇注意： コンピュータの電源を入れる際にプロセッサとコンピュータ 
に修復できない損傷を与えることを避けるため、プロセッサをソケットに 
正しく装着してください。 

3ソケット上のリリースレパーが完全に開いていない場合は、その位 
置まで動かします。 

4プロセッサの前後にある位置合わせ切り込みを、ソケットの前後に 
ある位置合わせ切り込みに合わせます。 

5プロセッサとソケットの1番ピンの角を合わせます。 

Q 注意： 損傷を防ぐために、プロセッサとソケットの位置合わせを正確に 
W 行って、プロセッサの取り付け時に無理な力を加えないように注意してく 
ださい。 

6プロセッサをソケット上に静かにセットし、プロセッサが正しく置 
かれていることを確認します。 

7プロセッサがソケットに完全に収まったら、プロセッサカパーを閉 
じます。 

プロセッサカパーのタブが、ソケットのセンターカパーラツチの下 
にあることを確認します。 
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8 ソケットリリースレバーを回転させながらソケットの元の位置には 
め込み、プロセッサを固定します。 


2 



1プロセッサカバー 
4プロセッサソケット 

7前面の位置合わせ 
切り込み 


2タブ 

5センターカバーラッチ 

8プロセッサの1番ピン 
インジケータ 


3プロセッサ 
6リリースレバー 

9背面の位置合わせ切 
り込み 


9 ヒートシンク底面に塗ってあるサーマルグリースをきれいに拭き取 
ります。 

Q 注意：新しいサーマルグリースを塗ります。新しいサーマルグリー 
W スは、十分なサーマルボンディングを保証する上できわめて重要です。 
サーマルボンディングはプロセッサの最適な動作に欠かせません。 
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10 プロセッサの上面にサーマルグリースを新たに塗布します。 

11プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリを取り付けます 
(177 ページの「プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリの 
取り付け」を参照)。 

© 注意： プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリが正しくしっかりと固 
定されたことを確認します。 

12コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 


シャーシフアン 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 

A 警告：ヒートシンクアセンブリ、電源ユニット、およびその他のコン 
ポーネントは、システム稼働中は非常に高温になっている場合があり 
ます。コンポーネントが充分に冷えるのを待ってから手を触れるようにし 
てください。 

〇注意： コンピュータ内の部品の静電気による損傷を防ぐため、コン 

ピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。 
コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れることにより、 
身体の静電気を除去することができます。 
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シャーシフアンの取り外し 

〇注意：シャーシファンを取り外す際に、ファンプレードに触れないでく 
ださい。ファンが損傷するおそれがあります。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さい。 



1 ネジ （4) 2 シャーシファン 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3シャーシファンを固定している4本のネジを取り外します。 

4シャーシフアンをコンピュータの前方にスライドさせて取り出 
します。 
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シャーシフアンの取 y 付け 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さい。 



1 ネジ （4) 2 シャーシファン 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3シャーシファンをコンピュータの後方にスライドさせます。 

4シャーシフアンを固定する4本のネジを締めます。 
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システム基板 


システム基板の取 y 外し 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 

A 警告：ヒートシンクアセンブリ、電源ユニット、およびその他のコン 
ポーネントは、システム稼働中は非常に高温になっている場合があり 
ます。コンポーネントが充分に冷えるのを待ってから手を触れるようにし 
てください。 

〇注意： コンピュータ内部の部品に触れる前に、コンビュータ背面の金属 
部など塗装されていない金属面に触れて、身体の静電気を除去してくだ 
さい。作業中も、定期的に塗装されていない金属面に触れて、内蔵コン 
ポーネントを損傷するおそれのある静電気を逃がしてください。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 

3システム基板に取り付けられているアドインカードがあれば、 

すべて取り外します （132 ページの「カード」を参照)。 

4プロセッサとヒートシンクアセンブリを取り外します （176 ページ 
の「プロセッサフアン/ヒートシンクアセンブリの取り外し」 

を参照)。 


5 メモリモジュールを取り外します （132 ページの「メモリの取り外 
し」を参照)。システム基板を取り付けた後でメモリモジュールを同 
じ場所に取り付けることができるように、各メモリソケットからど 
のメモリモジュールを取り外したかを記録しておきます。 

6システム基板からすべてのケープルを外します。新しいシステム基 
板を取り付けた後で正しく元どおりに配線できるよ〇に、ケープル 
を取り外す際に配線をすべて書き留めておいてください。 

7 8本のネジをシステム基板から取り外します。 

8システム基板を持ち上げて取り出します。 
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システム基板のネジ 


1 ネジ (8) 2 システム基板 

両者を比較して同一であることを確認するために、取り外したシステム基 
板アセンブリを交換用のシステム基板の横に置きます。 
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システム基板の取 y 付け 

1システム基板をシャーシ内に慎重に下ろし、コンピュータの後方に 
スライドさせます。 


2 8本のネジでシステム基板をシャーシに固定します。 


3システム基板から取り外したケープルを取り付けます。 


4プロセッサとヒートシンクアセンブリを取り付けます （180 ページ 
の「プロセッサの取り付け」を参照)。 

〇注意：ヒートシンクアセンブリが正しくしっかりと固定されたことを確 
認します。 

5 メモリモジュールを取り外した時と同じ位置のメモリソケットに取 
り付けます （127 ページの 「 DC 電源コネクタ P 8」 を参照)。 

6システム基板から取り外したアドインカードがあれば、すべて取り 
付けます。 

7コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

8コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源をオンに 
します。 

9 Dell Diagnostics を実行して、コンピュータが正しく動作することを 
確認します (97 ページの 「Dell Diagnostics 」 を参照)。 

コンピュータカバーの 取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

1すべてのケープルが確実に接続され、ケーブルが邪魔にならない揚 
所に束ねられているか確認します。 

2コンピュータの内部に工具や余った部品が残っていないことを確認 
します。 

3コンピュータカパーの底部にあるタブをコンピュータの端にあるス 
□ットに合わせます。 

4コンピュータカパーを押し下げ、カチッと音がするまで、または 
しっかり固定されるまで、コンピュータカパーをコンピュータの前 
方にスライドさせます。 

5カバーが正しく固定されたことを確認します。 
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6 2 本のネジを取り付けて締め、コンピュータカバーを固定します。 


1 


1 コンピュータカバーの タブ 2 スロット 

3 コンピュータカバー 4 コンピュータの正面 

7コンピュータを縦置きにします。 

〇注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

〇注意：システムの通気孔がどれもふさがれていないことを確認します。 
ふさがれていると、過熱によつて重大な問題が発生するおそれがあ 
ります。 
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付録 


仕様 


プロセッサ 

プロセッサタイプ 

Intel ® Core ™ 2 Quad プロセッサ。 

最大速度 1333 MHz の FSB 

Intel ® Pentium ® デュアルコアプロセッサ 

L 2 (レベル 2) キャッシュ 

512 KB 以上のパイプラインパースト、8ウェイ 
セットアソシェイティプ、ライトパック SRAM 

メモリ 

タイプ 

667 MHz 、 800 MHz の DDR 2 SDRAM 

メモリコネクタ 

4個 

メモリ容量 

512 MB 、 1 GB または 2 GB 

最小メモリ 

1 GB 

最大搭載メモリ 

4 GB 

◎ メモ： Intel Core 2 Quad プロセッサは独自のアーキテクチヤを持つため、 
プロセッサをアップグレードする場合は、システム基板と電源 ユニット 
も一緒に交換する必要があります。 

コンピュータ情報 

チップセット 

ICH 9 および Intel G 33 

RAID のサポート 

RAID 1 (ミラーリング） 

DMA チヤネル 

7 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ （ NVRAM ) 

16 Mb 

NIC 

10/100 通信が可能なオンボード NIC 

ビデオ 

タイプ 

Intel オンボードビデオ 
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オーディオ_ 

タイプ Realtec ALC 888 (7.1 チヤネルオーデイオ） 


拡張バス_ 

パスのタイプ 


バス速度 


PCI 


コネクタ 

コネクタサイズ 

コネクタデータ幅 
(最大） 

PCI Express 

コネクタ 

コネクタサイズ 

コネクタデータ幅 
(最大） 

PCI Express 

コネクタ 

コネクタサイズ 

コネクタデータ幅 
(最大） 


PCI 2.3 

PCI Express 1 .OA 
SATA 1.0 および 2.0 
USB 2.0 

PCI 133 MB / 秒 
PCI Express 

xl ス□ット双方向速度- 500 MB / 秒 
xl 6スロット双方向速度- 8 GB / 秒 

SATA :1.5 Gbps および3.0 Gbps 

USB : 高速480 Mbps 、 12 Mbps 最高速度、 

1.2 Mbps 低速 


2個 

124ピン 
32ビット 


xl 、 1個 
36ピン 

PCI Express レーン X 1 


x 16、 1個 
164ピン 

PCI Express レーン X 16 
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ドライブ 

外部アクセス可能 

3.5 インチドライプベイ （ FlexBay ) 1つ 

5.25 インチドライプベイ2つ 

内部アクセス可能 

3.5 インチドライプベイ2つ 

利用可能なデパイス 

3.5 インチ SATA ハードドライプ2台および 5.25 
インチ SATA CD - ROM 、 CD - RW 、 DVD - ROM 、 
DVD +/- RW 、 まだはコンボドライプ 2 台 
(オプション） 3.5 インチフロッピードライプ 
(オプション）まだはメディアカードリーダー 
(オプション ） 1台 

コネクタ 

外付けコネクタ 


ビデオ 

15ピンコネクタ（メス） 

ネットワークアダプタ 

RJ -45 コネクタ 

USB 

USB 2.0 対®コネクタ 

(前面パネルと背面パネルに各4個） 

オーディオ 

7.1 対応のコネクタ6個 

システム基板コネクタ 


シリアル ATA 

7ピンコネクタ4個 

内蔵 USB デバイス 

10ピンコネクタ2個 （ USB ボート4個をサボート） 

フロッピードライプ 

34ピンコネクタ1個 

プロセッサフアン 

4ピンコネクタ1個 

シャーシフアン 

3ピンコネクタ1個 

PCI 2.3 

124ピンコネクタ2個 

PCI Express xl 

36ピンコネクタ1個 

PCI Express x 16 

164ピンコネクタ1個 

前面パネルコント□ール 

10ピンコネクタ1個 

前面パネル USB 

10ピンコネクタ2個 

前面パネルオーディオ 
HDA ヘッダー 

10ピンコネクタ1個 
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コネクタ 

プロセッサ 

775ピンコネクタ1個 

メモリ 

240ピンコネクタ4個 

電源12 V 

4ピンコネクタ1個 

電源 

24ピンコネクタ1個 

ボタンとライト 

コンピュータの正面 


電源ボタン 

押しボタン 

電源ライト 

青色のライトー青色の点滅はスリープ状態です。 
青色の点灯は電源投入状態です。 


黄色のライトー黄色の点滅はシステム基板に問題 
があることを示します。システムが起動しなし、揚 
合の黄色の点灯は、システム基板が初期化を開始 
できないことを示します。その場合は、システム 
基板まだは電源ユニットに問題が発生してし\る可 
能性があります （82 ページの「電源の問題」 

を参照)。 

ドライブアクティビティ 
ライト 

青色のライトー青色の点滅は、コンピュータが 
SATA ハードドライプまだは CD / DVD との間で 
データの読み書きを行っていることを示します。 

コンピュータの背面 


リンク保全ライト 
(内蔵ネットワー 
クアダプタ上） 

緑色のライトーネットワークとコンピュータが正 
しく接続されていることを示します。 

オフ（消灯）_コンピュータがネットワークへの 
物理的な接続を検出していません。 

ネットワークアクティビ 

黄色の点滅ライト 


ティライト（オンボード 
ネットワークアダプタ上) 
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電源 


DC 電源ユニット 


ワット数 

300 W まだは350 W 

最大熱消費 

300 W の電源 ユニッ トの揚合： 162 WMHD 

350 W の電源 ユニッ トの揚合：188 W MHD 
メモ： 熱消費は電源 ユニッ トの ヮッ ト数定格に 
基づいて算出したものです。 

電圧（重要な電圧設定 
情報については、『製品 
情報ガイド』の安全に 
お使いいただ<ための 
注意を参照してくだ 
さい 。) 

AC 115/230 V 、50/60 Hz 、7 A /4 A 

コイン型バッテリー 

3 VCR 2032 コイン型リチウムバッテリー 

サイズと重量 

縦幅 

36.2 cm 

横幅 

17.0 cm 

奥行 

43.5 cm 

重量 

12.7 kg 

環境 

温度 


動作時 

10 〜 35 °G 

保管時 

-40 ~ 65 °C 

相対湿度 

20 〜 80 パーセント（結露しないこと） 

最大振動 


動作時 

0.0002 G 2 / Hz で5〜350 Hz 

保管時 

0.001〜0.01 G 2 / Hz で5〜500 Hz 

最大耐久衝撃 


動作時 

パルス持続時間2ミリ秒 +/- 10パーセントで40 G 
+/-5パーセント （51 cm / 秒に相当） 
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璟境（続き）_ 

保管時 パルス持続時間2ミリ秒 +/- 10パーセントで 

105 G +/- 5パーセント （127 cm / 秒に相当） 

高度 

動作時 -15.2 〜3,048 m 

保管時 -15.2 〜10,668 m 


セットアップユーティリティ 

概要 

セットアップユーティリティは以下の場合に使用します。 

• ハードウエアを追加、変更、取り外した後に、システム設定情報を 
変更する場合 

• ユーザーパスワードなどユーザー選択可能オプションを設定または 
変更する場合 

• 現在のメモリの容量を調べたり、取り付けられたハードドライプの 
種類を設定する場合 

セットアップユーティリティを使用する前に、セットアップユーティリ 
ティ画面情報を後で参照できるよ〇にメモしておくことをお勧めします。 

〇注意： コンピュータに関する知識が十分でない場合、このプログラムの 
設定を変更しないでください。設定を間違えるとコンピュータが正常に動 
作しなくなる可能性があります。 

セットアップユーティリティの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELL ロゴが表示されたら、 F 2 を押すよう促すプ□ンプトが表示さ 
れるのを注意して待ってください。 

3 F 2 プロンプトが表示されたら、すぐに < F 2> を押します。 

メモ： F 2 プロンプトは、キーボードが初期化されたことを示します。 

このプロンプトは短時間しか表示されない場合があるので、プロンプトの 
表示に注意して < F 2> を押す必要があります。プロンプトが表示される前 
に < F 2> を押しても、キーは機能しません。 
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4 キーを押すタイミングが遅れて OS のロゴが表示されてしまったら、 
Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるまで待ちます。 
次にコンピュータをシャットダウンして （118 ページの「コン 
ピュータの電源を切る方法」を参照）も〇—度やりなおしてみます。 

セットアップユーティリテイ画面 

セットアップユーティリティ画面には、お使いのコンピュータの現在の 
(または変更可能な）設定情報が表示されます。画面の情報は、以下 
の3つの領域に分割されています。オプションのリスト、アクティブな 
オプションのフィールド、キー操作。 


Options List —このフイール 

ドは、セットアップユーティリ 
ティウィンドウの左側に表示さ 
れます。このフィールドは、ス 
クロール付きのボックスで、お 
使いのコンピュータの設定（搭 
載しているハードウェア、省電 
力、およびセキュリティ機能な 
ど）を示す機能を一覧表示し 
ます。 


Option Field — このフイールドに 

は、各オプションの説明が表示され 
ます。このフィールドでは、現在の設 
定を表示したり設定を変更できます。 

左右の矢印キーを使用して、オプショ 
ンをハイライト表示します。選択をア 
クテイプにするには、 < Enter > を押し 
ます。 


上下の矢印キーで、リストを上 
下にスクロールしてください。 
オプションをハイライト表示す 

ると、 Option Field にオプ 

シヨンの詳細、現在の設定、 
および利用可能な設定が表示さ 
れます。 


Key Functions 一 このフイールドは 
Option Field の下に表示され、キー 
に割り当てられた機能をアクティブな 
セツトアップユーティリティフイール 
ド内に一覧表示します。 
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セットアップユーテイリテイのオプション 

メモ：お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスに応じ 
て、本項に一覧表示された項目とは異なる場合があります。 


System Info 

BIOS Info 

BIOS のパージョン番号と日付の情報が表示されます。 

System Inr 〇 

コンピュータ名、およびその他のシステム固有情報な 
どのシステム情報か f 表示されます。 

CPU Info 

コンピュータのプ□セッサがハイノ ースレッディング 
をサポートしているかどうかを識別し、プロセッサパ 
ス速度、プロセッサ ID 、 クロック速度、および L 2 
キャッシュを一覧表示します。 

Memory Inf 〇 

搭載メモリのサイズ、メモリ速度、チャネルモード 
(デュアルまだはシングル)、および搭載メモリのタイ 
プが表示されます。 

Standard CMOS Features 

Date/Time 

現在の日付と時刻の設定が表示されます。 

日付（月：日：年）の形式です。 

SATA Inf 〇 

システム内蔵の SATA ドライプが表示されます 
(SATA -0; SATA -1; SATA -2; SATA -3; SATA -4; SATA -5)。 

SATA HDD Auto- 

Detection 

ハードドライプが接続されている SATA コネクタを自 
動検出します。 

Capacity 

取り付けられているすべての SATA デパイスの総容量。 

Drive A 

None ; 1.44 M , 3.5 in . (デフオルトは 1.44 M , 3.5 in .) 

Halt On 

All Error ; All , But Keyboard . 

(デフォルトは All, But Keyboard ) 
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Advanced BIOS Features 

CPU Feature • Limit CPUID Value -\ Enabled ; Disabled 

(デフオルトは Disabled ) 

• Execute Disable Bit -\ Enabled ; Disabled 
(デフオルトは Enabled ) 

• Virtualization Technology -\ Enabled ; Disabled 
(デフオルトは Enabled ) 

• Core Multi - Processing -\ Enabled ; Disabled 
(デフオルトは Enabled ) 

Boot Up NumLock Off ; On (デフオルトは On ) 

Status 

Boot Device Configuration 

Removable Device USB フロッピードライブなどのリムーバブルデバイス 

Priority のデバイス優先度の設定に使用します。表示される項 

目は、接続されてし、るリムーパプノレデパイスに]®じて 
動的にアップデートされます。 

Hard Disk Boot ハードドライブのデバイス優先度の設定に使用します。 

Priority 表示される項目は、検出されたハードドライブに)®じ 

て動的にアップデートされます。 

First Boot Device Removable ; Hard Disk ; CDROM ; USB - CDROM ; 

Legacy LAN ; Disabled (デフオルトは Removable ) 
Second Boot Device Removable ; Hard Disk ; CDROM ; USB - CDROM ; 

Legacy LAN ; Disabled (デフオルトは Hard Disk ) 
Third Boot Device Removable ; Hard Disk ; CDROM ; USB - CDROM ; 

Legacy LAN ; Disabled (デフオルトは CD - ROM ) 

Boot Other Device Enabled ; Disabled (デフオルトは Disabled ) 

Advanced Chipset Features 

Init Display First PCI Slot , Onboard , PCIEx (デフオルトは PCI Slot ) 

Video Memory Size 1 MB , 8 MB (デフオルトは 8 MB ) 

DVMT Mode FIXED , DVMT (デフオルトは DVMT ) 

DVMT/FIXED 128 MB , 256 MB , MAX (デフオルトは 128 MB ) 

Memory Size 
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Integrated Peripherals 

USB Device Setting • USB Controller — Enabled または Disabled 

(デフォルトは Enabled ) 

• USB Operation Mode — High Speed ; 

Full/Low Speed (デフオルトは High Speed ) 

Onboard FDC Enabled または Disabled (デフオルトは Enabled ) 

Controller 

Onboard Audio Enabled または Disabled (デフオルトは Enabled ) 

Connector 

Onboard LAN Enabled また:は Disabled (デフオルトは Enabled ) 

Connector 

Onboard LAN Boot Enabled または Disabled (デフオルトは Disabled ) 

ROM 

SATA Mode IDE ; RAID ; AHCI (デフォルトは IDE ) 

Power Management Setup 

ACPI Suspend Type SI ( POS ); S 3( STR ) (デフォルトは S 3( STR )) 

Quick Resume Disabled ; Enabled (デフオルトは Disabled ) 

Remote Wake Up On ; Off (デフオルトは On ) 

USB KB Wake-Up Enabled ; Disabled (デフオルトは Disabled ) 

From S3 

Auto Power On Enabled ; Disabled (デフオルトは Disabled ) 

Auto Power On Date 0 
Auto Power On Time 0:00:00 

AC Recovery Off ; On ; Former-Sts (デフオルトは Off ) 

Boot Sequence (起動順序） 

この機能を使って、デバイスの起動順序を変更します。 
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オプション設定 

• Diskette Drive —コンピュータがフ□ッピードライプからの起動 
を試みます。ドライブ内のフロッピーディスタが起動用でない場合、 
フ□ッピーディスタがドライブにない場合、またはフロッピードラ 
イプがコンピュータに取り付けられていない場合、コンピュータは 
エラー メッセージを生成します。 

• Hard Drive —コンピュータはプライマリハ'-ドドライプからの起 
動を試みます。 0 S がドライプにない場合、コンピュータはエラー 
メッセージを生成します。 

• CD Drive — コンピュータは CD ドライプからの起動を試みます。 
ドライプに CD がない場合、あるいは CD に 0 S がない場合、コン 
ピュータはエラーメッセージを生成します。 

• USB Flash Device — USB ポートにメモリデパイスを挿入し、コン 
ピュータを再起動します。画面の右上隅に F12 = Boot Menu と表 
示されたら、 < F 12> を押します。 BIOS がデパイスを認識し 、 USB 
flash オプションを起動メニューに追加します。 

■ メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能である 
必要があります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能 
かどうかを確認してください。 
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一回のみの起動順序の変更 

たとえば、この機能を使って、デルの Drivers and Utilities メディアから 
Dell Diagnostics を実行するだ;めに CD ドライブからコンピュータを起動 
するように設定できます。しかし、診断テストが完了したら、コンピュー 
夕がハードドライプから起動するよう指定します。また、フロッピードラ 
イプ、メモリキー、 CD-RW ドライブなどの USB デパイスからコンピュー 
夕を再起動するときにもこの機能を使用できます。 

メモ： USB フロッピードライプから起動する場合は、まずセットアップ 
ューティリティでフロッピードライプを OFF に設定する必要があります 
(194ページを参照)。 

1 USB デパイスから起動する揚合は、 USB デパイスを USB コネクタに 
接続します。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

3画面の右上角に F2 = Setup, F12 = Boot Menu と表爪され 

たら、 < F 12> を押します。 

キーを押すタイミングが遅れて 0 S のロゴが表示されてしまったら、 
Microsoft Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。デス 
クトップが表示されたら、コンピュータをシャットダウンして操作 
をやり直してください。 

使用可能な起動デパイスをすべて一覧表示した Boot Device Menu 
が表示されます。各デバイスには、横に番号が付いています。 

4 メニューの一番下で、現在の起動のみに使用するデパイスの番号を 
入力します。 

たとえば、 USB メモリキーから起動する場合は 、 USB Flash Device 
(USB フラッシュデパイス）をハイライト表示して < Enter > を押し 
ます。 


メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能である 
必要があります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能 
かどうかを確認してください。 
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次回からの起動順序の変更 

1セットアップユーティリティを起動します （194 ページの「セット 
アップユーティリティの起動」を参照)。 

2矢印キーを使って Boot Sequence (起動順序）メニューオプシヨ 
ンをハイライト表示し、 <Enter> を押してポップアップメニューに 
アクセスします。 

メモ：後で元に戻すこともできるよう、現在の起動順序を控えておき 
ます。 

3デパイスの一覧内を移動するには、上下矢印キーを押します。 

4デパイスを有効または無効にするには、スペースパーを押します 
(有効にしたデパイスにはチェックマークが付いています)。 

5選択したデバイスを一覧の上または下に移動するには、プラス （+) 
またはマイナス（一）を押します。 


忘れたパスワードのクリア 

△ 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い. 
本項の手順を開始してください。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、 0 
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2 コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カパーの取り外し」を参照)。 

3システム基板上の3ピンパスワードコネクタ （ PSWD ) の位置を確 
B 忍します。 

4 2ピンジャンパプラグを2番ピンと3番ピンから外し、1番ピン 
と2番ピンに取り付けます。 

5パスワードがクリアされるまで約5秒お待ちください。 

61番ピンと2番ピンから2ピンジャンパプラグを外し、2番ピン 
と3番ピンに取り付けてパスワード機能を有効にします。 

7コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カパーの取り付け」を参照)。 

〇注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れ 
ます。 


CMOS 設定のクリア 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 
本項の手順を開始してください。 

1117ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してくだ 
さし、。 

◎ メモ： CMOS 設定をクリアするには、コンピュータをコンセントか 
ら外す必要があります。 

2コンピュータカパーを取り外します （119 ページの「コンピュータ 
カバーの取り外し」を参照)。 
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3 次の手順で、現在の CMOS 設定をリセットします。 

a システム基板上の3ピン CMOS ジャンパ （CLEAR CMOS ) の位置 
を確認します （122 ページの「システム基板のコンポーネント」 

を参照)。 

b CMOS ジャンパ （CLEAR CMOS ) の2番ピンと3番ピンから 
ジャンパプラグを外します。 

c ジャンパプラグを CMOS ジャンパ （CLEAR CMOS ) の1番ピン 
および2番ピンに取り付けて、約5秒待ちます。 

d ジャンパプラグを外し、 CMOS ジャンパ （CLEAR CMOS ) 

の2番ピンと3番ピンに取り付けます。 

4コンピュータカパーを取り付けます （187 ページの「コンピュータ 
カバーの取り付け」を参照)。 

〇 注意：ネットワークケープルを接続するには、まずケープルをネット 
ワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込み 
ます。 

5コンピュータとデパイスを電源コンセントに接続し、電源を入れ 
ます。 


BIOS のフラッシュ 

BIOS は、アップデートが利用可能な場合やシステム基板を交換する揚 
合に、フラッシュを行ろ必要があります。 

1コンピュータの電源を入れます。 

2お使いのコンピュータの BIOS アップデートファイルをデルサボート 

サイト support.jp.dell.com で検索してください。 

3 ダウン □ードをクリックしてファイルをダウンロードします。 

4 Export Compliance Disclaimer (輸出に関するコンプライアンス 
の免責事項）ウィンドウが表示されたら、 Yes, I Accept this 
Agreement (同意します）をクリックします。 

File Download (ファイルのダウンロード）ウィンドウが表示され 
ます。 


5 Save this program to disk (このプ□グラムをディスクに保存する) 
をクリックし、 0 K をクリックします。 

Save In (保存先）ウィンドウが表示されます。 
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6 下矢印をクリックして Save In (保存先）メニューを表示し、 
Desktop (デスクトップ）を選択して Save (保存）をクリックし 
ます。 

ファイルがデスクトップにダウン□ー ドされます。 

7 Download Complete (ダウン□ー ドの完了）ウィンドウが表示さ 
れたら、 Close (閉じる）をクリックします。 

デスクトップにファイルのアイコンが表示され、ダウン□ードした 
BIOS アップデートファイルと同じ名前が付いています。 

8デスクトップ上のファイルのアイコンをダプルクリックし、 

画面の指示に従います。 

コンピュータのクリーニング 

A 警告：『製品情報ガイド』の安全にお使いいただくための注意に従い、 

本項の手順を開始してください。 

コンピュータ、キーボード、 および モニター 

A 警告：コンピュータをクリーニングする前に、コンピュータの電源ケー 
ブルをコンセントから外します。コンピュータのクリーニングには、水で 
湿らせた柔らかい布をお使いください。液体クリーナーやエアゾールク 
リーナーは使用しないでください。可燃性物質を含んでいる場合があり 
ます。 


• ブラシの付いた掃除機を使って、コンピュータのス□ット部分や開 
□部、およびキーとキーポードの間から慎重にほこりを取り除き 
ます。 

〇注意： モニター画面を石鹼またはアルコール溶液で拭かないでくだ 
さい。反射防止コーティングが損傷するおそれがあります。 

• モニター画面をクリーニングするには、水で軽く湿らした柔らかく 
て清潔な布を使います。可能であれば、画面クリーニング専用 
ティッシュ またはモニターの静電気防止 コーティ ング用の溶液をお 
使いください。 

• キーボード、コンピュータ、およびモニターのプラスチック部分は、 
水と中性液体洗剤を3対1で混ぜ合わせた溶液で湿らした柔らかく 
て清潔なクリーニング布を使って拭きます。 

〇注意： この溶液に布を浸さないでください。また、コンピュータやキー 
ボードの内部に溶液が入らないようにしてください。 
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マウス 

画面のカーソルが飛んだり、異常な動きをする場合は、マウスをクリーニ 
ングします。光学式以外のマウスのクリーニングは、次の手順で行い 
ます。 


1マウスの底部にある固定リングを左に回して、ポールを取り出し 
ます。 


2清潔な、糸くずの出ない布でポールを拭き取ります。 

3ポールケージを軽く吹いて、ほこりや糸くずを取り除きます。 

4ポールが入っているケージの□ーラーが汚れている場合は、消毒用 
アルコール（イソプ□ピルアルコール）を軽く浸した綿棒を使って 
□ ーラーの汚れを拭き取ります。 

5 □ーラーが溝からずれてしまった場合は、中央になおします。綿棒 
の綿毛が□ーラーに残っていないか確認します。 

6ポールと固定リングをマウスに取り付けて、固定リングを右に回し 
て元の位置にはめ込みます。 

フロッピードライブ 

〇注意：綿棒でドライプヘッドを拭かないでください。へッドの位置がず 
れてドライブが動作しなくなることがあります。 

市販のクリーニングキットを使ってフロッピードライプをきれいにし 
ます。市販のキットには通常の動作中に付着した汚れを取り除<ょ〇 
前処理されたフロッピーディスクが入っています。 


付録 I 205 



CD と DVD 

© 注意：オプティカルドライプのレンズの手入れには、必ず圧縮空気を使 
用して、圧縮空気に付属しているマニュアルの手順に従ってください。 

ドライプのレンズには絶対に触れないでください。 

CD や DVD がスキップしたり、音質や画質が低下したりする場合は、 
ディスクを掃除します。 

1ディスクの外側の縁を持ちます。中央の穴の縁にも触ることができ 
ます。 

〇 注意：円を描くようにディスクを拭くと、ディスク表面に傷をつけるお 
それがあります。 

2糸くずの出ない柔らかな布で、ディスクの裏面（ラベルのない面） 

を中央から縁に向けて放射状にそっと拭きます。 

頑固な汚れは、水、または水と刺激性の少ない石鹸の希釈溶液で試 
してください。ディスクの汚れを落とし、ほこりや指紋、ひっかき 
傷などからディスタを保護する市販のディスククリーブーもあり 
ます。 CD 用のクリーニング製品は、 DVD にも使用できます。 

デルテクニカルサボートポリシー 
(米国内のみ） 

サボート担当者によるテクニカルサボートでは、トラプルシューティング 
の過程で、お客様のご協力とご参加が不可欠です。このテクニカルサボー 
卜では、 OS 、 ソフトウェアプログラム、ハードウェアドライパを出荷時 
のデフォルト設定に復元したり、お使いのコンピュータや工場出荷時に取 
り付け済みのすべてのハードウェアが適切に機能しているかどうかを検証 
したりできます。サボート担当者によるテクニカルサボートだけでなく、 
support . jp . dell.com でオンラインテクニカルサポートを利用すること 
もできます。また、有料で利用できるテクニカルサボートオプションもあ 
ります。 
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デルでは、コンピュータおよび「プリインストールされている」ソフト 
ウェアや周辺機器に対して限定的なテクニカルサボートを提供していま 
す 1 。サードパーティ製のソフトウェアや周辺機器に対するサボートは、 
製品の製造元によって提供されます。それらの製品には 、 Dell Software 
and Peripherals 、 Readyware 、 カスタムファクトリー統合を通じて 
購入、インストールされたソフトウェアや周辺機器も含まれます 2 。 

1 修理サービスは、製品保証の契約条項およびコンピュータ購入に際して交わ 
した任意のサボートサービス契約に従って提供されます。 

2 カスタムファクトリー統合 ( CFI ) プロジェクトに含まれているすべてのデ 
ル標準コンポーネントは、お使いのコンピュータに適用されるデルの標準製 
品保証の対象となっています。一方で、デルでは、コンピュータのサービス 
契約期間中、部品交換プログラムを拡張し、 CFI で組み込まれたすべての非 
標準サードパーティ製ハードウェアコンポーネントに対応します。 

「プリインストールされている」ソフトウェアと周辺機器の定義 

プリインストールされているソフトウェアとは、コンピュータの製造過程 
でインストールされる 0 S やソフトウェアプログラム （ Microsoft ® 
Office ' Norton Antivirus など)を指します。 

工場出荷時に取り付け済みの周辺機器には、内蔵拡張カードやデルプラン 
ドのモジュールベイ、 PC カードアクセサリが含まれます。また、デルプ 
ランドのモニター、キーボード、マウス、スピーカー、電話モデム用のマ 
イク、ドッキングステーションやポートリプリケータ、ネットワーク 
製品、およびすベての関連ケープルち含まれます。 

「サードパーティ製」ソフトウェアと周辺機器の定義 

サードパーティ製ソフトウェアと周辺機器には、デルが販売し、かつデル 
プランドでない周辺機器、アクセサリ、ソフトウェアプログラムが含まれ 
ます（プリンタ、スキャナー、カメラ、ゲームなど）。サードパーティ製 
のソフトウェアや周辺機器に対するサボートは、これらの製品の製造元に 
よって提供されます。 
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FCC の通達（アメリカ合衆国のみ) 


FCC クラス B 

この装置は、無線周波エネルギーを発生、使用し、放射することがあり 
ます。製造者の取扱説明書に従って設置および使用されない場合、無線通 
信の受信障害を引き起こすことがあります。この装置はテストの結果、 

FCC 規定の第15条に準拠したクラス B のデジタルデパイスに対する制限 
を満たすことが確認されています。 

このデパイスは FCC 規定の第15条に準拠しています。デパイスの操作 
は、次の2つの条件の対象になります。 

1このデパイスが有害な電波障害を生じさせないこと。 

2好ましくない操作を引き起こす可能性のある電波障害を含め、 

このデパイスが受信した電波障害を受け入れること。 

〇 注意： FCC 規定には、デルによる明示的な承認のない変更や修正を行 
うと、この装置を操作する権限が取り消されることがあると定められて 
います。 

これらの制限は、この装置が住宅地域に設置された場合、有害な電波障害 
から適切に保護されるよ〇に設定されたちのです。特定の設置方法で電波 
障害が発生しないという保証はありません。この装置がラジオやテレビの 
受信に電波障害を引き起こすかど〇かはその装置の電源をオンまたはオフ 
にすることによって判定できますので、以下の方法を1つ、またはそれ 
以上実行して問題を解決してください。 

• 受信アンテナの方向を変える。 

• 受信機に対するシステムの位置を変える。 

• システムを受信機から離す。 

• システムを別のコンセントに接続し、システムと受信機が別々の分 
岐回路に接続されている状態にする。 

必要に麻じて、弊社のカスタマーサービスまたはラジオ/テレビの経験を 
積んだ技術者に連絡し、アドパイスを受けてください。 
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次の情報は、本書で扱っているデバイスに対して、 FCC 規定に従って提供 
されるちのです。 


製品名： 
モデル番号： 
会社名： 


Dell™ Vostro™ 400 

DCMF 

Dell Inc. 

Wcmdwide Regulatory Compliance & 

Environmental Affairs 

One Dell Way 

Round Rock, TX 78682 USA 

512-338-4400 


^ メモ：その他の認可機関の情報については、『製品情報ガイド』を参照 
してください。 


デルへのお問い合わせ 

米国のお客様は、 800- WWW.DELL (800.999.3355) までお電話くだ 
さし、。 

◎ メモ：お使いのコンピュータがインターネットに接続されていない場合 
は、購入時の納品書、出荷伝票、請求書、またはデルの製品カタログで連 
絡先をご確認ください。 

デルでは、オンラインまたは電話によるサボートとサービスのオプション 
を複数提供しています。サボートやサービスの提供状況は国や製品ごとに 
異なり、国/地域によってはご利用いただけないサービスもございます。 
デルのセールス、テクニカルサボート、またはカスタマーサービスへは、 
次の手順でお問い合わせいただけます。 

1 support.jp.dell.com にアクセスします。 

2ページ下の 国•地域の選択 ドロップダウンメニューで、お住まいの 
国または地域を確認します。 

3 ページの左側の お問い合わせ をクリックします。 

4 必要な サービス または サボー トのリンクを選択します。 

5 ご都合の良いお問い合わせの方法を選択します。 
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用語集 

この用語集に収録されている用語は、情報の目的として提供されてい 
ます。お使いのコンピュータに搭載されている機能についての記載がない 
場合もあります。 


A 


AC — alternating current (交流）ーコンピュータの AC アダプタ電源ケープ 
ルをコンセントに差し込むと供給される電気の様式です。 

ACPI — advanced confiauration and Dower interface — Microsoft ® 
Windows ® OS がコンピュータをスタンバイモードや休止状態モードにして、 
コンピュータに接続されている各デパイスに供給される電力量を節約できる電 
源管理規格です。 

AGP 一 accelerated graphics port —システムメモリをビデオ関連の処理に使 
用できるようにする専用のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデオ 
回路とコンピュータメモリ間のインタフェースが高速化され、 True - Color のス 
ムーズなビデオイメージを伝送できます。 


AHCI 一 Advanced Host Controller Interface — SATA ハードドライプホスト 
コントローラのインタフェースです。ストレージドライバは、これによつてネ 
イティプコマンドキューイング （ NCQ ) やホットプラグのようなテクノロジを 
有効にできます。 

ALS — ambient light sensor —アンビエントライトセンサー。ディスプレイ 
輝度の制御に役立つ機能です。 

ASF 一 alert standards format 一 管理コンソールにハードウエアとソフト 
ウェアの警告を報告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラット 
フォームや OS にち対庙できるよろ設計されています。 
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B 


BIOS 一 basic input/output system (基本入出カシステム）ーコンピュータの 
ハードウェアと 0 S 間のインタフェースの役割をするプログラム（またはユー 
ティリティ）です。設定がコンピュータにどのような影響を与えるのか理解で 
きていない揚合は、このプログラムの設定を変更しないでください。「セット 
アップユーティリティ」とち呼ばれます。 

Bluetooth ® ワイヤレステクノ □ジー短距離内 （9 メートル）にある複数の 
ネットワークデバイスが、お互いを自動的に認識できるようにするワイヤレス 
テクノロジ標準です。 

Blu-ray Disc™ (BD) — 最大50 GB のストレージ容量、108 Op 対疝ビデオ解 
像度 （ HDTV 必須)、およびネイティブで圧縮されていない 7.1 チャネルサラ 
ウンドサウンドを実現するオプティカルストレージテクノロジです。 


bps —ビット/秒ーデータの転送速度を計測する単位です。 

BTU 一 British thermal unit (英国熱量単位）一発熱量の単位です。 

C 


C ー セルシウス（摂氏）一温度の測定単位で、水の氷点を o ° c 、 沸点を 
10 o ° c としています。 

CD-R — CD recordable —書き込み可能な CD です。 CD - R にはデータを一度 
だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりすること 
はできません。 

CD-RW — CD rewritable — 書き換え可能な CD です。データを CD - RW デイ 
スクに書き込んだ後、削除したり上書き（再書き込み）したりできます。 

CD-RW ドライプー CD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な 
CD ) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを書き込んだ 
りすることができるドライプです。 CD - RW ディスクには、繰り返し書き込む 
ことが可能ですが、 CD - R ディスクには一度しか書き込むことができません。 
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CD-RW/DVD ドライプー 「コンボドライプ」とも呼ばれます。 CD および 
DVD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD ) ディスクや 
CD-R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを書き込んだりすることができ 
るドライプです。 CD - RW ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 
CD - R ディスクには一度しか書き込©ことができません。 

CMOS — 電子回路の一種です。コンピュータは、日時およびセットアップ 
ユーティリティのオプションを記憶するのに、小容量の CMOS メモリ 
(電池式）を使用します。 

COA 一 Certificate of Authenticity (実物証明書）一お使いのコンピュータの 
ラベルに記載されている Windows の英数文字のコードです 。「 Product Key 」 
(プ□ダクトキー）や 「Product ID 」 （プ□ダクト ID ) とも呼ばれます。 

CRIMM 一 continuity rambus in-line memory module (連続式 RIMM ) ー メ 

モリチップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM 
ス□ットに装着するために使用されます。 

D 


DDR SDRAM — double - data-rate SDRAM (ダプルデータ速度 SDRAM ) _ 
データパーストサイクルを2倍にする SDRAM の一種です。システムの性能が 
向上します。 


DDR2 SDRAM — double - data-rate 2 SDRAM (ダプルデータ速度2 SDRAM ) 
一4ビットプリフェッチおよびその他のアーキテクチャ上の変更により、 
メモリ速度を400 MHz 以上にした DDR SDRAM の一種です。 

DIMM 一 dual in-line memorv module —システム基板のメモリモジュール 
に接続されるメモリチップを搭載した回路基板です。 

DIN コネクター丸い6ピンのコネクタで 、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠し 
ています。通常は PS /2 キーボードやマウスケープルのコネクタに使用さ 
れます。 


DMA — direct memory access — DMA チヤネルを使うと、ある種の RAM 
とデバイス間でのデータ転送がプロセッサを介さずに行えるようになります。 
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DMTF 一 Distributed Management Task Force —分散型デスクトップ、 

ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理標準を開発する 
ハードウェアおよびソフトウェア会社の団体です。 

DRAM 一 dynamic random-access memory ー コンデンサを含む_積回路内 
に情報を保存するメモリです。 

DSL 一 Digital Subscriber Line (デジタル加入者回線）ーアブ□グ電話回線を 
介して、安定した高速インターネット接続を提供するテクノロジです。 

DVD+RW — DVD rewritable —書き換え可能な DVD です。データを 
DVD+RW ディスクに書き込んだ後、削除したり上書き（再書き込み）したり 
できます ( DVD+RW テクノロジは DVD-RW テクノロジとは異なります)。 


DVD+RW ドライプー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができ 
るドライプです。 DVD+RW (書き換え可能な DVD ) ディスクに書き込©こと 
ちで含ます。 

DVD-R — DVD recordable — 書き込み可能な DVD です。 DVD-R にはデータ 
を一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりす 
ることはできません。 

DVI — digital video interface —コンピュータとデジタルビデオデイスプレイ 
間のデジタル転送用の標準です。 

E 


ECC — errorcheckina and correction (エラーチェックおよび訂正）ーメモ 
リにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取ったりするときに、 
データの正確さを検査する特別な回路を搭載しているメモリです。 

ECP — extended capabilities port — 改良された;双方向のデータ送信を提供す 
るパラレルコネクタのデザインです。 EPP と同様に、データ転送にダイレクト 
メモリアクセスを使用して性能を向上させます。 

EIDE 一 enhanced integrated device electronics —ハードドライプと CD ド 
ライプ用の IDE インタフェースの改良パージヨンです。 

EMI — electromagnetic interference (電磁波障害）一電磁放射線が原因で 
起こる電気障害です。 
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EPP 一 enhanced parallel port 一 双方向のデータ送信を提供するパラレルコ 
ネクタのデザインです。 


ESD 一 electrostatic discharge (静電気放出）一静電気の急激な放出のこと 
です。 ESD は、コンピュータや通信機器に使われている集積回路を損傷するこ 
とがあります。 

ExpressCard — PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I/O カードです。 
—般的なものには、モデムやネットワークアダプタがあります。 ExpressCard 
は、 PCI Express と USB 2.0 の両方の標準規格をサポートしています。 


FAHRENHEIT (華氏）一温度の単位で、水の氷点を32 ° C 、 沸点を212 ° C とし 
ています。 

FBD — fully-buffered DIMM (完全バッファ型 DIMM ) — DDR 2 SDRAM チッ 
プと、 DDR 2 SDRAM チップとシステムの間の通信を高速化する Advanced 
Memory Buffer ( AMB ) を搭載した: DIMM です。 

FCC 一 Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）ーコン 
ピュータやその他の電子機器が放出する放射線の量を規制する通信関連の条例 
を執行するアメリカの機関です。 

FSB — front side bus — プロセッサと RAM の間のデータ経路および物理的な 
インタフェースです。 

FTP — file transfer protocol (ファイル転送プ□トコル）ーインターネットに 
接続されているコンピュータ間でのファイルの交換に利用される標準のイン 
ターネットプロトコルです。 
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G 


G — グラビティー重力の計測単位です。 

GB — ギガパイトーデータの単位です。 1 GBai 024 MB (1,073,741,824 パイト） 
です。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000,000パイトに切り 
捨てられて表示されることもあります。 

GHz — ギガへルツー周波数の計測単位です。1 GHz は10億 Hz または 
1,000 MHz です。通常、コンピュータのプロセッサ、パス、インタフェースの 
処理速度は GHz 単位で計測されます。 

GUI — graphical user interface —メニュー、ウインドウ、およびアイコンで 
ユーザーとやり取りする対話型ソフトウェアです 。 Windows OS で動作するほ 
とんどのプログラムは GUI です。 

H 


HTTP 一 hypertext transfer protocol ー インターネットに接続されているコン 
ピュータ間でのファイル交換用プロトコルです。 

Hz —へルツー周波数の単位です。1秒間1サイクルで周波数1 Hz です。 
コンピュータや電子機器では、キ□ヘルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガ 
ヘルツ （ GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位で計測される揚合もあります。 


I/O — input/output (入出力）ーコンピュータにデータを入力したり、コン 
ピュータからデータを出力したりする動作またはデバイスです。キーボードや 
プリンタは I / O デバイスです。 

I/O アドレス ー特定のデバイス（シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、また 
は拡張スロットなど）に関連する RAM のアドレスで、プロセッサがデバイス 
と通信できるようにします。 

1 C — integrated circuit (_ 積回路）ーコンピュータ、オーディオ、およびビ 
デオ装置用に製造された、何百万もの極小電子コンポーネントが搭載されてい 
る半導体基板またはチップです。 
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IDE — integrated device electronics —ハードドライブまだ:は CD ドライブ I こ 
コント□ーラが内蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタフェース 
です。 

IEEE 1394 — Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . —コン 
ピュータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの、 IEEE 1394 互換デバイ 
スを接続するのに使用される高性能シリアル/ ゞ スです。 

IrDA — Infrared Data Association 一 赤外線通信の国際標準を作成する組 

織です。 


IRQ 一 interrupt request (割り込み要求）ーデバイスがプロセッサと通信で 
きるように、特定のデバイスに割り当てられた電子的経路です。すべてのデバ 
イス接続に IRQ を割り当てる必要があります。 2 つのデバイスに同じ IRQ を割 
り当てることはできますが'、両方のデバイスを同時に動作させることはできま 
せん。 

ISP — Internet service provider (インターネットサービスプ□バイダ）ーイ 
ンターネットへの接続、 E - メールの 送受信、およびウェブサイトへのアクセス 
を行うためにホストサーバーへのアクセスを提供する機関です。通常 、 ISPS 
ソフトウェアのパッケージ、ユーザー名、およびアクセス用の電話番号を有料 
(月払い）で提供します。 

K 


Kb —キ□ビット ー ( Kb ) 1024 ビットに相当するデータの単位です。 
メモリ集積回路の容量の単位です。 

KB —キ□バイトーデータの単位です。 1 KB は 1024 パイトです。 
または1000パイトとすることもあります。 


kHz —キ□ヘルツー ( kHz ) 1000 Hz に相当する周波数の単位です。 
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L1 キャッシュー プロセッサの内部に設置されてし ） るプライマリキヤッシ 
ュです。 


L2 キャッシュ ープロセッサに外付けされた、またはプロセッサアーキテク 
チャに組み込まれたセカンダリキャッシュです。 

LAN 一 local area network (□— カルエリアネットワーク）一狭い範囲にわ 
たるコンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物内や隣接する 
2、3棟の建物内に限定されます。 LAN は電話回線や電波を使って他の離れた 
LAN と接続し 、 WAN (ワイドエリアネットワーク）を構成できます。 

LCD — liquid crystal display (液晶ディスプレイ）ーノートプックコンピュー 
夕のデ イスプレイやフラットパネルのデイスプレイに用し彳られる技術です。 


LED 一 light-emitting diode (発光ダイオード）ーコンピュータのステータス 
を示す光を発する電子コンポーネントです。 

LPT —line print terminal — プリンタや他のパラレルデノ Y イスへのパラレル接 
続の指定先です。 

M 


Mb— メガビッ I - ( Mb ) 1,024 Kb に相当するメモリチップの容量の単位 

です。 

MB — メガバイトーデータの単位です。1 MB は1,048,576バイトです。 
または1,024 KB を表します。ハードドライプの記憶領域容量を示す場合に、 
1,000,000パイトに切り捨てられて表示されることもあります。 

MB/sec — メガバイト/秒一1,000,000バイト/秒です。通常、データの転送 
速度の計測単位に使用します。 

Mbps — メガピット/秒 一 （ Mbps ) 1,000,000ビット/秒です。通常、 

ネットワークやモデムなどのデータ転送速度の計測単位に使用します。 

MHz — メガヘルツー周波数の単位です。1,000,000サイクル/秒です。 

通常、コンピュータのプロセッサ、バス、インタフェースの処理速度は MHz 
単位で計測されます。 
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MP — メガピクセルーデジタルカメラに使用される画像解像度の単位です。 

ms — ミリ秒一1000分の1秒に相当する時間の単位です。ストレージデバイ 
スなどのアクセス速度の計測に使用します。 

N 


NIC — 「ネツトワークアダプタ」を参照してください。 

ns ー ナノ秒一10億分の1秒に相当する時間の単位です。 

NVRAM — nonvolatile random access memorv (不揮発性ランダムアクセス 
メモリ）ーコンピュータの電源が'切れたり、外部電源が停止したりした場合 
にデータを保存するメモリの一種です。 NVRAM は、日付、時刻、およびお客 
様が設定できるその他のセツトアツプオプシヨンなどのコンピュータ設定情報 
を保持するのに利用されます。 

P 


PC 力ードー PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I/O カードです。 

PC カードの一般的なものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 

PCI — peripheral component interconnect 一 PCI は、32ビツトおよび64ビツ 
卜のデータ経路をサボートする□一カルパスで、プロセッサとビデオ、 

各種ドライプ、ネットワークなどのデバイス間に高速データ経路を提供します。 

PCI Express — PCI インタフェースの改良版で、プロセッサとそれに接続され 
ているデパイスの間のデータ転送を高速化します。 PCI Express は、250 MB / 
秒〜 4 GB / 秒でデータを転送できます。 PCI Express チップセットとデバイス 
がサボートしている速度が異なる場合は、これより低速になります。 

PCMCIA 一 Personal Computer Memory Card International Association 一 

PC カードの規格を協議する国際的組織です。 

PIO — programmed input/output ー データパスの一部としてプロセッサを経 
由した、2つのデバイス間のデータ転送方法です。 
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POST — power-on self-test (電源投入時の自己テスト）一 BIOS が自動的に 
□ー ドする診断プログラムです。メモリ、ハードドライプ、およびビデオなど 
のコンピュータの主要コンポーネントの基本的なテストを実行します。 

POST で問題が検出されなかった揚合、コンピュータは起動を続行します。 

PS/2 — personal system /2 — PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキー 
パッドを接続するコネクタです。 

PXE 一 pre-boot execution environment — WfM (Wired for Management ) 

標準で、 OS がないネットワークコンピュータを設定し、リモートで起動でき 
るよ5にします。 

R 


RAID — redundant array of independent disks —データの冗長性を提供する 
方法です。一般的に実装される RAID には 、 RAID 0. RAID 1 , RAID 5、 

RAID 10、および RAID 50 があります。 

RAM 一 random-access memory (ランダムアクセスメモリ）ープ□グラムの 
命令やデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM に保 
存されている情報は、コンピュータをシャットダウンすると失われます。 

readme ファイルー ソフトウエアのパッケージまたはハードウエア製品に添 
付されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インス 
I 'ール手順、新しく付け加えられた機能の説明、マニュアルに記載されていな 
い修正などが記載されています。 

RFI — radio frequency interference (無線電波障害）一10 kHz から 
100,000 MHz までの範囲の通常の無線周波数で発生する障害です。無線周波は 
電磁周波数帯域の低域に属し、赤外線や光などの高周波よりち障害を起こしやす 
い傾向があります。 

ROM — read-only memory (読み取り専用メモリ）ーコンピュータが削除し 
たり書き込んだりできないデータやプ□グラムを保存するメモリです 。 RAM 
と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れても内容を保持します。 
コンピュータの動作に不可欠のプ□グラムで ROM に常駐しているちの 
がいくつかあります。 
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RPM 一 revolutions per minute — 1 分間に発生する回転数です。ハードドラ 
イプ速度の計測に使用します。 

RTC — real time clock — システム基板上にあるパッテリーで動く時計で、 
コンピュータの電源を切った後ち、日付と時刻を保持します。 

RTCRST — real-time clock reset -部のコンピュータに搭載されているシス 

テム基板上のジャンパで、問題が発生した場合のトラプルシューティングに利 
用で含ます。 

S 


S/PDIF — Sony/Philips Digital Interface ー ファイルの質が低下する可能性が 
あるアブログ形式に変換せずに、1つのファイルから別のファイルにオーディ 
才を転送できるオーディオ転送用ファイルフォーマットです。 

SAS — serial attached SCSI — 従来のパラレル SCSI に対し、より高速なシリ 
アル形式の SCSI インタフェースです。 

SATA — serial ATA —より高速なシリアル形式の ATA ( IDE ) インタフェース 

です。 


SCSI — small computer system interface —ハードドライプ、 CD ドライプ、 
プリンタ、スキャブーなどのデバイスをコンピュータに接続するのに使用され 
る高速インタフェースです。 SCSI は、1つのコント□ーラで多くのデバイスを 
接続できます。各デバイスは、 SCSI コント□ーラのパス上の個々の識別番号に 
よってアクセスされます。 

SDRAM 一 synchronous dynamic random-access memory (同期ダイブミツ 
クランダムアクセスメモリ）ープロセッサの最適クロック速度と同期された 
DRAM の一種です。 

SIM 一 Subscriber Identity Module 一 SIM 力ードには、音声およびデータの 
転送を暗号化するマイク□チップが搭載されています。電話やポータブルコン 
ピュータに使用で含ます。 

Strike Zone — ハードドライプを保護するた;めに強化された:プラットフォー 
ムベース部分です。 コンピュータの電源がオンのときでもオフのときでも、 
コンピュータを落としたとき、または振動などのショックが与えられたとき 
に、衝撃吸収体として機能します。 
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SVGA — super-video graphics array ー ビデオカードとコントローラ用のビデ 
才標準規格です。 SVGA の通常の解像度は800 X 600および1024 X 768 
です。 

プ□グラムが表示する色数と解像度は、コンピュータに取り付けられているモ 
ニター、ビデオコント□ーラとドライバの性能、およびビデオメモリの容量に 
よって巽なります。 

SXGA 一 super-extended graphics array —1280 X 1024までの解像度をサ 
ポートするビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

SXGA + — super-extended graphics array 一 1400 X 1050までの解像度をサ 
ポートするビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

S ビデオ TV 出力 ーテレビまたはデジタルオーディオデパイスをコンピュー 
夕に接続するために使われるコネクタです。 

T 


TAPI — telephony application proaramming in terrace 一 音声、 つ 夕、 
ファックス、ビデオなどの各種テレフォニーデバイスを Windows のプ□グラ 
厶で使用できるよろにするインタフェースです。 

TPM — trusted platform module (信頼済みプラットフォームモジュール）一 
セキュリティソフトウェアと組み合わせて使用した揚合に、ファイルや E - 
メールなどの保護機能を有効にすることでネットワークとコンピュータのセ 
キュリティが強化される、ハードウェアベースのセキュリティ機能です。 

U 


UAC —ユーザーアカウント制御一 Microsoft Windows Vista ™ のセキユリ 
ティ機能です。これを有効にすると、ユーザーアカウントから OS の設定を変 
更する画面に進©段階にセキユリティが設定されます。 

UMA — unified memory allocation —ビデオに動的に割り当てられるシステ 
厶メモリです。 
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UPS 一 uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気的な障害が 
起きた場合や、電圧レベルが低下した場合に使用されるパックアップ電源 
です。 UPS を設置すると、電源が切れた場合でち限られた時間コンピュータは 
動作することができます。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整し 
ます。小型の UPS システムで数分間電力を供給するので、コンピュータを 
シャットダウンすることが可能です。 

USB 一 universal serial bus 一 USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティッ 
ク、スキャナー、スピーカー、プリンタ、プ□ー ドパンドデバイス （ DSL およ 
びケープルモデム)、撮像装置、またはストレージデパイスなどの低速デバイ 
ス用ハードウェアインタフェースです。コンピュータの4ピンソケットかコン 
ピュータに接続されたマルチポートハフに直接デパイスを接続します。 USB デ 
バイスは、コンピュータの電源が入っていても接続したり取り外したりするこ 
とができます。また、デージーチェーン型に接続することもできます。 

UTP — unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一ほとんどの 
電話回線利用のネットワークやその他の一部のコンピュータネットワークで利 
用されているケープルの種類です。電磁波障害から保護するためにワイヤのぺ 
アに金属製の被覆をほどこす代わりに、シールドなしのワイヤのペアがねじら 
れています。 

UXGA — ultra extended graphics array 一 1600 X 1200までの解像度をサ 
ポートするビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

V 


V — ボルトー電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの 
電流を通ずる抵抗1オームの導線の両端の電位の差です。 

W 


W — ワットー電力の計測単位です。1ワットは1ボルトで流れる1アンペア 
の電流を指します。 

WHr — ワット時一おおよそのバッテリー容量を示すのに通常利用される計測 
単位です。たとえば、66 WHr のバッテリーは66 W の電力を1時間、 

または33 W を2時間供給できます。 
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WLAN 一 wireless local area network (ワイヤレスローカルエリアネットワーク）。 
インターネットアクセスを実現するために、アクセスポイントまたはワイヤレス 
ルーターを使用し、ェアウ I ープを介して相互に通信する、相互接続された一連のコ 
ンピュータです。 

WWAN — wireless wide area network (ワイヤレスワイドエリアネットワ ー ク）。 
携帯電話技術を利用して WLAN よりも格段に広い地理範囲を網羅するワイヤレ 
ス高速データネットワークです。 

WXGA — wide-aspect extended graphics array 一 1280 X 800 までの解像度 
を サボー トするビデオ カー ドやコント ローラの ビデオ標準です。 

X 


XGA — extended graphics array —1024 X 768までの解像度をサポートする 
ビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

Z 


ZIF — zero insertion force ー コンピュータチップとソケットのどちらにも 
まったく力を加えないで、チップを取り付けまたは取り外しできる、ソケット 
やコネクタの一 種です。 

Zip ——般的なデータの圧縮フォーマットです。 Zip フォーマットで圧縮され 
ているファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイル名の拡張子が. zip と 
なります。特別な Zip ファイルに自己解凍型ファイルがあり、ファイル名の拡 
張子は. exe となります。自己解凍型ファイルは、ファイルをダブルクリック 
するだけで自動的に解凍で含ます。 

ZIP ドライプー Iomega Corporation によって開発された;大容量のフロッピー 
ドライプで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーパプルディスクを使 
用します。 Zip ディスクは標準のフロッピーディスクよりちやや大きく約2倍 
の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 
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あ 

アンチウイルスソフトウェアーコンピュータからウイルスを見つけ出して隔 
離し、除去するよろに設計されたプ□グラムです。 

ウイルスー嫌がらせ、またはコンピュータのデータを破壊する目的で作られ 
たプ□グラムです。ウィルスプ□グラムは、感染したディスク、インターネッ 
卜からダウン□ー ドしたソフトウェア、または E - メールの添付ファイルを経 
由してコンピュータから別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプ 
ログラムを起動すると、プ□グラムに潜伏したウイルスち起動します。 

一般的なウィルスに、フロッピーディスクのプートセクターに潛伏するプート 
ウィルスがあります。フロッピーディスクを挿入したままコンピュータを 
シャットダウンすると、次の起動時に、コンピュータは OS を探すためフ□ッ 
ピーディスクのプートセクターにアクセスします。このアクセスでコンピュー 
夕がウイルスに感染します。一度コンピュータがウイルスに感染すると、プー 
トウイルスは除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクに 
ウイルスをコピーします。 

エクスプレスサービスコード ー Dell コンピュータのラベルに付いている数字 
のコードです。デルにお問い合わせの際は、エクスプレスサービスコードをお 
伝えください。エクスプレスサービスコードが利用できない国もあります。 

オプティカルドライプー CD 、 DVD または DVD + RW から、光学技術を使用し 
てデータを読み書きするドライプです。オプティカルドライプには、 CD ドラ 
イプ、 DVD ドライプ、 CD - RW ドライブ、および CD - RW / DVD コンボドライプ 
が含まれます。 

か 

カーソルーキーボード、タッチパッドまたはマウスが次にどこで動作するか 
を示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーライ 
ン、または小さな矢印で表示されます。 

解像度ープリンタで印刷される画像や、モニターに表示される画像がどのく 
らい鮮明かとい〇度合です。解像度を高い数値に設定しているほど鮮明です。 
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書き込み防止に設定 ーファイルやメディアに、データの内容を変更不可に設 
定することです。書き込み防止を設定しデータを変更または破壊されることの 
ないよろに保護します。 3.5 インチのフロッピーディスクに書き込み防止を設 
定する場合、書含込み防止設定タブをスライドさせて書音込み不可の位置にし 
ます。 


拡張カード ーコンピュータのシステム基板上の拡張スロットに装着する電子 
回路基板で、コンピュータの性能を向上させます。拡張カードの例には、ビデ 
才、モデム、およびサウンドカードなどがあります。 

拡張型 PC カード ー拡張型 PC 力ー ドは、取り付けた時に PC 力ー ドス□ット 
からカードの端がはみ出ています。 

拡張ス□ット ー拡張カードを挿入してシステムパスに接続する、システム基 
板上（コンピュータによって異なる揚合ちあります）のコネクタです。 

拡張ディスプレイモードー お使いのディスプレイの拡張として、2台目のモ 
ニ ターを使えるよ〇にするディスプレイの設定です。「デュアルディスプレイ 
モード」とち呼ばれます。 

壁紙一 Windows デスクトップの背景となる模様や絵柄です。壁紙はコント 
□ールパネルで変更できます。また、気に入った絵柄を読み込んで壁紙を作成 
することができます。 

キーの組み合わせ 一同時に複数のキーを押してコンピュータを操作します。 

起動可能メディア ーコンピュータを起動するのに使用する CD、DVD、 また 
はフロッピーディスクです。ハードドライプが損傷した場合や、コンピュータ 
がウイルスに感染した揚合など、起動可能な CD、DVD、 またはフロッピー 
ディスクが必要になりますので、常備しておきます。起動可能メディアの一例 
が 『Drivers and Utilities^ メディアです。 


起動順序 ーコンピュータが起動を試みるデバイスの順序を指定します。 

キャッシュ ー特殊な高速ストレージ機構で、メインメモリの予約領域、 
または独立した高速ストレージデパイスです。キャッシュは、プロセッサ 
のオペレーションスピードを向上させます。 
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休止状態モード ーメモリ内のすべてをハードドライブ上の予約領域に保存し 
てからコンピュータの電源を切る、省電カモードです。コンピュータを再起動 
すると、ハードドライプに保存されているメモリ情報が自動的に復元され 
ます。 


グラフィックモード ー x 水平画素数、 y 垂直画素数、および z 色数で表される 
ビデオモードです。グラフィックモードでは、どんな形やフォントち表現でき 
ます。 


クロック速度ーシステムバスに接続されているコンピュータコンポーネント 
がどのくらいの速さで動作するかを示す、 MHz で示される速度です。 


国際通行許可書一物品を外国に一時的に持ち込©ことを許可する国際通関用 
文書です。「商品パスポート」とも呼ばれます。 

コント□-ラープロセッサとメモリ間、またはプロセッサとデバイス間の 
データ転送を制御するチップです。 

コント□ールパネルー画面設定などの 0 S やハードウエアの設定を変更する 
た;めの Windows ユーテイリテイです。 

さ 

サージプロテクター 雷などが原因で、コンセントを介してコンピュータに影 
響を与える電圧変動から、コンピュータを保護します。サージプ□テクタは、 
落雷や通常の AC ライン電圧レベルが20 %以上低下する電圧変動による停電 
からはコンピュータを保護することができません。 

ネットワーク接続はサージプ□テクタでは保護できません。雷雨時は、 

必ずネットワークケープルをネットワークコネクタから外してくださし、。 

サービス タグーコンピュータに貼ってあるバーコードラべルのことで、デル 
サポートの support . jp . dell . com にアクセスした:り、デルのカスタマーサー 
ビスやテクニカルサボートに電話でお問い合わせたりする場合に必要な識別番 
号が書いてあります。 

システム基板ーコンピュータに搭載されている主要回路基板です。 

「マザーボード」とも呼ばれます。 

指紋リーダ——コンピュータのセキュリティの一環としてユーザーの認証に 
指紋を使用するストリップセンサーです。 
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ショートカットー頻繁に使用するプ□グラム、ファイル、フォルダ、および 
ドライプにすばやくアクセスできるようにするアイコンです。ショートカット 
を Windows デスクトップ上に作成し、ショートカットアイコンをダブルク 
リックすると、それに対疝するフォルダやファイルを検索せずに開くことがで 
きます。ショートカットアイコンは、ファイルが置かれている場所を変更する 
わけではありません。ショートカットアイコンを削除しても、元のファイルに 
は何の影響もありません。また、ショートカットのアイコン名を変更すること 
ちで含ます。 

シリアルコネクターコンピュータにハンドへルドデジタルデバイスやデジタ 
ルカメラなどのデパイスを接続するためによく使用される I / O ポートです。 

スキャンディスクーファイル、フォルダ、およびハードディスク上にエラー 
がないかどうかをチェックする Microsoft ユーティリティです。コンピュータ 
の反廂が止まって、コンピュータを再起動した際にスキャンディスクが実行さ 
れることがあります。 

スタンパイモードーコンピュータの不必要な動作をシャットダウンして電力 
を節約する省電カモードです。 

スマートカードープロセッサとメモリチップに内蔵されているカードです。 
スマートカードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザーの認証に 
利用できます。 

赤外線センサ——ケープルを使用しなくてち、コンピュータと赤外線互換デ 
バイス間のデータ転送ができるポートです。 


セットアッププログラムーハードウェアやソフトウェアをインス!'ールした 
り設定した;りするのに使うプログラムです。 setup.exe また;は install.exe 
というプ□グラムがほとんどの Windows 用ソフトウエアに付属しています。 
「セツトアッププ□グラム」は「セツトアップユーティリティ」とは異な 
ります。 


セットアップユーテイリティーコンピュータのハードウエアと 0 S 間のイン 
タフエース機能を持つユーティリティです。セットアップユーティリティを使 
用して、 BIOS で、日時やシステムパスワードなどのユーザー定義可能なオプ 
シヨンを設定できます。設定がコンピュータにどのような影響を与えるのか理 
解できていない揚合は、このプログラムの設定を変更しないでくださし、。 
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た 


通知領域ーコンピュータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、 

プ□グラムやコンピュータの機能に素早くアクセスできるアイコンが表示され 
ている Windows タスクバーの領域です。「システムトレイ」とも呼ばれます。 

ディスクストライピン グー 複数のディスクドライプにまたがってデータを分 
散させる技術です。ディスクストライビングは、ディスクストレージからデー 
夕を取り出す動作を高速化します。通常、ディスクストライビングを利用して 
いるコンピュータではユーザーがデータ ユニッ トサイズまたはストライプ幅を 
選ぶことができます。 

テキストエディターたとえば、 Windows のメモ帳など、テキストファイルを 
作成および編集するためのアプリケーションプ□グラムです。テキストエディ 
夕には通常、ワードラップやフォーマット（アンダーラインのオプションや 
フォントの変更など）の機能はありません。 

デパイスーディスクドライプ、プリンタ、キーボードなどコンピュータに内 
蔵または外付けされた八ードウェアです。 

デバイスドライパー「ドライバ」を参照してください。 

デュアルコアー演算を行う物理ユニットを単一のプロセッサパッケージ内に 
搭載したテクノロジで、演算の効率とマルチタスク機能を向上させます。 

デュアルディスプレイモードーお使いのディスプレイの拡張として、2台目 
のモニターを使えるよろにするディスプレイの設定です。「拡張ディスプレイ 
モード」とち呼ばれます。 

ドッキングステーションーノートプック PC をデスクトップのワークスペース 
にアレンジするためのポートレプリケージョン、ケープルマネージメント、 
およびセキュリティ機能を提供します。 

ドメインーネットワーク上のコンピュータ、プ□グラム、およびデパイスの 
グループで、特定の ユーザー グループによって使用される共通のルールと手順 
のある単位として管理されます。ドメインに□グオンすることで、リソースに 
アクセスできるよろになります。 
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ドライパープリンタなどのデパイスを、 0 S が制御できるようにするためのソ 
フトウェアです。多くのデバイスは、コンピュータに正しいドライバがインス 
I 'ールされていない揚合、正常に動作しません。 

トラペルモジュール ーノー トプックコンピュータの重量を減らすために、 
モジュールベイの中に設置できるよう設計されているプラスチック製のデパイ 
スです。 

な 

内蔵一通常、コンピュータのシステム基板上に物理的に搭載されているコン 
ポーネントを指します。「ビルトイン」とち呼ばれます。 

ネットワークアダプターネットワーク機能を提供するチップです。コン 
ピュータのシステム基板にネットワークアダプタが内蔵されていたり、アダプ 
夕が内蔵されている PC カードもあります。ネットワークアダプタは、 「 NIC 」 
(ネットワークインタフェースコント□ーラ）とも呼ばれます。 

は 

パーティションーハードドライブ上の物理ストレージ領域です。1つ以上の 
論理ストレージ領域（論理ドライプ）に割り当てられます。それぞれのパー 
ティションは複数の論理ドライプを持つことができます。 

ハードドライプーハードディスクのデータを読み書きするドライプです。 
ハードドライプとハードディスクは同じ意味としてどちらかが使われてい 
ます。 


パイトーコンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8 
ビットです。 

ハイパースレッディングーハイパースレッディングは Intel のテクノロジで、 

1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして機能させることでパ 
フォーマンスを全体的に向上し、複数のタスクを同時に処理することを可能に 
します。 

パスーコンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

パス速度ーパスがどのくらいの速さで情報を転送できるかを示す、 

MHz で示される速度です。 
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パッテリー駆動時間 ーノートプックコンピュータのバッテリーがコンピュー 
夕に電源を供給する間、充電量を維持で含る時間（分または時間数）です。 

バッテリーの寿命ーノートプックコンピュータのバッテリーが、消耗と再充 
電を繰り返すことのできる期間（年数）です。 

パラレルコネクターパラレルプリンタをコンピュータに接続する揚合などに 
使用される I / O ポートです。 「 LPT ポート」とち呼ばれます。 

ヒートシンクー放熱を助けるプロセッサに付属する金属板です。 


ピクセルーディスプレイ画面のシングルポイントです。画像は、ピクセルを 
縦横に配置することで作成されます。ビデオの解像度 （800 X 600など）は、 
上下左右に並ぶピクセルの数で表します。 


ビットーコンピュータが認識するデータの最小単位です。 

ビデオ解像度一「解像度」を参照してください。 

ビデオコント□ーラーお使いのコンピュータに（モニターの組み合わせにお 
いて）ビデオ機能を提供するビデオカードまたは（オンボードビデオコント 
□ーラ搭載のコンピュータの）システム基板の回路です。 

ビデオメモリービデオ機能専用のメモリチップで構成されるメモリです。 

通常、ビデオメモリはシステムメモリよ;りち高速です。ビデオメモリの容量に 
よって、プ□グラムで表示できる色数が大きく左右されます。 

ビデオモードーテキストやグラフィ ッ クスをモニターに表示する際のモード 
です。グラフィックをベースにしたソフトウェア （Windows OS など）は、 
x 水平ピクセル数、 y 垂直ピクセル数、 z 色数で表されるビデオモードで表示 
されます。文字をベースにしたソフトウェア（テキストエディタなど）は、 
x 列 X y 行の文字数で表されるビデオモードで表示されます。 

フォーマットーファイルを保存するためにドライプやディスクを準備するエ 
程のことです。ドライブまたはディスクをフォー マッ トするとデータはすべて 
消失します。 

フォルダーディスクやドライブ上のファイルを整頓したりグループ化したり 
するスペースを表す用語です。フォルダ中のファイルは、名前や日付やサイズ 
などの順番で表示できます。 
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プラグアンドプレイーコンピュータがデバイスを自動的に設定できる機能 
です。 BIOS 、 OS 、 およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対庙の揚合、 
プラグアンドプレイは、自動インス!'ール、設定、既存のハードウェアとの互 
換性を提供します。 

プロセッサープ□グラム命令を解析して実行するコンピュータチップです。 
プロセッサは 、 CPU (中央演算処理装置）とち呼ばれます。 

ま 

ミニカー ドー通信 NIC などの内蔵周辺機器用に設計された小型のカードです。 
ミニカードは標準の PCI 拡張カードと同等の機能を持ちます。 

メディアペイーオプティカルドライプ、セカンドバッテリー、または 
Dell Travel Lite モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 

メモリーコンピュータ内部にある、一時的にデータを保存する領域です。メ 
モリにあるデータは一時的に格納されているだけなので、作業中は時々ファイ 
ルを保存するようお勧めします。また、コンピュータをシャットダウンすると 
きもファイルを保存してください。コンピュータのメモリには、 RAM、ROM 
およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリといろと RAM メモ 
リを指します。 

メモリアドレスーデータを一時的に RAM に保存する特定の揚所です。 

メモリマッピングースタートアップ時に、コンピュータが物理的な揚所にメ 
モリアドレスを割り当てるプ□セスです。デバイスとソフトウェアが、 
プロセッサによりアクセスできる情報を識別できるよろになります。 

メモリモジュールーシステム基板に接続されている、メモリチップを搭載し 
た小型回路基板です。 

モジュールペイー「メディアベイ」を参照してください。 

モデムーアブ□グ電話回線を介して他のコンピュータと通信するためのデバ 
イスです。モデムには、外付けモデム、 PC カード、および内蔵モデムの3種 
類があります。通常、モデムはインターネットへの接続や E - メールの送受信 
に使用されます。 
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や 


読み取り専用一表示することはできますが、編集したり削除したりすること 
ができないデータやファイルです。次のよろな場合に読み取り専用になり 
ます。 

• フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み防止にしている揚合 

• ファイルがネットワーク上のディレクトリにあり、システム管理者が特 
定の個人だけにアクセス権を許可している場合 


ら 

リフレッシュレートー画面上のビデオイメージが再描画される周波数です。 
単位は Hz で、このリフレッシュレートの周波数で画面の水平走査線（または 
垂直周波数）が再描画されます。リフレッシュレートが高いほど、ビデオのち 
らつきが少なく見えます。 

ローカルパス ーデバイスにプロセッサへの高速スループットを提供するデ ー 
タパスです。 


用語集 I 233 



234 I 用語集 




索引 


B 

BIOS ,194 


c 

CD , 31 
再生， 28 
CD-RW ドライプ 

問題， 69 

CD および DVD の再生， 28 
CD の コピー 

一般情報， 31 
方法， 31 

役に立つヒント， 33 

CMOS 設定 
クリア，202 


D 

Dell Diagnostics , 97 
Diaanostics 
デル， 97 
ビープコード，93 
Drivers and Utilities 
メディア， 104 
Dell Diaanostics , 97 


『Drivers and Utilities CDH 
からの Dell Diagnostics 
の起動， 98 ' 

DVD , 31 
再生， 28 

DVD ドライブ 
問題， 69 
DVD の コピー 
一般情報， 31 
方法， 31 

役に立つヒント， 33 


E - メ ール 

問題， 70 


Factory Image Restore 
(出荷時のイメージ 
の復元） ， 109,111 

FlexBay ドライプ 
メディアカードリーター， 18 


索引 I 235 



I / O パネル 
取り付け， 175 

IRQ の競合，115 

0 

os 

Windows Vista の再イン 
ストール，107 
メディア，113 

P 

PCI 力ード 

取り付け，133 
取り外し，139 

PC リストア，109 

S 

SATA 「シリアル ATA 」 を参照 
S . M . A . R . T , 97 

T 

TV 

コンピュータへの接続，36, 38 


USB 

デパイスからの起動，200 


W 

Windows 

ネットワークセットアッ 
プウィザード，62 
ファイルと設定の転送ウ 
ィザード，56 

Windows Vista 
Factory Image Restore 

(出荷時のイメージ 
の復元），1〇9 
再インストール，107 
システムの復元，107 
スキヤナー，86 
デパイスドライバのロー 
ルパック，103 
プログラム互換性ウ 
ィザード，76 

Windows XP 
PC リストア，109 
休止状態モード，40 
スタンバイモード，39 
デパイスドライバのロー 
ルパック，103 

Windows デパイスドライバの 
ロールパックの使い方，103 


236 I 索引 



あ 

新しいコンピュータへの情 
報の転送，56 

安全にお使いいただくため 
の注意，11 


い 

インターネット 
問題，70 

インターネット接続 
オプション，63 
セットアップ，63 
説明，63 

ぅ 

ゥィザード 

ネットワークセットアップ 
ウィザード，62 
ファイルと設定の転送ウ 
イザード，56 
プログラム互換性ウ 
イザード，76 


え 

エラーメッセージ 

トラブルシューティング，73 
ビープコード， 93 

エンド ユーザー ライセ 
ンス契約，11 


お 

オーディオ「サウンド」 
を参照 

オプティカルドライブ 
取り付け，163,165 
取り外し，161 
問題，69 


か 

力ード 

PCI , 133 

PCI の取り付け，133 
PCI の取り外し，139 
サポートされる種類，132 
スロット， 132 

快適な使い方，11 
カパー 

取り付け，187 
取り外し，119 

含 

キーボード 
問題，74 

起動 

USB デバイスから，200 

起動順序，198 
オプション設定，199 
変更， 200-201 

休止状態モード，40, 42, 44 
競合,115 


索引 I 237 



コンピュータ 
クラッシュ， 75-76 
内部コンポーネント，121 
内面図，121 
反麻が停止した，75 
ビープコード，93 

さ 

サービスタグ，12,18 

再インストール 

Windows Vista , 107 

サウンド 
ポリ ュー ム，86 
問題，86 
サボート 

デルへのお問い合わせ，209 
ポリシー，206 

サボートサイト，13 


システムの復元，107 
システム基板，122 
仕様 

オーディオ，190 
拡張パス，190 
環境，193 
技術,189 
コネクタ，191 
コンピュータ情報，189 


仕様（続き） 

サイズと重量，193 
電源，193 
ドライプ，191 
ビデオ，189 
プロセッサ，189 
ポタンとライト，192 
メモリ，189 

シリアル ATA , 145 
情報の検索方法，11 

す 

スキャナー 
問題，85 

スタンパイモード，39, 43 
スピーカー 
ポリューム，86 

問題，86 


せ 

製品情報ガイド，11 
設定 

セットアップユーテ 
ィリティ，194 

セットアップ囡，11 

セットアップユーティリティ 
オプション，196 
画面，195 
起動，194 
説明，194 
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そ 

ソフトウェア，115 
問題， 75-77 

ち 

チェックディスク，70 

て 

テクニカルサポート 
ポリシー，206 

デル 

サボートサイト，13 
サポートポリシー，206 
問い合わせ，209 

デルへのお問い合わせ，209 
電源 

オプション，40 
オプション、詳細設定，46 
オプション、設定，41 
休止状態モード，40, 42, 44 
スタンバイモード，39,43 
プラン，45 
ポタン，19 
問題，82 

電源オプションのプロパ 
ティ，40 

電源プランのプロパティ，45 

電源ライト 
状態，82 

電話番号，209 


と 

トラプルシューティング，115 
Dell Diagnostics , 97 

以前の状態の復元，107 

競合，115 
ヒント，67 

ドライパ，101 
再インストール，103 
識別，102 
説明，101 

ドライブ，143 
オプティカルドライプの取 
り付け，163,165 
オプティカルドライプの取 
り外し，161 
シリアル ATA , 145 
セカンドハードドライブ，149 
ハードドライブ，145 
ハードドライブの取り付 
け，147 

ハードドライプの取り外 

し，146 

フロッピーの取り付け，153 
フロッピーの取り外し，151 
問題，68 

ドライプべイカパー 
取り付け，157,168 
取り外し，156 

に 

認可機関の情報，11 
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ね 

ネットワーク 
セット アップ， 61 
ネットワークセットアッ 
プウィザード，62 
問題，81 

ネットワークセットアッ 
プウイザード，62 


は 

ハー ドウエア 

Dell Diaanostics , 97 
競合，115 
ビープコード， 93 

ハードウエアに関するトラ 
ブルシューティング，115 

ハードドライブ 
2台目の取り付け，149 
取り付け，147 
取り外し，146 
問題，70 

ハードドライブからの Dell 
Diagnostics の起動，98 

パッテリー 
取り付け，169 
問題，67 

パスワード 
クリア，201 
ジャンパ，201 


ひ 

ビープコード， 93 


ふ 

ファイルと設定の転送 
ウィザード，56 

フロッピードライブ 
取り付け，153 
取り外し，151 

部品の取り付け 
コンピュータの電源切断，118 
作業を開始する前に，117 
推奨するツール，117 

プリンタ 

USB , 27 

ケープル，27 
セットアップ，26 
接続，26 
問題，83 

プログラム互換性ウ 
ィザード，76 

ほ 

保証に関する情報，11 

ポリューム 

調整，87 
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ま 

マウス 
問題，80 

マザーボード「システム 
基板」を参照 

マニュアル 
安全について，11 
エンド ユーザー ライセン 
ス契約，11 
オンライン，13 
快適な使い方，11 
情報の検索方法，11 
セットアップ図，11 
製品情報ガイド，11 
認可機関，11 
保証，11 


め 

メッセージ 
エラー，73 

メディアカードリーダー 
使い方，34 
取り付け， 158-159 
取り外し，158 
問題，78 

メモリ 

取り付け，129 
問題，79 

メモリの取り外し，132 


ち 

モデム 
問題，70 

モニター 

2台の接続, 36-37 
DVI の接続， 36-37 
TV の接続，36, 38 
VGA の接続， 36-37 
拡張デスクトップモード，38 
クローンモード，38 
ディスプレイ設定，38 
何ち表示されない，88 
見づらい，89 

問題，115 

CD - RW ドライブ，69 
Dell Diaanostics , 97 
DVD ドライブ，69 
E - メール，70 
青色の画面，76 
インターネット，70 
以前の状態の復元，107 
一般的，75 

エラーメッセージ，73 
オプティカルドライブ，69 
画面が見づらい，89 
画面 I こ何も表示されなし），88 
キーポー ド， 74 
コンピュ ータが クラッシュし 
た， 75-76 

コンピュータの反麻が停止し 
た，75 

サウンドと スピーカー ，86 
スキャナー， 85 
ソフトウェア， 75-77 
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問題（続き） 

テクニカルサポー 
トポリシー，206 

電源，82 

電源ライトの状態，82 
トラブノレシューテイン 
グのヒント，67 
ドライブ，68 
ネットワーク，81 
ハードドライブ，70 
パッテリー，67 
ビープ コード，93 
プリンタ，83 
プログラムがクラッ 
シュする，75 
プログラムが麻答し 
なくなった，75 
プログラムと Windows 
の互換性，76 
ポリュームの調整，87 
マウス，80 

メディアカードリーダー，78 
メモリ，79 
モデム，70 

モニター が見づらい，89 
モニターに 何も表示さ 
れない，88 


ら 

ラベル 

Microsoft Windows , 12 
サービス タグ，12,18 
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